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は じ め に  
 

台東区社会福祉事業団は、昭和６１年の設立以来、特別養護老人ホームや児童館な

どの管理運営を台東区から受託し、区と一体となって区民福祉の向上に努めてまいり

ました。 
この間、当事業団は３０年以上にわたる経験と豊富な人材を活かして多様な事業を

展開し、台東区の高齢者福祉サービスと子育て支援の中核的な役割を担ってきました。 
さて、新型コロナウイルス感染症は、令和４年度もオミクロン株による拡大と収束

を繰り返し、当事業団の運営にも大きな影響を及ぼしました。本年の５月から、５類

感染症に位置づけられることとなったものの、重症化リスクが高い方が多く生活する

高齢者施設、児童が利用する児童館やこどもクラブ等を運営していることから、引き

続き、マスク着用、検温、手指消毒等の感染予防、感染拡大防止に鋭意取り組んでま

いります。 
また、当事業団では区とともに、令和３年度から今後の役割や、経営等について検

討を重ね、本年３月には「台東区社会福祉事業団が担う今後の役割」がまとまりまし

た。これを受け、これまでの歩みを活かしながら、新たな福祉ニーズや区内介護サー

ビスを支える中小規模のサービス提供事業者への対応など、更なるセーフティネット

としての役割を果たしてまいります。 
高齢部門では、令和６年１２月に開設予定の（仮称）竜泉二丁目福祉施設（特別養

護老人ホーム棟）の開設に向け、様々な準備を着実に進めてまいります。 
令和４年度は、児童部門においても、これまで新型コロナウイルス感染症の影響に

より中止していた行事等の活動が、元の通りに実施できる機会も増えてきました。令

和５年度も、感染予防の徹底を図りながら、様々な活動を通じ、子供たちの安全安心

な居場所づくりに取り組んでまいります。 
物価高騰や感染症の影響、福祉人材の確保など、事業団を取り巻く経営環境はます

ます厳しい状況下にありますが、これまで同様、区や関係諸機関、民間事業者と連携

を図りながら、多様化・複雑化する福祉ニーズに対応したサービスを提供できるよう、

努力してまいります。 
法人一丸となって諸課題に取り組み、台東区の将来像「世界に輝く ひと まち

たいとう」の実現に寄与する所存ですので、ご支援とご協力をお願いいたします。 
 
令和５年 ３月 

理事長 生 沼 正 篤 
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法人の理念

各部門の目標、運営方針

１ 法人の理念

〇 利用者の意向を尊重して多様な福祉サービスを提供します。それにより、子供た

ちが心身ともに健やかに成長することや、高齢者がその能力に応じて自立した日常

生活を送ることを支援します。

○ 区が設立した社会福祉法人として、行政サービスの一翼を担い、区と一体となっ

て区民福祉の向上に寄与するとともに、柔軟迅速な対応によりセーフティネットの

役割を果たします。

○ 社会福祉法人として、組織体制の強化及び透明性の確保、経営の健全化を図ると

ともに、社会環境の変化に伴い多様化する福祉ニーズに迅速かつ的確に応えていき

ます。

２ 各部門の目標、運営方針

児童・高齢者福祉施設の運営にあたっては、以下に掲げる目標、方針の下、法人一

丸となって区民福祉の向上に向けて取り組んでまいります。

（１）児童福祉施設

①目標

○ 子供たちの豊かな生活と成長を支援します

○ 子供たちの権利や自由を大切にします

○ 子育て・子育ち支援のネットワークづくりを進めます

○ 幅広い視野で地域に開かれた施設運営を行います

②運営方針

「はぐくもう豊かな心！そだてよう生きる力！」

元気な台東区で育てたい、育ちたいと思えるような環境づくりを行います。

〇 豊かな心、生きる力の育成



法人の理念

各部門の目標、運営方針

１ 法人の理念

〇 利用者の意向を尊重して多様な福祉サービスを提供します。それにより、子供た

ちが心身ともに健やかに成長することや、高齢者がその能力に応じて自立した日常

生活を送ることを支援します。

○ 区が設立した社会福祉法人として、行政サービスの一翼を担い、区と一体となっ

て区民福祉の向上に寄与するとともに、柔軟迅速な対応によりセーフティネットの

役割を果たします。

○ 社会福祉法人として、組織体制の強化及び透明性の確保、経営の健全化を図ると

ともに、社会環境の変化に伴い多様化する福祉ニーズに迅速かつ的確に応えていき

ます。

２ 各部門の目標、運営方針

児童・高齢者福祉施設の運営にあたっては、以下に掲げる目標、方針の下、法人一

丸となって区民福祉の向上に向けて取り組んでまいります。

（１）児童福祉施設

①目標

○ 子供たちの豊かな生活と成長を支援します

○ 子供たちの権利や自由を大切にします

○ 子育て・子育ち支援のネットワークづくりを進めます

○ 幅広い視野で地域に開かれた施設運営を行います

②運営方針

「はぐくもう豊かな心！そだてよう生きる力！」

元気な台東区で育てたい、育ちたいと思えるような環境づくりを行います。

〇 豊かな心、生きる力の育成

- 1 -



〇 自らの生命や人権の尊重

〇 さまざまな遊びや体験を通して育む、環境づくり

（２）高齢者福祉施設

①目標

○ 高齢者が住みなれたまちで、安心して暮らし続けられるようお手伝いします

○ 支え合いの地域社会実現のため、地域に開かれた施設づくりを目ざします

○ サービス内容や経営の健全性を向上させ、区民から信頼される施設運営を目ざ

します

②運営方針

○ 利用者本位のサービス提供をします

○ 地域福祉機能を充実させます

○ 透明性、信頼性の確保を図ります

○ 事業団らしさを発揮します

〇 効率的運営を推進します

３ 法人の特色

（１）区民福祉向上への寄与

当事業団は、昭和６１年１０月に設立され、２３区初となる公設の特別養護老

人ホームの受託を皮切りに、高齢者在宅サービスセンターや地域包括支援センタ

ーの受託、また、児童館・こどもクラブの受託により、児童・高齢の両部門にお

いて、区の行政サービスの一翼を担い、区民福祉の向上に寄与してきました。

（２）セーフティネットの役割

区民福祉のセーフティネットとして次の様な対応を積極的に行っています。

○ 認知症対応型デイサービスや子育て支援ホームヘルプ、高齢者住宅生活援助員

業務といった民間事業者が事業展開しづらいサービスの提供

○ 利用者の希望や状況に応じた短時間のデイサービス利用など、必ずしも採算性

が保証されないサービスの提供

○ 特別養護老人ホームにおける措置入所や緊急入所、認知症高齢者のご家族への

支援、また、児童館においては、配慮を要する児童や家庭へのケア等、対応が

困難なケースへの支援

○ 在宅の高齢者やそのご家族を対象とした、集いの場づくりや体力づくりのお手

伝い、地域の町会や学校等と連携したまちづくり・地域活動のお手伝い等の地

域貢献事業

○ 事務受託法人として実施する介護保険認定調査業務

○ 介護サービス事業所において質の高い介護サービスを安定的に提供するため

に区が実施する「介護サービス人材確保事業」の受託 
○ 新型コロナウイルス感染症対策として区が実施する「施設利用者及び職員への

ＰＣＲ検査に係る検査キット配布・回収等業務」及び「在宅要介護高齢者介護

業務」の受託 

（３）自主事業の展開

児童部門では、幼児親子対象の幼児タイム、園児親子対象の園児タイムを実施、

中高生を対象とした中高生タイム（池之端児童館・今戸児童館）を展開し、区民の

児童館に対するニーズに対応しています。

高齢部門では、ケアマネジメントセンターやホームヘルプステーション、施設介

護ボランティア育成事業などの自主事業も展開し、区立施設の運営のみならず、多

面的な事業展開によって、安定的な事業運営を図っています。

（４）経営機能

○ 法人本部においては、職員の人事、給与、採用、研修に関することや、経理、

会計に関することを統括管理するとともに、児童施設及び高齢者施設の受託事

業、自主事業等の企画調整機能を果たしており、法人としての一体的な経営管

理体制を有しています。毎月、児童施設の館長、高齢者施設の施設長・所長を

招集して運営会議を開催するほか、経営戦略会議及びテーマ別部会を設置し、

様々な課題について情報共有や課題解決に向けた検討・協議を行う体制を確保

しています。

〇 児童部門においては、毎月館長会を開催し、児童部門における方針決定や情報

共有を行うとともに、各課題に対する専門的な研究を行っています。さらに主
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任会・リーダー会において、館長会の内容を周知徹底し人材育成にも力を入れ

ています。要保護児童・配慮を要する児童に対する支援にも積極的に取り組み、

関係機関との連携や見守りを行っています。

８館が連携して実施する合同行事に関しては、年度当初から担当者会議を設け

て準備を進め、安心・安全に開催できるように努めています。

○ 高齢部門においては、毎月施設長会を開催し、高齢部門における方針決定や情

報共有を行っています。また、その下部組織として「特別養護老人ホーム検討

委員会」や「通所介護検討委員会」などの各課題別検討委員会を設置し、より

専門的・具体的な課題研究を行い、施設経営及び日々の実践に活かしています。

４ 法人理念の職員及び利用者への周知方策

○ 職員への周知

毎年、新年度の始まりに開催している新規採用者の研修カリキュラムの冒頭で、

「事業団の理念及び概要」を説明し、さらに、各児童・高齢者施設に理念を掲示

し、職員への周知を図っています。

○ 利用者への周知

各サービス利用時の重要事項説明書に理念を記載するとともに、各事業所の入

口及び面接室等に理念を掲示し、利用者への周知を図っています。

令 和 ５ 年 度

事 業 計 画
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Ⅰ 組 織

１ 組織図
 ┌┬─ 総 務 課 
 ││ 
 │├─ 経営担当 
 ││ 
 │└─ （仮称）竜泉二丁目福祉施設開設準備担当 
 │ 
 │         ┌─ 千束児童館 
 │         │ （千束こどもクラブ） 
 │         ├─ 玉姫児童館 
 │         │  
 │         ├─ 台東児童館 
 │         │  
 ├┬─ 児 童 課 ────┼─ 池之端児童館 
 ││                  │ （池之端こどもクラブ） 
 │└─ 児童福祉事業担当   ├─ 松が谷児童館 
 │       │ （松が谷こどもクラブ） 

   │             ├─ 今戸児童館 
理   副 事 │         │ （今戸こどもクラブ） 

 常 │         ├─ 寿児童館 
理 務 務 │         │ （寿こどもクラブ・寿第２こどもクラブ） 

事 ──   ─┬   理──┤         └─ 谷中児童館 
事  │ 局 事   │         （谷中こどもクラブ） 

 │   │ 
長   長  │ 長  │ 

 │  ├── 特別養護老人ホーム浅草 
             │     │ 

           │          ├── 特別養護老人ホーム谷中 
             │     │ 

 │   ├┬─ 特別養護老人ホーム三ノ輪 
         │        │└─ 特別養護老人ホーム千束 

 │   │ 
 │ 経   ├── あさくさ高齢者在宅サービスセンター 

         │ 営 常    │ （ケアマネジメントセンターあさくさ、あさくさホームヘルプステーション含む） 
 └ 担 務  │ 

                      当 理    ├── うえの高齢者在宅サービスセンター 
部 事 │ 
長  ├── やなか高齢者在宅サービスセンター 

 │ （ケアマネジメントセンターやなか含む） 
 │ 

 ├┬─ みのわ高齢者在宅サービスセンター 
 ││ （ケアマネジメントセンターみのわ、みのわホームヘルプステーション含む） 

│├─ たなかデイホーム 
│└─ せんぞくデイホーム 
│ 

 ├── あさくさ地域包括支援センター 
 │  
 ├── やなか地域包括支援センター 
 │  
 ├── みのわ地域包括支援センター 
 │ 
 └── 老人福祉センター ┬─ 橋場老人福祉館 
 │ 
 └─ 三筋老人福祉館 
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      2．施設分布一覧

日本堤三ノ輪

千束

竜泉

入谷

竜泉
千束

浅草

浅草

雷門

駒形

蔵前

寿 寿

蔵

前

元浅草

小

島 三

筋

台

東

東上野

西浅草

東上野

北上野

浅草橋
柳橋秋葉原

上野公園

上野桜木

池之端

谷中

上
野

上
野

根岸

鳥越

下谷

下谷

松が谷

●①

●④
●②

●③ ⑤●

●⑥

●⑧

●

●

●

●

●

●
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　　　　　高齢者施設

　　　　　児童施設

橋場
清川

今戸

日本堤

東浅草

浅草

花川戸

言問橋

⑤●
⑦●

●

●

① ◎◎特特別別養養護護老老人人ホホーームム浅浅草草 ◎あさくさ高齢者在宅サービスセンター

◎ケアマネジメントセンターあさくさ ◎あさくさ地域包括支援センター

◎あさくさホームヘルプステーション

浅草4-26-2

④ ◎◎特特別別養養護護老老人人ホホーームム千千束束 ◎せんぞくデイホーム

千束3-28-13

② ◎◎特特別別養養護護老老人人ホホーームム谷谷中中 ◎やなか高齢者在宅サービスセンター

◎ケアマネジメントセンターやなか ◎やなか地域包括支援センター

谷中2-17-20

③ ◎◎特特別別養養護護老老人人ホホーームム三三ノノ輪輪 ◎みのわ高齢者在宅サービスセンター

◎ケアマネジメントセンターみのわ ◎みのわ地域包括支援センター

◎みのわホームヘルプステーション ◎事業団事務局

三ノ輪1-27-11

⑤ ◎たたななかかデデイイホホーームム

日本堤2-25-10

⑥ ◎◎老老人人福福祉祉セセンンタターー ◎うえの高齢者在宅サービスセンター

東上野2-25-14

⑦ ◎◎橋橋場場老老人人福福祉祉館館

橋場1-36-2

⑧ ◎◎三三筋筋老老人人福福祉祉館館

三筋2-16-4

A ◎◎千千束束児児童童館館 ◎千束こどもクラブ

千束3-20-6

B ◎◎玉玉姫姫児児童童館館

清川2-22-13

C ◎◎台台東東児児童童館館

台東1-11-5

E ◎◎松松がが谷谷児児童童館館 ◎松が谷こどもクラブ

松が谷4-15-11

F ◎◎今今戸戸児児童童館館 ◎今戸こどもクラブ

今戸1-3-6

G ◎◎寿寿児児童童館館 ◎寿こどもクラブ ◎寿第２こどもクラブ

寿1-4-5

H ◎◎谷谷中中児児童童館館 ◎谷中こどもクラブ

谷中5-6-5 

D ◎◎池池之之端端児児童童館館 ◎池之端こどもクラブ

池之端2-3-3
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Ⅱ 理事会・評議員会

 
１．理事会

理事会は、全ての業務執行に関する意思決定や理事の職務執行の監督を行いま

す。 

〔役員定数〕 
理 事 ６名以上１０名以内 
監 事 ２名 

〔議決事項〕 
①法人の業務執行の決定 
②評議員会の日時及び場所、目的である事項の決定 
③評議員会の招集 
④理事会を招集する理事 
⑤定款施行細則の決定 
⑥従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び廃止 
⑦内部管理体制の整備 
⑧競業及び利益相反取引の制限 
⑨臨機の措置 
⑩理事長及び業務執行理事の選定・解職 
⑪重要な役割を担う職員の選任及び解任 
⑫重要な財産の処分及び譲受け 
⑬多額の借財 
⑭事業計画書及び収支予算書の決議 
⑮事業報告及び計算書類の承認 
⑯基本財産の処分 
⑰資産の管理 
⑱会計処理の基準 
⑲公益事業の運営に関する事項 
⑳その他理事会で決議するものとして法令又は定款で定められた事項 
㉑その他重要な業務執行に関する事項及び事務事業の執行に必要な基本的な

規程の制定及び改廃 

〔運営方針〕 
理事会は年度内２～３回開催します。その他案件がある場合は随時開催します。 

 

２．評議員会

評議員会は、法人運営のルール、体制を決定するとともに、役員の選任・解任

等を通じ、法人運営を監督する機関として位置づけられています。 

〔評議員定数〕 
１８名以上２２名以内 

 

〔議決事項〕 
①定款の変更 
②法人の解散 

  ③吸収合併契約の承認 
④新設合併の承認 
⑤役員の選任・解任 
⑥役員・評議員の報酬等の支給の基準の承認 
⑦理事・監事の報酬 
⑧事業計画書及び収支予算書の承認 
⑨事業報告・決算書類・財産目録の承認 
⑩基本財産の処分 
⑪残余財産の帰属 
⑫社会福祉充実計画の承認 
⑬役員等の責任の免除 
⑭その他評議員会で決議するものとして法令又は定款で定められた事項 

 
〔運営方針〕 
評議員会は年度内２～３回開催します。その他案件がある場合は随時開催しま

す。 
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Ⅱ 理事会・評議員会

 
１．理事会

理事会は、全ての業務執行に関する意思決定や理事の職務執行の監督を行いま

す。 

〔役員定数〕 
理 事 ６名以上１０名以内 
監 事 ２名 

〔議決事項〕 
①法人の業務執行の決定 
②評議員会の日時及び場所、目的である事項の決定 
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⑰資産の管理 
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⑤役員の選任・解任 
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⑩基本財産の処分 
⑪残余財産の帰属 
⑫社会福祉充実計画の承認 
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Ⅲ 事務局  

１．運営方針

事務局は総務課と児童課で構成されており、総務課は、法人としての事務と、高

齢者施設の統括を行っており、児童課は、児童施設の統括管理をしています。

昭和６１年の設立当初と比べ、区民の福祉ニーズやサービス提供主体の多様化

などにより、事業団の運営環境は大きく変化しています。加えて、令和６年度、

新設される大規模な特別養護老人ホームの指定管理者候補者に選定されています。 
こうした状況を踏まえ、今後事業団が担っていく役割や法人経営等について区

と共に検討を重ね、令和５年３月、「区民福祉の一層の向上を図るための、新たな

福祉ニーズや中小規模の事業者対応などセーフティネットの役割」、「様々な福祉

課題の解決に向け、先導的に取り組んでいく役割」、「これらを担うための自律的・

安定的な事業団運営」が役割として示されました。 
事業団がこれまで果たしてきたセーフティネットとしての役割に加えて、これ

らの役割を担っていくため、以下の３つの視点のもとに、事業団全体で取組みを

進めていきます。 
（１）区民や利用者へ提供する福祉サービス全体の質のさらなる充実  
（２）事業団の規模やこれまでの知見を活かした、サービス提供事業所との連携

や支援の充実 
（３）自律的・安定的な事業団運営 

令和５年度は、ＩＣＴの活用による業務の効率化や従事者の負担軽減について

の情報を積極的に発信するほか、業務継続計画の策定に向けた支援や、災害対応

の研修機会の提供等により、区内のサービス提供事業者との連携を強化していき

ます。 
また、令和５年度から経営担当部長を置き、福祉人材の確保・育成、中期的な

経営計画の策定・推進などの取組みにより、自律的・安定的な組織運営を図って

いきます。 
 
２．総務課

総務課は児童課とともに事業団本部としての機能を持ち、事業団運営に関する

総括的管理を行います。法人存立に関する事務のほか、人事、給与等の事務を行

うとともに、高齢者施設に関する事業の企画・調整等の事務を担当し、高齢者施

設運営の総合的調整を行います。

また、地域における介護人材の確保・育成のため、「台東区介護サービス人材確

保事業」を実施するとともに、ボランティアの育成、介護職員初任者研修等を実

施していきます。 
令和５年度は、令和６年１２月の（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟の新規開

設に向けて、具体的な準備を進めていきます。

〔担当事務〕 
①事業団の経営に関すること。 
②事務局の庶務及び理事会に関すること。 
③定款及び規程等に関すること。 
④職員の人事及び給与に関すること。 
⑤職員の福利厚生に関すること。 
⑥職場の環境及び職員の衛生管理に関すること。 
⑦高齢者施設の受託事業及び自主事業の企画調整に関すること。

⑧職員の研修に関すること。

⑨総務課及び事業団の会計に関すること。 

３．児童課

児童課は、児童館及びこどもクラブ運営の総合的な企画調整を行います。 
効果的な事業の実施に向け人材育成や組織のあり方、事業の進め方など業務を

見直すことにより、多様なニーズに応える効率的な体制づくりを進めていきます。

 
〔担当事務〕 

①児童福祉に関する受託事業の運営及び企画調整に関すること。 
②児童福祉施設の管理運営及び企画調整に関すること。 
③児童福祉施設職員の人事に関すること。 
④児童福祉施設職員の福利厚生に関すること。 
⑤児童福祉施設職員の専門研修に関すること。 
⑥職場の環境及び職員の衛生管理に関すること。 
⑦児童課及び児童福祉施設の会計に関すること。 

- 10 -
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課題の解決に向け、先導的に取り組んでいく役割」、「これらを担うための自律的・

安定的な事業団運営」が役割として示されました。 
事業団がこれまで果たしてきたセーフティネットとしての役割に加えて、これ

らの役割を担っていくため、以下の３つの視点のもとに、事業団全体で取組みを

進めていきます。 
（１）区民や利用者へ提供する福祉サービス全体の質のさらなる充実  
（２）事業団の規模やこれまでの知見を活かした、サービス提供事業所との連携
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（３）自律的・安定的な事業団運営 
令和５年度は、ＩＣＴの活用による業務の効率化や従事者の負担軽減について

の情報を積極的に発信するほか、業務継続計画の策定に向けた支援や、災害対応

の研修機会の提供等により、区内のサービス提供事業者との連携を強化していき

ます。 
また、令和５年度から経営担当部長を置き、福祉人材の確保・育成、中期的な

経営計画の策定・推進などの取組みにより、自律的・安定的な組織運営を図って

いきます。 
 
２．総務課

総務課は児童課とともに事業団本部としての機能を持ち、事業団運営に関する

総括的管理を行います。法人存立に関する事務のほか、人事、給与等の事務を行

うとともに、高齢者施設に関する事業の企画・調整等の事務を担当し、高齢者施

設運営の総合的調整を行います。

また、地域における介護人材の確保・育成のため、「台東区介護サービス人材確

保事業」を実施するとともに、ボランティアの育成、介護職員初任者研修等を実

施していきます。 
令和５年度は、令和６年１２月の（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟の新規開

設に向けて、具体的な準備を進めていきます。

〔担当事務〕 
①事業団の経営に関すること。 
②事務局の庶務及び理事会に関すること。 
③定款及び規程等に関すること。 
④職員の人事及び給与に関すること。 
⑤職員の福利厚生に関すること。 
⑥職場の環境及び職員の衛生管理に関すること。 
⑦高齢者施設の受託事業及び自主事業の企画調整に関すること。

⑧職員の研修に関すること。

⑨総務課及び事業団の会計に関すること。 

３．児童課

児童課は、児童館及びこどもクラブ運営の総合的な企画調整を行います。 
効果的な事業の実施に向け人材育成や組織のあり方、事業の進め方など業務を

見直すことにより、多様なニーズに応える効率的な体制づくりを進めていきます。

 
〔担当事務〕 

①児童福祉に関する受託事業の運営及び企画調整に関すること。 
②児童福祉施設の管理運営及び企画調整に関すること。 
③児童福祉施設職員の人事に関すること。 
④児童福祉施設職員の福利厚生に関すること。 
⑤児童福祉施設職員の専門研修に関すること。 
⑥職場の環境及び職員の衛生管理に関すること。 
⑦児童課及び児童福祉施設の会計に関すること。 
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 Ⅳ 児童館・こどもクラブ

１．運営方針

【児童館】

乳幼児期から青年期までの子供を対象に「遊び」という視点から様々な活動を

行い、自己確立・他者への関心・愛着・信頼感等が自主的に豊かに育つ「子育ち」

を支援していきます。また、子供たちに関わるすべての大人とともに「子育て・

子育ち」を支えている地域社会の絆を高め、子供たちの居場所づくりを推進して

いきます。

【こどもクラブ】

放課後又は学校休業日に、保護者の就労等で世話をする方がいない児童が、安

全で安心して過ごせる「生活の場」を提供します。また、職員が子供たちと生活

時間を共有するなかで、集団生活を通して健全な育成を支援します。

－ 運営の柱 －

（１）区と一体となった取り組みの推進

区と密接な連携のもと、「次世代育成支援計画」や、「放課後対策の方針」、

「学びのキャンパス台東アクションプラン」、「子供読書活動推進計画」等の

区の方針や計画を踏まえた事業をさらに進めます。

（２）区民ニーズへの迅速な対応

児童館とこどもクラブを一体的に運営しつつ、各児童館が本部を中心に横

断的に連携を図ることで、子供、家庭、地域のニーズに応えた取り組みを、

効率的、効果的に進めていきます。

（３）地域のネットワークを活かした活動の展開

これまでも行事や会議、懇談会等を通して学校や町会、民生・児童委員、

青少年委員、保護司会等との連携を図ってきました。

今後もさらに子供の安全安心、虐待やいじめ、不登校等、様々な問題解決

に向け、連携を強化していきます。

（４）異なる世代との交流促進

乳幼児や高齢者とのふれあい事業を推進します。特に、事業団が高齢部門

を併せ持つ特徴を生かし、世代間交流を積極的に進めます。

（５）組織体制の強化

子供・子育て環境が多様化する中、様々な課題に対応するため、組織体制

を強化するとともに、人材の育成を図ります。
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○中高生タイム：池之端・今戸児童館
○ランドセル来館事業：全児童館

【
 
活
 
動
 

】

【
 
機
 
能
 

】

児児童童館館・・ここどどももククララブブのの機機能能とと活活動動

児児童童館館

・子育てコミュニティの形成
・行政機関・他機関との連携体制
・子育て意識の向上
・地域ぐるみの子育て支援
・子育て中の問題の予防・発見・解決

・子育て仲間づくり
・相談機能・情報発信機能の充実

・館外活動によるサービス拡大と活動の周知
・地域ぐるみの子育て・子育ち支援
・学校・地域・社会との連携、協力

・遊び場、自主活動の場の提供
・遊びの保障
・仲間づくり
・思春期児童の居場所づくりと
自立支援
・子供の権利と自由な活動

・地域ぐるみの子育ち支援

・遊ぶ、創作等の活動

・自主活動の支援
・中高生の居場所
・ランチタイム 等

家家庭庭子子供供

地地域域

日常活動

・野外活動（遠足）
・観劇活動
・表現活動

・季節行事 等

行事活動

・幼児タイム（館内・外）

・創作活動
・サークル活動 等

子育て活動

・育児、悩み相談

・関係機関との連携 等

相談活動

・下町こども工房
・地域行事参加
・ふれあい事業
・ボランティアの
受け入れと育成 等

地域活動

子供、子育て家庭の支援には地域の果たす役割が重要なことから、児童館・こどもクラブの
機能と活動を「子供」「家庭」「地域」の３つに分類し表しています。

連連
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【
 
機
 
能
 

】

【
 
活
 
動
 

】

千束児童館 松が谷児童館 今戸児童館池之端児童館

今戸
こどもクラブ

寿
こどもクラブ

谷中
こどもクラブ

寿第２
こどもクラブ

児童課

谷中児童館

千束
こどもクラブ

池之端
こどもクラブ

松が谷
こどもクラブ

寿児童館玉姫児童館 台東児童館

令和５年度

ここどどももククララブブ

・保護者の働く権利の保障
・働く保護者の子育て支援
・子育てネットワークづくり
・子育て中の問題の予防・
発見・解決

・学校・地域・社会との連携、協力
・交流の場の充実
・情報発信機能の充実

・安全・健康・衛生等に配慮した生活環境

・安心して過ごせる生活の場の保障
・基本的生活習慣、生活技術の習得
・遊びや活動を通した成長、発達の支援
・自立の援助
・異年齢の集団生活、遊びを通した仲間づくり

・自由や自発性を大切にした活動
・障害のある子供の保育保障と成長支援

・集団、伝承遊び
・文化活動、調理活動
・創作、表現活動
・基本的生活習慣、
生活技術指導 等

家家庭庭子子供供

地地域域

日常活動

・季節行事
・遠足
・誕生会
・新入生歓迎会
・卒会・進級を祝う会
・クラブまつり
・在籍外児童との交流
・児童館行事への参加
・父母会行事 等

行事活動

・公園活動
・地域探索
・地域行事への参加

・交流事業 等

地域活動

・保護者会、個人面談
・関係機関との連携
・連絡帳を通しての
日常的な伝え合い 等

相談活動

携携
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２ 事業内容

【児童館】

主主なな共共通通事事業業

子子供供

日日常常活活動動 行行事事活活動動

・手芸、工作、木工作

・運動、集団あそび

・中高生タイム（池之端、今戸）

・ランドセル来館事業

・下町こども工房（各館の近隣公園で造形活動）

・下町っ子シアター（観劇会、音楽鑑賞会等）

・児童館作品展（日常活動の展示会）・大そうじ

・下町こどもまつり（児童館合同行事）・子供自主企画

・下町こどもステージ（子供達の表現発表会）

千千束束

・つくりたいム（手芸、工作）・公園集合

・あそびたいム（集団あそび、伝承あそび）

・そだて隊（飼育栽培）

・もぐもぐクッキング（調理）

・スタディたいム（学習応援）

・児童館見学ツアー・将棋（ボランティア）

・ たいム（運動あそび）

・意見をだそう会（こども会議）

・中高生向けプログラム（学習・あそびボランティア）

・じどうかんまつり

・地域安全マップづくり

・ちょっぴりボランティア（保育園・高齢者施設等）

・おたのしみ会（自主企画応援）

・大掃除

・児童館ギネス世界記録チャレンジ

・書き初め（学習応援）

玉玉姫姫

・たまたまあそぼう（集団あそび・スポーツ）

・つくるんです（工作、手芸）

・たまズキッチン（調理）

・お花いっぱい大作戦（栽培）

・たまっこ会議（こども会議）

・たまっこパラダイス（館庭あそび）

・たまシアター（映画会）

・たまっこまつり（じどうかんまつり）

・ハッピーハロウィン（地域めぐり）

・保育園ボランティア

・七輪で焼こう（野外）

・防災・防犯について考えよう・大掃除

台台東東

・つくっチャオ！（手芸・紙工作・工作）

・ファームランド（飼育栽培）

・あそぼうタイム（集団あそび・スポーツ）

・はらぺこコックさん（調理）・こども会議

・わくわく‼パーク（公園活動）

・ヨーヨーあそび（ボランティア）

・おはなしひろば（ボランティア）

・ＴＪシネマ（映画会）・野外遠足

・じどうかんまつり

・中高生向けプログラム

・とうきょうプレイデ―

・大そうじ＆ビンゴ大会

・ グランプリ（発表会）

・あそんでセーフティー（安全への取組）

池池之之端端

・いけいけタイム（集団あそび・伝承あそび・運

動あそび）

・池アート＆クラフト（手芸・工作・木工作）

・こどもキッチン（調理）

・池ファーム（飼育栽培）

・こども会議

・野外遠足・池シネマ

・いけいけまつり（じどうかんまつり）

・池カップ（自主企画応援）

・赤ちゃんとあそぼう！！（次世代育成支援事業）

・池之端 ルーム（中高生向け学習応援企画）

・らくがきアーティスト（こどもの日企画）

・地域安全マップづくり

・書き初め 学習応援企画

松松がが谷谷

・つくっちゃおう（手芸）

・そだてちゃおう（飼育栽培）

・ランラン手話タイム

・ずこうしつのつくりもの（図工）

・あそんじゃおう（集団あそび、スポーツ）

・つくってたべちゃおう

・こどもかいぎ・ （集団遊び・スポーツ）

・スタディタイム（学習支援）

・まつフェス

・ハロウィンパーティ ・大掃除

・あそんじゃおう！（児童館まつり）

・野外遠足

・卓球大会（自主企画応援）

・地域安全マップづくり

今今戸戸

・いまどキッチン（調理）

・クラフトさん（造形）

・レッツベーゴマ（ボランティア）

・公園キャラバン（公園活動）

・あそび～いんぐ （運動あそび）

・わいわいタイム（自主企画支援）

・今戸演芸場（表現発表会）

・いまじまつり（じどうかんまつり）

・ボランティアエプロン隊（小中高校生ボランティア）

・リバーサイドであそんじゃおう！（スポーツ）

・中高生向けプログラム

・書き初め（宿題応援）

寿寿

・今月の花つぼみ（あそび・手芸・工作）

・お花や生き物を育てよう（飼育栽培）

・今月の野原 日常遊び

・今月の森（日常工作）

・ （運動あそび）

・折り紙教室（ボランティア）・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼ （゙ボ

ランティア）・ことブック ボランティア

・ことブックタイム 表現、ボランティア

・スペシャル図工（工作）

・ことりんフェスティバル

・野外遠足 ・地域安全マップづくり

・ことキッチン 調理

・寿かくし芸大会（表現・集団遊び） ・映画会

・大そうじ ・お正月あそび

谷谷中中

・いっしょにあそぼう！（集団遊び）

・ひろばであそぼう！つくろう！（野外活動）

・リトルシェフクッキング（調理）

・やなかガーデン（飼育・栽培）

・○○をつくろう！ 工作・手芸

・こどもかいぎ

・八国山へ行こう（野外遠足）・凧揚げ土手すべり遠足

・中高生向けプログラム（学習）

・灯ろうに絵を描こう

・お楽しみ会（自主企画応援）

・バトルコマ回し大会（自主企画応援）

・特養谷中へ行こう！

区区関関係係機機関関等等

ととのの連連携携

・ノーテレビデー（中央図書館） ・大江戸清掃隊（環境課） ・たいとう打ち水大作戦（環境課）

・手洗い講習会（台東保健所） ・いきいき台東っ子応援団（児童保育課） ・あさがお展示会（環境課）

・中学生の職場体験（指導課） ・世代間交流事業みんなで輪なげ（シニアクラブ連合会、健康課）

・下町台東の美しい心づくり（生涯学習課）・消費生活展（くらしの相談課）

家家庭庭 地地域域
子子育育てて支支援援活活動動、、相相談談活活動動 地地域域活活動動

・幼児タイム（乳幼児親子） ・幼児プール

・乳幼児向け観劇 ・子育て講座

・コンサート

・遠足 ・日常相談

・ハワイアンリトミック（幼児親子対象）

・産後セルフケア講座「マドレボニータ」（母親対象）

・地域懇談会

・青少年フェスティバル（各地区青少年委員との連携）

・地域行事協力

・消防署見学（消防署）

・ママのリラックスタイム（母親対象）

・パパとあそぼう（父親対象）

・育児相談（乳幼児親子対象）

・ 児童館（産前の父親母親対象）

・馬道地区大運動会（青少年育成馬道地区委員会）

・ちょっぴりボランティア（千束保育園、みのわ高齢者在宅サービ

スセンター、みのわ地域包括支援センター）

・金杉っ子まつり（青少年育成金杉地区委員会）

・東泉まつり（東泉小学校ＰＴＡ）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（浅草警察署）

・浅草元気まつり（浅草保健相談センター）

・東浅草小 バザー（東浅草小学校ＰＴＡ）

・千束小 バザー（千束小学校 ）

・みんなで遊ぼう（千束小学校 ）

・千束小盆踊り大会（千束公園盆踊り委員会）・あおぞらクラス（園児）

・ママさん （母親対象）

・育児相談 乳幼児親子対象

・男性育児企画

・園児向け活動

・各種講座等（保護者対象）

・東浅草小学校ＰＴＡバザー・もちつき（桜橋中学校・石浜橋場こども園）

・石浜小学校ＰＴＡバザー＆緑陰子ども会

・石浜橋場こども園バザー・石浜橋場こども園夏祭り

・石浜小学校地区コミュニティまつり

・いきいき健康まつり（浅草保健相談センター）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（浅草警察署）

・ちびっこタイム（園児）

・Ｅｎｊｏｙ倶楽部（保護者対象）

・パパとあそぼう（父親対象）

・出前幼児タイム（浅草橋区民館）

・浅草橋紅白マロニエまつり

・みんなで歌おう会（竹町地区健康推進委員主催）

・安全指導、不審者訓練（上野警察署）

・消防訓練（上野消防署）

・池ママ（母親対象）

・池パパ（父親対象）

・親子企画

・園児向け活動

・ぽかぽかタイム（乳幼児園児向け活動）

・しのぶ祭り（忍岡小学校ＰＴＡ）

・いきいき元気まつり（台東保健所）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（上野警察署）

・消防署見学 上野消防署

・忍岡こども園交流企画

・忍岡小学校放課後子供教室＆池之端児童館コラボ企画

・パパとあそぼう 父親対象

・ママのじかん（母親対象）

・園児タイム（園児）

・育児相談（乳幼児親子対象）

・幼児タイムスペシャル

・駒中まつり（駒形中）

・わいわい交流入谷っ子（青少年育成入谷地区委員会）

・いきいきふれあいまつり（台東保健所）

・入谷地区盆踊り（近隣地域協力）

・コミュニティまつり（大正小地区コミュニティ委員会）

・安全指導・不審者訓練（下谷警察署）

・消防訓練・消防署見学（上野消防署）

・にこにこボランティア（保育園・高齢者施設等）

・大正小放課後子供教室と交流

・にっこりママたいむ（母親対象）

・パパもいっしょ（父親対象）

・どんどんたいむ（園児）

・浅草小学校ＰＴＡバザー

・石浜橋場こども園ＰＴＡバザー、もちつき

・馬道地区運動会 青少年育成馬道地区委員会

・消防署見学（日本堤消防署）

・不審者訓練（浅草警察署）

・ママハピ（母親対象）

・パパ’Ｓプログラム（父親対象）

・園児タイム（園児）

・浅草寿地区ふれあいバス遠足（青少年育成浅草寿地区委員会）

・ほんわかタイム（三筋老人福祉館）・消防署見学 浅草消防署

・アートワークショップ（浅草介護老人保健施設）

・コミュニティまつり（蔵前小地区コミュニティ委員会）

・ストリートパーティー（栄久町会）・不審者訓練 蔵前警察署

・やなかパパやんず 父親対象

・やなかママにゃんず 母親対象

・わくわく☆タイム 園児向け

・谷中コミュニティ祭り（谷中コミュニティ委員会）

・七夕交流会（谷中コミュニティ委員会）

・サマーコンサート 谷中コミュニティ委員会

・防災アウトドアフェスタ（谷中コミュニティ委員会）

・谷中祭り 谷中祭り実行委員会

・花の心サポートプロジェクト（台東区）

・干し柿をつくろう 谷中コミュニティ委員会

・ビーチボールバレー大会 谷中コミュニティ委員会、青少年委員会
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２ 事業内容

【児童館】

主主なな共共通通事事業業

子子供供

日日常常活活動動 行行事事活活動動

・手芸、工作、木工作

・運動、集団あそび

・中高生タイム（池之端、今戸）

・ランドセル来館事業

・下町こども工房（各館の近隣公園で造形活動）

・下町っ子シアター（観劇会、音楽鑑賞会等）

・児童館作品展（日常活動の展示会）・大そうじ

・下町こどもまつり（児童館合同行事）・子供自主企画

・下町こどもステージ（子供達の表現発表会）

千千束束

・つくりたいム（手芸、工作）・公園集合

・あそびたいム（集団あそび、伝承あそび）

・そだて隊（飼育栽培）

・もぐもぐクッキング（調理）

・スタディたいム（学習応援）

・児童館見学ツアー・将棋（ボランティア）

・ たいム（運動あそび）

・意見をだそう会（こども会議）

・中高生向けプログラム（学習・あそびボランティア）

・じどうかんまつり

・地域安全マップづくり

・ちょっぴりボランティア（保育園・高齢者施設等）

・おたのしみ会（自主企画応援）

・大掃除

・児童館ギネス世界記録チャレンジ

・書き初め（学習応援）

玉玉姫姫

・たまたまあそぼう（集団あそび・スポーツ）

・つくるんです（工作、手芸）

・たまズキッチン（調理）

・お花いっぱい大作戦（栽培）

・たまっこ会議（こども会議）

・たまっこパラダイス（館庭あそび）

・たまシアター（映画会）

・たまっこまつり（じどうかんまつり）

・ハッピーハロウィン（地域めぐり）

・保育園ボランティア

・七輪で焼こう（野外）

・防災・防犯について考えよう・大掃除

台台東東

・つくっチャオ！（手芸・紙工作・工作）

・ファームランド（飼育栽培）

・あそぼうタイム（集団あそび・スポーツ）

・はらぺこコックさん（調理）・こども会議

・わくわく‼パーク（公園活動）

・ヨーヨーあそび（ボランティア）

・おはなしひろば（ボランティア）

・ＴＪシネマ（映画会）・野外遠足

・じどうかんまつり

・中高生向けプログラム

・とうきょうプレイデ―

・大そうじ＆ビンゴ大会

・ グランプリ（発表会）

・あそんでセーフティー（安全への取組）

池池之之端端

・いけいけタイム（集団あそび・伝承あそび・運

動あそび）

・池アート＆クラフト（手芸・工作・木工作）

・こどもキッチン（調理）

・池ファーム（飼育栽培）

・こども会議

・野外遠足・池シネマ

・いけいけまつり（じどうかんまつり）

・池カップ（自主企画応援）

・赤ちゃんとあそぼう！！（次世代育成支援事業）

・池之端 ルーム（中高生向け学習応援企画）

・らくがきアーティスト（こどもの日企画）

・地域安全マップづくり

・書き初め 学習応援企画

松松がが谷谷

・つくっちゃおう（手芸）

・そだてちゃおう（飼育栽培）

・ランラン手話タイム

・ずこうしつのつくりもの（図工）

・あそんじゃおう（集団あそび、スポーツ）

・つくってたべちゃおう

・こどもかいぎ・ （集団遊び・スポーツ）

・スタディタイム（学習支援）

・まつフェス

・ハロウィンパーティ ・大掃除

・あそんじゃおう！（児童館まつり）

・野外遠足

・卓球大会（自主企画応援）

・地域安全マップづくり

今今戸戸

・いまどキッチン（調理）

・クラフトさん（造形）

・レッツベーゴマ（ボランティア）

・公園キャラバン（公園活動）

・あそび～いんぐ （運動あそび）

・わいわいタイム（自主企画支援）

・今戸演芸場（表現発表会）

・いまじまつり（じどうかんまつり）

・ボランティアエプロン隊（小中高校生ボランティア）

・リバーサイドであそんじゃおう！（スポーツ）

・中高生向けプログラム

・書き初め（宿題応援）

寿寿

・今月の花つぼみ（あそび・手芸・工作）

・お花や生き物を育てよう（飼育栽培）

・今月の野原 日常遊び

・今月の森（日常工作）

・ （運動あそび）

・折り紙教室（ボランティア）・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼ （゙ボ

ランティア）・ことブック ボランティア

・ことブックタイム 表現、ボランティア

・スペシャル図工（工作）

・ことりんフェスティバル

・野外遠足 ・地域安全マップづくり

・ことキッチン 調理

・寿かくし芸大会（表現・集団遊び） ・映画会

・大そうじ ・お正月あそび

谷谷中中

・いっしょにあそぼう！（集団遊び）

・ひろばであそぼう！つくろう！（野外活動）

・リトルシェフクッキング（調理）

・やなかガーデン（飼育・栽培）

・○○をつくろう！ 工作・手芸

・こどもかいぎ

・八国山へ行こう（野外遠足）・凧揚げ土手すべり遠足

・中高生向けプログラム（学習）

・灯ろうに絵を描こう

・お楽しみ会（自主企画応援）

・バトルコマ回し大会（自主企画応援）

・特養谷中へ行こう！

区区関関係係機機関関等等

ととのの連連携携

・ノーテレビデー（中央図書館） ・大江戸清掃隊（環境課） ・たいとう打ち水大作戦（環境課）

・手洗い講習会（台東保健所） ・いきいき台東っ子応援団（児童保育課） ・あさがお展示会（環境課）

・中学生の職場体験（指導課） ・世代間交流事業みんなで輪なげ（シニアクラブ連合会、健康課）

・下町台東の美しい心づくり（生涯学習課）・消費生活展（くらしの相談課）

家家庭庭 地地域域
子子育育てて支支援援活活動動、、相相談談活活動動 地地域域活活動動

・幼児タイム（乳幼児親子） ・幼児プール

・乳幼児向け観劇 ・子育て講座

・コンサート

・遠足 ・日常相談

・ハワイアンリトミック（幼児親子対象）

・産後セルフケア講座「マドレボニータ」（母親対象）

・地域懇談会

・青少年フェスティバル（各地区青少年委員との連携）

・地域行事協力

・消防署見学（消防署）

・ママのリラックスタイム（母親対象）

・パパとあそぼう（父親対象）

・育児相談（乳幼児親子対象）

・ 児童館（産前の父親母親対象）

・馬道地区大運動会（青少年育成馬道地区委員会）

・ちょっぴりボランティア（千束保育園、みのわ高齢者在宅サービ

スセンター、みのわ地域包括支援センター）

・金杉っ子まつり（青少年育成金杉地区委員会）

・東泉まつり（東泉小学校ＰＴＡ）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（浅草警察署）

・浅草元気まつり（浅草保健相談センター）

・東浅草小 バザー（東浅草小学校ＰＴＡ）

・千束小 バザー（千束小学校 ）

・みんなで遊ぼう（千束小学校 ）

・千束小盆踊り大会（千束公園盆踊り委員会）・あおぞらクラス（園児）

・ママさん （母親対象）

・育児相談 乳幼児親子対象

・男性育児企画

・園児向け活動

・各種講座等（保護者対象）

・東浅草小学校ＰＴＡバザー・もちつき（桜橋中学校・石浜橋場こども園）

・石浜小学校ＰＴＡバザー＆緑陰子ども会

・石浜橋場こども園バザー・石浜橋場こども園夏祭り

・石浜小学校地区コミュニティまつり

・いきいき健康まつり（浅草保健相談センター）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（浅草警察署）

・ちびっこタイム（園児）

・Ｅｎｊｏｙ倶楽部（保護者対象）

・パパとあそぼう（父親対象）

・出前幼児タイム（浅草橋区民館）

・浅草橋紅白マロニエまつり

・みんなで歌おう会（竹町地区健康推進委員主催）

・安全指導、不審者訓練（上野警察署）

・消防訓練（上野消防署）

・池ママ（母親対象）

・池パパ（父親対象）

・親子企画

・園児向け活動

・ぽかぽかタイム（乳幼児園児向け活動）

・しのぶ祭り（忍岡小学校ＰＴＡ）

・いきいき元気まつり（台東保健所）

・警察署見学、安全指導、不審者訓練（上野警察署）

・消防署見学 上野消防署

・忍岡こども園交流企画

・忍岡小学校放課後子供教室＆池之端児童館コラボ企画

・パパとあそぼう 父親対象

・ママのじかん（母親対象）

・園児タイム（園児）

・育児相談（乳幼児親子対象）

・幼児タイムスペシャル

・駒中まつり（駒形中）

・わいわい交流入谷っ子（青少年育成入谷地区委員会）

・いきいきふれあいまつり（台東保健所）

・入谷地区盆踊り（近隣地域協力）

・コミュニティまつり（大正小地区コミュニティ委員会）

・安全指導・不審者訓練（下谷警察署）

・消防訓練・消防署見学（上野消防署）

・にこにこボランティア（保育園・高齢者施設等）

・大正小放課後子供教室と交流

・にっこりママたいむ（母親対象）

・パパもいっしょ（父親対象）

・どんどんたいむ（園児）

・浅草小学校ＰＴＡバザー

・石浜橋場こども園ＰＴＡバザー、もちつき

・馬道地区運動会 青少年育成馬道地区委員会

・消防署見学（日本堤消防署）

・不審者訓練（浅草警察署）

・ママハピ（母親対象）

・パパ’Ｓプログラム（父親対象）

・園児タイム（園児）

・浅草寿地区ふれあいバス遠足（青少年育成浅草寿地区委員会）

・ほんわかタイム（三筋老人福祉館）・消防署見学 浅草消防署

・アートワークショップ（浅草介護老人保健施設）

・コミュニティまつり（蔵前小地区コミュニティ委員会）

・ストリートパーティー（栄久町会）・不審者訓練 蔵前警察署

・やなかパパやんず 父親対象

・やなかママにゃんず 母親対象

・わくわく☆タイム 園児向け

・谷中コミュニティ祭り（谷中コミュニティ委員会）

・七夕交流会（谷中コミュニティ委員会）

・サマーコンサート 谷中コミュニティ委員会

・防災アウトドアフェスタ（谷中コミュニティ委員会）

・谷中祭り 谷中祭り実行委員会

・花の心サポートプロジェクト（台東区）

・干し柿をつくろう 谷中コミュニティ委員会

・ビーチボールバレー大会 谷中コミュニティ委員会、青少年委員会
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【こどもクラブ】

主主なな共共通通事事業業

子子供供

日日常常活活動動 行行事事活活動動
・誕生会 ・集団あそび

・１ ０円おやつ ・帰りの会

・手づくりおやつ

・手芸・工作活動

・読みきかせ

・大そうじ ・図書館映画会（区内図書館）

・新入生歓迎会

・こども１１０番めぐり ・遠足、つくりもの

・おうちへ帰ろう（帰路確認）

・季節行事（お正月、節分、七夕他）

千千束束

・せんくまクッキング（調理）

・つくりたいム！ 制作

・公園あそび

・遊・友たいム

・栽培活動

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・おかいものおやつ ・遠足

・調理・ランチ会

・おはなし会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・水あそび ・シネマ千束

・クラブ 仮装パーティー ・こども会議

・おたのしみ会（表現活動） ・夏まつり（自主企画）

・せんくまカフェ（自主企画）

池池之之端端

・みんなであそぼう！

・つくっていいカモ！（工作・手芸）

・いけカモキッチン（調理）

・公園あそび

・栽培活動

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・お店屋さんごっこ

・ハロウィンパーティー

・お楽しみ会

・安全教室

・水あそび

・いけカモカフェ（自主企画）

・谷中こどもクラブとの交流会

松松がが谷谷

・公園あそび

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・飼育活動 ・お花見ランチ

・松アート（制作）・松キッチン（調理）

・制作活動（松アート）

・園児との交流 ・大掃除

・お話会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・松キッチン ・お楽しみ会

・ハロウィンパーティー ・安全教室

・お店屋さんごっこ ・水あそび

今今戸戸

・公園あそび（野外）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・今ク・ラフト（手芸、工作）

・お店屋さんタイム（調理）

・今クッキング（調理）

・おはなし会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・水あそび

・ハロウィンパーティー

・クラブまつり

寿寿

・公園あそび（野外）

・そらキッチン 調理

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・今月の花つぼみ

・今月の庭 ・今月の野原 ・今月の森

・今月の大地 ・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼﾞ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・ことﾌﾞｯｸﾀｲﾑ ・折り紙教室 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・つくってハッピータイム（制作）

・お店やさんごっこ ・寿かくし芸大会

・水あそび ・映画会

・わくわく絵本タイム おはなしはらっぱによるボランティア

・園児とのふれあい ・お正月あそび

・イヤーエンドパーティー（こども企画）

・帰りの会スペシャル

・大掃除

・ハロウィンパーティー ・お楽しみ会（表現活動）

・遠足 ・１００円おやつ

・みんなであそびタイム（集団遊び、季節行事）

寿寿第第２２

・公園あそび（野外）

・にじキッチン（調理）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会

・今月の花つぼみ ・今月の庭

・今月の野原 ・今月の森

・今月の大地 ・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼﾞ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・ことﾌﾞｯｸﾀｲﾑ ・折り紙教室 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・にじりんの木（こども会議）

・つくっちゃお 制作

・水あそび

・わくわく絵本タイム おはなしはらっぱによるボランティア

・おかしやさんごっこ

・園児とのふれあい

・お店やさんごっこ ・寿かくし芸大会

・お正月あそび

・大掃除

・映画会

谷谷中中

・外あそび（野外）

・図書館へ行こう

・みんなで作ろう（制作活動・調理活動）

・みんなで育てちゃおう（飼育栽培活動）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・ハロウィンパーティー

・クラブパーティー

・乳幼児、園児とのふれあい（谷中保育園、立華学苑）

・科学博物館へ行こう（学習）

・池之端こどもクラブとの交流

・こども安全教室・起震車訓練

区区関関係係機機関関等等

ととのの連連携携

・ノーテレビデー・読み聞かせ（中央図書館） ・大江戸清掃隊（環境課）

・たいとう打ち水大作戦（環境課）・あさがお展示会（環境課）

・手洗い講習会（台東保健所）

・世代間交流事業みんなで輪なげ（シニアクラブ連合会、健康課）

 

家家庭庭 地地域域

子子育育てて支支援援活活動動、、相相談談活活動動 地地域域活活動動

ク
ラ
ブ
主
催

・新入会説明会

・保護者会（年２～３回）

・個人面談（年数回）

・安全マップ作り

・町会行事

父
母
会
主
催
・
共
催

・ランチ会

・遠足

・卒会・進級お祝い会

・こども１１０番めぐり

・地域祭参加

・酉の市へ行こう

・お楽しみ会 春・夏）

・ランチ会

・イヤーエンドパーティー

・ハロウィンパーティー

・地域祭参加

・こども１１０番めぐり

・しのぶ祭り（忍岡小ＰＴＡ行事）

・お別れ会 ・地域まつり参加

・松が谷保育園とのふれあいタイム

・ランチパーティー

・親子遠足

・今戸神社まつり（今戸１丁目町会）

・こども１１０番めぐり

・３クラブ交流会（浅草・富士こどもクラブ）

・昼食会

・お楽しみ夕食会

・ハロウィンパーティー

・ほんわかタイム ことぶきこども園、三筋保育園

・地域祭参加

・昼食会

・親子遠足

・ハロウィンパーティー

・イヤーエンドパーティー

・お楽しみ会

・ほんわかタイム ことぶきこども園、三筋保育園

・地域祭参加

・交流軽食会

・締めくくりお楽しみ会

・谷中コミュニティ祭り（谷中コミュニティ委員会）

・敬老のつどい（谷中コミュニティ委員会）

・七夕交流会（谷中コミュニティ委員会）

・サマーコンサート 谷中コミュニティ委員会

・地域祭参加

・特別養護老人ホーム谷中との交流

・防災アウトドアフェスタ 谷中コミュニティ委員会

・新年度学校訪問（各学校） ・クラブたより配布（各小学校）

・学級担任との連絡会（各学校） ・巡回訪問（松が谷福祉会館）

・避難訓練、防災訓練（消防署） ・防犯訓練、防犯活動（警察署）
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【こどもクラブ】

主主なな共共通通事事業業

子子供供

日日常常活活動動 行行事事活活動動
・誕生会 ・集団あそび

・１ ０円おやつ ・帰りの会

・手づくりおやつ

・手芸・工作活動

・読みきかせ

・大そうじ ・図書館映画会（区内図書館）

・新入生歓迎会

・こども１１０番めぐり ・遠足、つくりもの

・おうちへ帰ろう（帰路確認）

・季節行事（お正月、節分、七夕他）

千千束束

・せんくまクッキング（調理）

・つくりたいム！ 制作

・公園あそび

・遊・友たいム

・栽培活動

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・おかいものおやつ ・遠足

・調理・ランチ会

・おはなし会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・水あそび ・シネマ千束

・クラブ 仮装パーティー ・こども会議

・おたのしみ会（表現活動） ・夏まつり（自主企画）

・せんくまカフェ（自主企画）

池池之之端端

・みんなであそぼう！

・つくっていいカモ！（工作・手芸）

・いけカモキッチン（調理）

・公園あそび

・栽培活動

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・お店屋さんごっこ

・ハロウィンパーティー

・お楽しみ会

・安全教室

・水あそび

・いけカモカフェ（自主企画）

・谷中こどもクラブとの交流会

松松がが谷谷

・公園あそび

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・飼育活動 ・お花見ランチ

・松アート（制作）・松キッチン（調理）

・制作活動（松アート）

・園児との交流 ・大掃除

・お話会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・松キッチン ・お楽しみ会

・ハロウィンパーティー ・安全教室

・お店屋さんごっこ ・水あそび

今今戸戸

・公園あそび（野外）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・今ク・ラフト（手芸、工作）

・お店屋さんタイム（調理）

・今クッキング（調理）

・おはなし会（おはなしはらっぱによるボランティア）

・水あそび

・ハロウィンパーティー

・クラブまつり

寿寿

・公園あそび（野外）

・そらキッチン 調理

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・今月の花つぼみ

・今月の庭 ・今月の野原 ・今月の森

・今月の大地 ・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼﾞ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・ことﾌﾞｯｸﾀｲﾑ ・折り紙教室 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・つくってハッピータイム（制作）

・お店やさんごっこ ・寿かくし芸大会

・水あそび ・映画会

・わくわく絵本タイム おはなしはらっぱによるボランティア

・園児とのふれあい ・お正月あそび

・イヤーエンドパーティー（こども企画）

・帰りの会スペシャル

・大掃除

・ハロウィンパーティー ・お楽しみ会（表現活動）

・遠足 ・１００円おやつ

・みんなであそびタイム（集団遊び、季節行事）

寿寿第第２２

・公園あそび（野外）

・にじキッチン（調理）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会

・今月の花つぼみ ・今月の庭

・今月の野原 ・今月の森

・今月の大地 ・ﾀﾞﾝｽにﾁｬﾚﾝｼﾞ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・ことﾌﾞｯｸﾀｲﾑ ・折り紙教室 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

・にじりんの木（こども会議）

・つくっちゃお 制作

・水あそび

・わくわく絵本タイム おはなしはらっぱによるボランティア

・おかしやさんごっこ

・園児とのふれあい

・お店やさんごっこ ・寿かくし芸大会

・お正月あそび

・大掃除

・映画会

谷谷中中

・外あそび（野外）

・図書館へ行こう

・みんなで作ろう（制作活動・調理活動）

・みんなで育てちゃおう（飼育栽培活動）

・グループ活動（おやつ あそび 帰りの

会）

・ハロウィンパーティー

・クラブパーティー

・乳幼児、園児とのふれあい（谷中保育園、立華学苑）

・科学博物館へ行こう（学習）

・池之端こどもクラブとの交流

・こども安全教室・起震車訓練

区区関関係係機機関関等等

ととのの連連携携

・ノーテレビデー・読み聞かせ（中央図書館） ・大江戸清掃隊（環境課）

・たいとう打ち水大作戦（環境課）・あさがお展示会（環境課）

・手洗い講習会（台東保健所）

・世代間交流事業みんなで輪なげ（シニアクラブ連合会、健康課）

 

家家庭庭 地地域域

子子育育てて支支援援活活動動、、相相談談活活動動 地地域域活活動動

ク
ラ
ブ
主
催

・新入会説明会

・保護者会（年２～３回）

・個人面談（年数回）

・安全マップ作り

・町会行事

父
母
会
主
催
・
共
催

・ランチ会

・遠足

・卒会・進級お祝い会

・こども１１０番めぐり

・地域祭参加

・酉の市へ行こう

・お楽しみ会 春・夏）

・ランチ会

・イヤーエンドパーティー

・ハロウィンパーティー

・地域祭参加

・こども１１０番めぐり

・しのぶ祭り（忍岡小ＰＴＡ行事）

・お別れ会 ・地域まつり参加

・松が谷保育園とのふれあいタイム

・ランチパーティー

・親子遠足

・今戸神社まつり（今戸１丁目町会）

・こども１１０番めぐり

・３クラブ交流会（浅草・富士こどもクラブ）

・昼食会

・お楽しみ夕食会

・ハロウィンパーティー

・ほんわかタイム ことぶきこども園、三筋保育園

・地域祭参加

・昼食会

・親子遠足

・ハロウィンパーティー

・イヤーエンドパーティー

・お楽しみ会

・ほんわかタイム ことぶきこども園、三筋保育園

・地域祭参加

・交流軽食会

・締めくくりお楽しみ会

・谷中コミュニティ祭り（谷中コミュニティ委員会）

・敬老のつどい（谷中コミュニティ委員会）

・七夕交流会（谷中コミュニティ委員会）

・サマーコンサート 谷中コミュニティ委員会

・地域祭参加

・特別養護老人ホーム谷中との交流

・防災アウトドアフェスタ 谷中コミュニティ委員会

・新年度学校訪問（各学校） ・クラブたより配布（各小学校）

・学級担任との連絡会（各学校） ・巡回訪問（松が谷福祉会館）

・避難訓練、防災訓練（消防署） ・防犯訓練、防犯活動（警察署）
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Ⅴ 特別養護老人ホーム・短期入所生活介護

１．運営方針

【介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）】

事業団が運営する特別養護老人ホームは、地域包括ケアシステムの担い手とし

て、住み慣れた台東区で安心して暮らし続けられるよう、一人ひとりの個性や価値

観を尊重した援助を行い、地域の一員として社会参加が図れるように努めます。

従来型施設においても、ユニット型施設のように、セミプライベート空間での少

人数の家庭的な雰囲気の中での個別援助が求められています。事業団の運営する

従来型特別養護老人ホームは、個室が少ないという環境制約はありますが、「寄り

添うケア（生活モデル）」を実践して、一人ひとりの個性や希望が最大限尊重され

る個別援助を追求していきます。

入居者及び待機者の介護度の重度化に伴い、経管栄養、喀痰吸引、尿道カテーテ

ル留置等の方が増えています。嘱託医、歯科医、その他の医療機関と密な連携を

図り迅速な対応を進めていきます。

入居者の健康的な生活を維持するため、令和５年度も感染症予防対策の実施を

継続していきます。施設に「持ち込まない・拡げない」ため、入居者の体調管理、

職員の抗原・ 検査、体温チェック、適切なガウンテクニックによる感染予防対

策を行っていきます。

また、令和６年１２月開設予定の（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟での共生型

のサービスの実施に向けて、令和５年度中に特別養護老人ホーム三ノ輪での空床を

利用した障害者短期入所を行います。

【短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護】

短期入所生活介護については、在宅生活の継続性という観点から介護者の負担

軽減及び機能の維持・向上を目的として、リハビリ等施設機能を活用した支援をし

ていきます。また、ご家族が急に介護困難になった場合や、虐待等のケースへの対

応強化が求められています。各施設では「地域福祉の拠点となり、住み慣れた台東

区で安心して暮らし続けられるよう援助する」という観点から、緊急対応の強化に

取り組んでいきます。

―運営の柱―

（１）入居者の希望、意思を尊重した個別ケアの取組み

①① 「「寄寄りり添添ううケケアア（（生生活活モモデデルル））※※」」のの推推進進

一人ひとりの生活のリズムや自然な生活欲求に、寄り添って対応するケアの実

践に取組んでいきます。

居室のプライバシーの確保等、生活にふさわしい環境の整備を図っていきます。

権利擁護という観点から、個人の希望や意思が最大限尊重されるよう取組んでい

 きます。意思能力の乏しい方については、成年後見制度の活用に取組んでいきま

す。

②② 生生活活のの質質のの向向上上

「生活の質の向上」という観点から、食事・入浴・排泄等の基本的援助のあり

方について、日々、見直しと改善を行っていきます。また、メリハリのある生活

となるよう、運動や外出、余暇の充実に努めていきます。

③③ 施施設設ににおおけけるる「「看看取取りり」」のの支支援援

特別養護老人ホームは、「終（つい）の住処 すみか 」となる方もいらっしゃる

との観点に立ち、施設における「看取り」の支援については、ご本人・家族の希

望をもとに身体状況等からその可能性及び条件整備等について検討し、配置医や

協力医療機関の連携のもとに取り組んでいきます。

（２）自立支援を視野に入れた専門的介護の提供

① 誤嚥性肺炎の予防・経口摂取維持への取組み

ア．口腔ケア※の充実

多職種連携による口腔ケアの取組みを充実して誤嚥性肺炎の予防を図ります。

イ．ソフト食※の充実（ソフト食・なめらか食）

重度化、高齢化により、嚥下機能は著しく低下します。食形態を工夫すること

で、最後までご自分の口から、食べたいものを、おいしく召し上がっていただく

取組みの１つとして、ソフト食を導入しています。

更なる充実のためソフト食のカテゴリーの中を、「ソフト食」と「なめらか食」

に分けて提供します。管理栄養士、介護士、看護師等が一丸となって、食事を安

全においしく召し上がっていただく取組みを続けます。

② 医療ニーズのある入居者の受入れ

経管栄養やインシュリン注射等医療ニーズのある入居希望者が増え、また入居

者の高齢化、重度化が進み、入居後に医療行為を必要とする方も増えている状況

の中で、下谷・浅草両医師会と協議のうえ医療ニーズのある入居者の受入れを行

ってきました。

今後も両医師会、配置医、協力医療機関と連携して、医療ニーズのある入居者

の受入れに取り組んでいきます。

③ 認知症ケアの専門性向上

認知症高齢者の急増に伴い、医療と介護の連携が必要な入居者が増えている状

況がある中で、認知症ケアの専門性向上と職員の資質向上を図る必要が出てきま

した。今後も精神科医との連携を強化し、施設に入所しても、安心して生活し続

けられるよう支援していきます。
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Ⅴ 特別養護老人ホーム・短期入所生活介護

１．運営方針

【介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）】

事業団が運営する特別養護老人ホームは、地域包括ケアシステムの担い手とし

て、住み慣れた台東区で安心して暮らし続けられるよう、一人ひとりの個性や価値

観を尊重した援助を行い、地域の一員として社会参加が図れるように努めます。

従来型施設においても、ユニット型施設のように、セミプライベート空間での少

人数の家庭的な雰囲気の中での個別援助が求められています。事業団の運営する

従来型特別養護老人ホームは、個室が少ないという環境制約はありますが、「寄り

添うケア（生活モデル）」を実践して、一人ひとりの個性や希望が最大限尊重され

る個別援助を追求していきます。

入居者及び待機者の介護度の重度化に伴い、経管栄養、喀痰吸引、尿道カテーテ

ル留置等の方が増えています。嘱託医、歯科医、その他の医療機関と密な連携を

図り迅速な対応を進めていきます。

入居者の健康的な生活を維持するため、令和５年度も感染症予防対策の実施を

継続していきます。施設に「持ち込まない・拡げない」ため、入居者の体調管理、

職員の抗原・ 検査、体温チェック、適切なガウンテクニックによる感染予防対

策を行っていきます。

また、令和６年１２月開設予定の（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟での共生型

のサービスの実施に向けて、令和５年度中に特別養護老人ホーム三ノ輪での空床を

利用した障害者短期入所を行います。

【短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護】

短期入所生活介護については、在宅生活の継続性という観点から介護者の負担

軽減及び機能の維持・向上を目的として、リハビリ等施設機能を活用した支援をし

ていきます。また、ご家族が急に介護困難になった場合や、虐待等のケースへの対

応強化が求められています。各施設では「地域福祉の拠点となり、住み慣れた台東

区で安心して暮らし続けられるよう援助する」という観点から、緊急対応の強化に

取り組んでいきます。

―運営の柱―

（１）入居者の希望、意思を尊重した個別ケアの取組み

①① 「「寄寄りり添添ううケケアア（（生生活活モモデデルル））※※」」のの推推進進

一人ひとりの生活のリズムや自然な生活欲求に、寄り添って対応するケアの実

践に取組んでいきます。

居室のプライバシーの確保等、生活にふさわしい環境の整備を図っていきます。

権利擁護という観点から、個人の希望や意思が最大限尊重されるよう取組んでい

 きます。意思能力の乏しい方については、成年後見制度の活用に取組んでいきま

す。

②② 生生活活のの質質のの向向上上

「生活の質の向上」という観点から、食事・入浴・排泄等の基本的援助のあり

方について、日々、見直しと改善を行っていきます。また、メリハリのある生活

となるよう、運動や外出、余暇の充実に努めていきます。

③③ 施施設設ににおおけけるる「「看看取取りり」」のの支支援援

特別養護老人ホームは、「終（つい）の住処 すみか 」となる方もいらっしゃる

との観点に立ち、施設における「看取り」の支援については、ご本人・家族の希

望をもとに身体状況等からその可能性及び条件整備等について検討し、配置医や

協力医療機関の連携のもとに取り組んでいきます。

（２）自立支援を視野に入れた専門的介護の提供

① 誤嚥性肺炎の予防・経口摂取維持への取組み

ア．口腔ケア※の充実

多職種連携による口腔ケアの取組みを充実して誤嚥性肺炎の予防を図ります。

イ．ソフト食※の充実（ソフト食・なめらか食）

重度化、高齢化により、嚥下機能は著しく低下します。食形態を工夫すること

で、最後までご自分の口から、食べたいものを、おいしく召し上がっていただく

取組みの１つとして、ソフト食を導入しています。

更なる充実のためソフト食のカテゴリーの中を、「ソフト食」と「なめらか食」

に分けて提供します。管理栄養士、介護士、看護師等が一丸となって、食事を安

全においしく召し上がっていただく取組みを続けます。

② 医療ニーズのある入居者の受入れ

経管栄養やインシュリン注射等医療ニーズのある入居希望者が増え、また入居

者の高齢化、重度化が進み、入居後に医療行為を必要とする方も増えている状況

の中で、下谷・浅草両医師会と協議のうえ医療ニーズのある入居者の受入れを行

ってきました。

今後も両医師会、配置医、協力医療機関と連携して、医療ニーズのある入居者

の受入れに取り組んでいきます。

③ 認知症ケアの専門性向上

認知症高齢者の急増に伴い、医療と介護の連携が必要な入居者が増えている状

況がある中で、認知症ケアの専門性向上と職員の資質向上を図る必要が出てきま

した。今後も精神科医との連携を強化し、施設に入所しても、安心して生活し続

けられるよう支援していきます。
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（３）地域福祉の拠点となる施設運営

① 地域包括ケアを充実させるために

在宅サービスとの連携を図るとともに、包括的に生活を支えるセーフティネッ

ト機能が発揮できるよう基盤を整備していきます。

「介護サービス情報の公表」やホームページの活用等、区民に分かりやすく適

切な情報提供・情報開示に積極的に取り組みます。

地域や児童・生徒との交流の場づくりを含め、地域行事に積極的に参加・協力

していきます。

ボランティアの積極的な受入れと育成を図ります。また、実習生の受入れ等、

福祉人材育成に努めます。

② 自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

「介護相談員」による入居者の代弁機能を、施設運営の改善に役立てていきま

す。

「福祉サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。また、毎年自己評

価を実施し、第三者評価と比較考量しつつ改善に役立てていきます。

年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、改善に役立ててい

きます。

③ 安心・安全な施設運営

入居者の要介護度が重度化する中で必要なケアの質を確保するとともに、業務

改善と適切な人員配置を追及し、根拠に基づいたケアを実践することで、安心・

安全な体制を構築します。

※「寄り添うケア（生活モデル）」とは、従来の日課による画一的なサービスを変革し、一

人ひとりの生活のリズムや自然な生活欲求に寄り添って対応するケアのことです。

※「口腔ケア」とは、口の中の衛生にとどまらず、入居者が安全に美味しく食事がとれるよ

うにケアすることまで含みます。口腔ケアの充実は、誤嚥性肺炎の予防、栄養改善による

健康増進、褥瘡予防といった効果が期待できます。

※「ソフト食」とは、従来の「刻み食」や「ミキサー食」とは異なり、しっかりとした形が

あり、口への取込み、食塊形成、移送、嚥下がしやすい食事の総称です。

・ソ フ ト食：圧力鍋等で食材を柔らかくした状態

・なめらか食：ミキサーにかけた食材を固形化補助食品等で固めた状態

２．事業内容

（１）入居者・利用者定員

施設名 介護老人福祉施設 短期入所生活介護

特別養護老人ホーム浅草 ６９名 ３名

特別養護老人ホーム谷中 ５０名 ６名

特別養護老人ホーム三ノ輪 ６３名 ４名

特別養護老人ホーム千束 ２９名 ２名

※特養空床利用の短期入所生活介護については最大１０床（谷中２０床）まで対応いたします。

※老人福祉法第１０条の４第１項第３号の規定に基づく緊急一時保護については、短期入所用

ベッド及び特養空床利用も含め可能な限り対応していきます。

（２）職員体制 令和４年１２月３１日配置人員

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束

施設長 管理者 特養三ノ輪兼務

配置医

生活相談員 内は内数で兼務

介護支援専門員 内は内数で兼務

管理栄養士 特養三ノ輪兼務

機能訓練指導員 週
週

週
週

事務職員 常 短 常 短 常 短 特養三ノ輪兼務

ケアワーカー 常 短 常 短 常 短 常 短

看護師 常 短 常 短 常 短 常 短

その他（アルバイト等）

（３）入居者年齢（令和４年１２月３１日現在）

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束
計 構成比

％男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

～

～

～

～

～

～

～

以上

計
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（３）地域福祉の拠点となる施設運営

① 地域包括ケアを充実させるために

在宅サービスとの連携を図るとともに、包括的に生活を支えるセーフティネッ

ト機能が発揮できるよう基盤を整備していきます。

「介護サービス情報の公表」やホームページの活用等、区民に分かりやすく適

切な情報提供・情報開示に積極的に取り組みます。

地域や児童・生徒との交流の場づくりを含め、地域行事に積極的に参加・協力

していきます。

ボランティアの積極的な受入れと育成を図ります。また、実習生の受入れ等、

福祉人材育成に努めます。

② 自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

「介護相談員」による入居者の代弁機能を、施設運営の改善に役立てていきま

す。

「福祉サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。また、毎年自己評

価を実施し、第三者評価と比較考量しつつ改善に役立てていきます。

年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、改善に役立ててい

きます。

③ 安心・安全な施設運営

入居者の要介護度が重度化する中で必要なケアの質を確保するとともに、業務

改善と適切な人員配置を追及し、根拠に基づいたケアを実践することで、安心・

安全な体制を構築します。

※「寄り添うケア（生活モデル）」とは、従来の日課による画一的なサービスを変革し、一

人ひとりの生活のリズムや自然な生活欲求に寄り添って対応するケアのことです。

※「口腔ケア」とは、口の中の衛生にとどまらず、入居者が安全に美味しく食事がとれるよ

うにケアすることまで含みます。口腔ケアの充実は、誤嚥性肺炎の予防、栄養改善による

健康増進、褥瘡予防といった効果が期待できます。

※「ソフト食」とは、従来の「刻み食」や「ミキサー食」とは異なり、しっかりとした形が

あり、口への取込み、食塊形成、移送、嚥下がしやすい食事の総称です。

・ソ フ ト食：圧力鍋等で食材を柔らかくした状態

・なめらか食：ミキサーにかけた食材を固形化補助食品等で固めた状態

２．事業内容

（１）入居者・利用者定員

施設名 介護老人福祉施設 短期入所生活介護

特別養護老人ホーム浅草 ６９名 ３名

特別養護老人ホーム谷中 ５０名 ６名

特別養護老人ホーム三ノ輪 ６３名 ４名

特別養護老人ホーム千束 ２９名 ２名

※特養空床利用の短期入所生活介護については最大１０床（谷中２０床）まで対応いたします。

※老人福祉法第１０条の４第１項第３号の規定に基づく緊急一時保護については、短期入所用

ベッド及び特養空床利用も含め可能な限り対応していきます。

（２）職員体制 令和４年１２月３１日配置人員

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束

施設長 管理者 特養三ノ輪兼務

配置医

生活相談員 内は内数で兼務

介護支援専門員 内は内数で兼務

管理栄養士 特養三ノ輪兼務

機能訓練指導員 週
週

週
週

事務職員 常 短 常 短 常 短 特養三ノ輪兼務

ケアワーカー 常 短 常 短 常 短 常 短

看護師 常 短 常 短 常 短 常 短

その他（アルバイト等）

（３）入居者年齢（令和４年１２月３１日現在）

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束
計 構成比

％男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

～

～

～

～

～

～

～

以上

計
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（４）要介護度（令和４年１２月３１日現在）

要介護度 特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束 計 ％

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ １ ４ ０ ０ ５ ２．９

３ １３ １４ １２ １２ ５１ ３０．０

４ １１ １７ ２０ ４ ５２ ３０．６

５ １１ １６ ２４ １１ ６２ ３６．５

計 ３６ ５１ ５６ ２７ １７０ １００．０

（５）日常生活動作等の状況 令和４年１２月３１日現在

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束

食
事

自立 １６ ２２ ７ ４

全介助 １２ １６ ２５ １１

一部介助 ３ ７ ２１ ９

見守り 介護側の指示含む ５ ６ ３ ３

特

記

経管栄養等 １ １ １ １

その他 ０ ０ ０ ０

排
泄

自立 ０ ８ ２ ０

全介助 ２０ ３０ ３４ ２０

一部介助 １６ １２ １８ ５

見守り等 ０ １ ２ ２

特

記

簡易尿器使用 ０ １ ０ ０

ポータブルトイレ使用 ７ ２ ０ １

紙オムツ使用 パット含む ３６ ４３ ５３ ２７

バルーンカテーテル ４ ４ ６ ３

その他 ０ ０ ３ ０

入
浴

自立 ０ ２ ０ ０

全介助 ３４ ３１ ３８ １９

一部介助 声かけ・見守り ２ １８ １８ ８

特

記

機械浴 １６ ２７ ２２ １４

一般浴 リフト含む ２０ ２４ ３４ １３

その他 清拭・シャワー浴 ０ １ ０ ０

歩
行

自立 ２ ８ ３ ３

できない ３０ ３７ ３７ １８
何かにつかまればできる 杖、歩行器 ４ ６ １６ ６

特

記

車椅子使用 ３０ ３７ ４７ １９

歩行器使用 １ ２ ２ １

杖使用 １ ３ １ １

その他（手引き歩行） ２ ４ ６ ６

※１ 全介助・一部介助等の判断基準は、「要介護認定調査マニュアル」に準ずる。
※２ 特記事項については重複あり

（６）健康管理

常に入居者の健康状況に注意し、必要に応じて健康保持のための適切な措置を

とります。

① 医務室業務

毎日の健康管理 月間 年間
１．個別健康チェック

（食事、睡眠、排泄、バイタルサイン、

入浴時全身チェック等

２．医師回診

３．医療処置及び検査

４．医薬品管理点検

５．協力病院との調整

６．外来受診介助・管理

７．記録類管理

８．他職種との連携・調整

１．体重測定

２．精神科医師回診

３．定期健康診察

４．常備薬点検・補充

５．記録類定期管理

６．入退院・通院等状況

チェック

１．配置医連絡会

２．感染症予防対策（新型コロ

ナウイルス・インフルエン

ザ・疥癬・ノロウイルス等）

３．個別援助計画作成

４．介護士への看護知識・技術

指導

５．健康診断

② 配置医勤務体制 敬称略・令和４年１２月３１日現在

配置医氏名 診療科目 回診日 医療機関名

特
養
浅
草

真中 哲之 内科 月 浅草ハートクリニック

森 規勝 内科 火 聖愛クリニック

豊田 隆志 内科 水 浅草第一診療所

塩川 玄三 内科 木 塩川内科医院

山田 英明 外科 金 山田英明下町クリニック

遠藤 眞実 精神科 月 回 土田病院

特
養
谷
中

城所 功文 内科 月 週に 回） 城所医院

柴原 公明 内科 水 週に 回） 池之端胃腸科柴原医院

竹入 正彦 内科 金 週に 回） 谷中クリニック

加藤 元浩 内科 金 週に 回） かとう医院

皆川 伸幸 内科 水 週に 回） 上野内科クリニック

内田 智之 内科 土 週に 回） 永寿総合病院

遠藤 眞実 精神科 月１回 土田病院

特
養
三
ノ
輪

安倍 智 内科 月 週に 回 安倍医院

清水 久盛 内科 月 週に 回 清水医院

木ノ内 花 内科 水（ 週に１回） みのわ駅前クリニック

道川 尚彦 内科 水（ 週に１回） 道川内科クリニック

田村 順二 内科 金 週に１回 田村胃腸科外科

武内 透 内科 金 週に１回 武内クリニック

遠藤 眞実 精神科 月１回 土田病院

特
養
千
束

小野田 嘉明 内科 月 おのだ医院

内山 伸 内科 水 浅草クリニック

遠藤 眞実 精神科 月 回 土田病院
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（４）要介護度（令和４年１２月３１日現在）

要介護度 特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束 計 ％

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ １ ４ ０ ０ ５ ２．９

３ １３ １４ １２ １２ ５１ ３０．０

４ １１ １７ ２０ ４ ５２ ３０．６

５ １１ １６ ２４ １１ ６２ ３６．５

計 ３６ ５１ ５６ ２７ １７０ １００．０

（５）日常生活動作等の状況 令和４年１２月３１日現在

特養浅草 特養谷中 特養三ノ輪 特養千束

食
事

自立 １６ ２２ ７ ４

全介助 １２ １６ ２５ １１

一部介助 ３ ７ ２１ ９

見守り 介護側の指示含む ５ ６ ３ ３

特

記

経管栄養等 １ １ １ １

その他 ０ ０ ０ ０

排
泄

自立 ０ ８ ２ ０

全介助 ２０ ３０ ３４ ２０

一部介助 １６ １２ １８ ５

見守り等 ０ １ ２ ２

特

記

簡易尿器使用 ０ １ ０ ０

ポータブルトイレ使用 ７ ２ ０ １

紙オムツ使用 パット含む ３６ ４３ ５３ ２７

バルーンカテーテル ４ ４ ６ ３

その他 ０ ０ ３ ０

入
浴

自立 ０ ２ ０ ０

全介助 ３４ ３１ ３８ １９

一部介助 声かけ・見守り ２ １８ １８ ８

特

記

機械浴 １６ ２７ ２２ １４

一般浴 リフト含む ２０ ２４ ３４ １３

その他 清拭・シャワー浴 ０ １ ０ ０

歩
行

自立 ２ ８ ３ ３

できない ３０ ３７ ３７ １８
何かにつかまればできる 杖、歩行器 ４ ６ １６ ６

特

記

車椅子使用 ３０ ３７ ４７ １９

歩行器使用 １ ２ ２ １

杖使用 １ ３ １ １

その他（手引き歩行） ２ ４ ６ ６

※１ 全介助・一部介助等の判断基準は、「要介護認定調査マニュアル」に準ずる。
※２ 特記事項については重複あり

（６）健康管理

常に入居者の健康状況に注意し、必要に応じて健康保持のための適切な措置を

とります。

① 医務室業務

毎日の健康管理 月間 年間
１．個別健康チェック

（食事、睡眠、排泄、バイタルサイン、

入浴時全身チェック等

２．医師回診

３．医療処置及び検査

４．医薬品管理点検

５．協力病院との調整

６．外来受診介助・管理

７．記録類管理

８．他職種との連携・調整

１．体重測定

２．精神科医師回診

３．定期健康診察

４．常備薬点検・補充

５．記録類定期管理

６．入退院・通院等状況

チェック

１．配置医連絡会

２．感染症予防対策（新型コロ

ナウイルス・インフルエン

ザ・疥癬・ノロウイルス等）

３．個別援助計画作成

４．介護士への看護知識・技術

指導

５．健康診断

② 配置医勤務体制 敬称略・令和４年１２月３１日現在

配置医氏名 診療科目 回診日 医療機関名

特
養
浅
草

真中 哲之 内科 月 浅草ハートクリニック

森 規勝 内科 火 聖愛クリニック

豊田 隆志 内科 水 浅草第一診療所

塩川 玄三 内科 木 塩川内科医院

山田 英明 外科 金 山田英明下町クリニック

遠藤 眞実 精神科 月 回 土田病院

特
養
谷
中

城所 功文 内科 月 週に 回） 城所医院

柴原 公明 内科 水 週に 回） 池之端胃腸科柴原医院

竹入 正彦 内科 金 週に 回） 谷中クリニック

加藤 元浩 内科 金 週に 回） かとう医院

皆川 伸幸 内科 水 週に 回） 上野内科クリニック

内田 智之 内科 土 週に 回） 永寿総合病院

遠藤 眞実 精神科 月１回 土田病院

特
養
三
ノ
輪

安倍 智 内科 月 週に 回 安倍医院

清水 久盛 内科 月 週に 回 清水医院

木ノ内 花 内科 水（ 週に１回） みのわ駅前クリニック

道川 尚彦 内科 水（ 週に１回） 道川内科クリニック

田村 順二 内科 金 週に１回 田村胃腸科外科

武内 透 内科 金 週に１回 武内クリニック

遠藤 眞実 精神科 月１回 土田病院

特
養
千
束

小野田 嘉明 内科 月 おのだ医院

内山 伸 内科 水 浅草クリニック

遠藤 眞実 精神科 月 回 土田病院
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③ 協力病院 令和４年１２月３１日現在

病 院 名 所 在 地 電 話

特養浅草

永寿総合 病院 東上野 ２－２３－１６ ３８３３－８３８１

浅 草 寺 病院 浅 草 ２－３０－１７ ３８４１－３３３０

浅 草 病院 今 戸 ２－２６－１５ ３８７６－１７１１

特養谷中
永寿総合 病院 東上野 ２－２３－１６ ３８３３－８３８１

浅 草 寺 病院 浅 草 ２－３０－１７ ３８４１－３３３０

特養三ノ輪

永寿総合 病院 東上野 ２－２３－１６ ３８３３－８３８１

浅 草 寺 病院 浅 草 ２－３０－１７ ３８４１－３３３０

浅 草 病院 今 戸 ２－２６－１５ ３８７６－１７１１

特養千束
永寿総合 病院 東上野 ２－２３－１６ ３８３３－８３８１

台 東 病院 千 束 ３－２０－５ ３８７６－１００１

（７）機能訓練

心身の状況等に応じて日常生活を営むのに必要な機能を維持・向上するための

訓練を行います。

①概 要

ア．療法士による理学療法、作業療法、言語療法の実施から評価・記録

イ．療法士の指導に基づいて行うグループ体操や生活場面において行われる生

活リハビリ

ウ．担当医、病院等との連携

エ．介護機器、自助具等の選択・指導

オ．心身機能に関連する生活相談

カ．ケアスタッフへの指導

②各施設週間予定

内 容 日 月 火 水 木 金 土

特養浅草
理学療法    

作業療法

特養谷中 作業療法

特養三ノ輪
理学療法 ･

作業療法

特養千束
理学療法

作業療法

（８）生活介助

①食 事

栄養ケアマネジメントに取り組み、個々の入居者の栄養状態並びに身体の状

況及び嗜好を考慮したものとするとともに、個別援助の観点から食事時間もご

本人の状態にあわせ柔軟に対応していきます。また、ＱＯＬ向上の観点から「ソ

フト食」のメニューについて工夫していきます。

食 種 行 事 食 その他

特
養
浅
草

◎主食

米飯、粥 全・７

～３分・ミキ

サー・全粥スベ

ラ・スベラカー

ゼ粥 、おもゆ、

麺類、パン類、

◎副食

常食（常食・一口

食）、ソフト食

（ソフト食・な

めらか食）、ミキ

サー食

◎療養食

医師の指示によ

り随時対応 減

塩、カロリー制

限、ムース食、

◎経管栄養食

◎補食

食欲不振者や嚥

下困難者に対し

ては、食べやす

く栄養バランス

の良いゼリーや

濃厚流動食等

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

《お楽しみ昼食》

月 回日曜日の昼食に、より工夫をこ

らした楽しめる食事や選択食を提供

・栄養ケアマネジメント

・食事懇談会 隔月

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
谷
中

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

月一回、都道府県別の郷土料理を提供。

また、暦に合わせた献立の工夫で季節

感のある食事提供を実施。

・栄養ケアマネジメント

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
三
ノ
輪

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

・栄養ケアマネジメント

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
千
束

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

・栄養指導・相談
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（８）生活介助

①食 事

栄養ケアマネジメントに取り組み、個々の入居者の栄養状態並びに身体の状

況及び嗜好を考慮したものとするとともに、個別援助の観点から食事時間もご

本人の状態にあわせ柔軟に対応していきます。また、ＱＯＬ向上の観点から「ソ

フト食」のメニューについて工夫していきます。

食 種 行 事 食 その他

特
養
浅
草

◎主食

米飯、粥 全・７

～３分・ミキ

サー・全粥スベ

ラ・スベラカー

ゼ粥 、おもゆ、

麺類、パン類、

◎副食

常食（常食・一口

食）、ソフト食

（ソフト食・な

めらか食）、ミキ

サー食

◎療養食

医師の指示によ

り随時対応 減

塩、カロリー制

限、ムース食、

◎経管栄養食

◎補食

食欲不振者や嚥

下困難者に対し

ては、食べやす

く栄養バランス

の良いゼリーや

濃厚流動食等

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

《お楽しみ昼食》

月 回日曜日の昼食に、より工夫をこ

らした楽しめる食事や選択食を提供

・栄養ケアマネジメント

・食事懇談会 隔月

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
谷
中

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

月一回、都道府県別の郷土料理を提供。

また、暦に合わせた献立の工夫で季節

感のある食事提供を実施。

・栄養ケアマネジメント

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
三
ノ
輪

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

・栄養ケアマネジメント

・栄養指導・相談

・残菜調査 毎日

特
養
千
束

《行事食》

新年会・敬老会等の行事に特別献立を

提供

・栄養指導・相談
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食事時間

特養浅草 特養谷中 特養三ﾉ輪 特養千束

朝

食
～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

昼

食
～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

夕

食
～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

～概ね 時

間以内

お

茶
、 、 、 、

②介 護

介護は入居者の自立支援及び日常生活の充実に資するよう、心身の状況及び

生活リズムに配慮して適切な技術をもって行います。

ア．排泄援助

ａ 排泄状況の把握・援助方法の検討・実施・記録・評価を行います。

ｂ 適切な用具・用品 簡易尿器・紙オムツ等 を選定し提供します。

ｃ プライバシーの配慮を徹底します。

イ．入浴援助

ａ 日々の体調に合わせ、身体状況に応じた入浴方法を調整します。

ｂ ゆったりとしたくつろぎの入浴時間となるよう工夫します。

その実践として、個別の入浴（個浴）に積極的に取り組みます。

ｃ 一般浴室を銭湯風入浴や季節行事（ゆず湯等）にも活用します。

各施設週間予定

種 類 日 月 火 水 木 金 土 備 考

特
養
浅
草

個浴
ゆず湯、菖蒲湯

実施。

機械浴

特
養
谷
中

個浴
機械浴槽、リフト

付き浴槽、個浴槽

の３つを設置。最

初から最後まで

一人の職員で対

応し、安心感を高

めた入浴を実現。

機械浴

特
養
三
ノ
輪

個浴 ゆず湯や菖蒲湯

などイベント浴

の時は一般浴室

を活用機械浴

特
養
千
束

個浴
ゆず湯、菖蒲湯実

施。

機械浴

③各施設年間行事計画

ア．特養浅草

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ 千束幼稚園交流 お花見 富士小学校交流

５ 千束幼稚園交流 三社祭、菖蒲湯 千束幼稚園交流 酉の市

６ 千束幼稚園交流 植木市 富士小学校交流 クリスマス、ゆず湯

７ 千束幼稚園交流 七夕、隅田川花火大会 １ 新年祝賀会 初詣

８ ２ 長寿を祝う会 節分

９ 敬老会 ３ ひな祭り

イ．特養谷中

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見
ポニーとふれあ

い（立華学苑）

菊祭り、獅子舞披露

（台桜幼稚園）

５
ぼたん祭り（立華学苑）

つつじ祭り（根津神社）

端午の節句 菖蒲湯

会食会
（すしパーテイー）

やきいも会（園児交

流会）

６ 谷中児童館交流会 クリスマス、ゆず湯

７ 七夕、隅田川花火大会 １
新年祝賀会

（家族懇談会）
初詣・初釜

８ 夏祭り、盆踊り ２ 節分

９
敬老会

（家族懇談会）
３

もちつき会
（三崎町会合同）

ひな祭り

ウ．特養三ノ輪

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見

５ 菖蒲湯 酉の市・秋祭り

６ 地域のお祭り クリスマス、ゆず湯

７
七夕、朝顔市

隅田川花火大会
１ 新年会 初詣

８ 夏のイベント湯 ２
節分、冬のイベント

湯

９ 敬老会 ３ ひな祭り

エ．特養千束

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見、花魁道中 お月見お茶会

５ 鯉のぼりお茶会 吉原神社例祭、菖蒲湯 コンサート 酉の市

６ 千束児童館交流会 長國寺あじさい祭り クリスマス、ゆず湯

７
七夕お茶会

かき氷祭
七夕、隅田川花火大会 １ 新年祝賀会 初詣

８ かき氷祭 ２ 節分

９ 敬老会 ３ ひな祭り

※ 東京都・台東区の方針（新型コロナウィルスへの対応）に基づいて実施します。
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③各施設年間行事計画

ア．特養浅草

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ 千束幼稚園交流 お花見 富士小学校交流

５ 千束幼稚園交流 三社祭、菖蒲湯 千束幼稚園交流 酉の市

６ 千束幼稚園交流 植木市 富士小学校交流 クリスマス、ゆず湯

７ 千束幼稚園交流 七夕、隅田川花火大会 １ 新年祝賀会 初詣

８ ２ 長寿を祝う会 節分

９ 敬老会 ３ ひな祭り

イ．特養谷中

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見
ポニーとふれあ

い（立華学苑）

菊祭り、獅子舞披露

（台桜幼稚園）

５
ぼたん祭り（立華学苑）

つつじ祭り（根津神社）

端午の節句 菖蒲湯

会食会
（すしパーテイー）

やきいも会（園児交

流会）

６ 谷中児童館交流会 クリスマス、ゆず湯

７ 七夕、隅田川花火大会 １
新年祝賀会

（家族懇談会）
初詣・初釜

８ 夏祭り、盆踊り ２ 節分

９
敬老会

（家族懇談会）
３

もちつき会
（三崎町会合同）

ひな祭り

ウ．特養三ノ輪

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見

５ 菖蒲湯 酉の市・秋祭り

６ 地域のお祭り クリスマス、ゆず湯

７
七夕、朝顔市

隅田川花火大会
１ 新年会 初詣

８ 夏のイベント湯 ２
節分、冬のイベント

湯

９ 敬老会 ３ ひな祭り

エ．特養千束

月 行 事 季節行事 月 行 事 季節行事

４ お花見、花魁道中 お月見お茶会

５ 鯉のぼりお茶会 吉原神社例祭、菖蒲湯 コンサート 酉の市

６ 千束児童館交流会 長國寺あじさい祭り クリスマス、ゆず湯

７
七夕お茶会

かき氷祭
七夕、隅田川花火大会 １ 新年祝賀会 初詣

８ かき氷祭 ２ 節分

９ 敬老会 ３ ひな祭り

※ 東京都・台東区の方針（新型コロナウィルスへの対応）に基づいて実施します。
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④余暇活動

活動メニュー 活動日

浅草
外出 季節に合わせて年数回程度

誕生会 入居者の誕生日

谷中

歌の会 不定期

外出 不定期

家庭菜園 適宜

三ノ輪

外出散歩 不定期

音楽の会 不定期

動物とのふれあい会 不定期

千束

歌の会 週１回

誕生会 入居者の誕生日

裁縫 毎週木曜日

外出 季節に合わせて年数回程度

※ 東京都・台東区の方針（新型コロナウィルスへの対応）に基づいて実施します。

（９）家族関係

新型コロナウィルス感染症予防のため、オンライン面会や感染予防策を講じた

場所での面会、電話など、家族間のつながりに留意して支援していきます。また、

広報紙やホームページ等の機会を通じて、施設及び入居者の様子等の近況報告を

していきます。

（ ）地域・ボランティア活動

入居者一人ひとりが地域社会の構成メンバーであるとの視点に立ち、近隣町会

をはじめ地域の皆さまの協力と参加を得て入居者の社会参加を図ります。

また、幅広い年齢層のボランティア活動を受け入れるとともに、その育成と活

動の広がりを支援します。

（ ）年間防火・防災・防犯計画

火災、地震災害等を想定し、入居者の安全が確保できるよう年間を通して計画

的な訓練・研修を実施します。この訓練・研修は、平成２３年３月に発生した東日

本大震災、平成２８年４月の熊本地震を教訓に、事業団各施設で策定した事業継続

計画（ＢＣＰ）に基づき、職員の教育・訓練を図るものとします。また、日頃の備

えとして、飲料水・食料・機材等の災害対策用備蓄品の整備を進めていきます。

① 特養浅草

実施月 訓 練 概 要

４月

ＢＣＰ行動訓練 備蓄品確認及び再整備、発電機訓練、緊急連絡訓練

ＢＣＰ年度見直し

防犯訓練（さすまた、盾訓練、浅草警察生活安全課講義）

５月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

６月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

７月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

８月
消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

風水害想定防災訓練

９月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練、実放水訓練

月 総合防災訓練 消火・通報・避難誘導・町会応援等の総合訓練 昼間想定

月

地震想定訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危険箇所

点検、ＡＥＤ）

防犯訓練（さすまた、盾訓練、浅草警察生活安全課講義）

月 消防訓練 屋内消火栓訓練及び避難誘導訓練

１月
地震想定訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危険箇所

点検）

２月 消防訓練 屋内消火栓訓練及び避難誘導訓練

３月 総合防災訓練 消火・通報・避難誘導・町会応援等の総合訓練 夜間想定

② 特養谷中

実施月 訓 練 概 要

４月

新任職員・異動職員対象（火災・震災対応）

消防設備・備蓄品確認、発電機訓練、初期消火訓練、避難訓練、

緊急連絡網・連絡方法整備

５月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

６月
３町会合同総合防災訓練（震災対応）通報・初期消火・避難訓練、二次

避難所訓練、救急救命訓練、災害対策隊運営訓練、炊き出し訓練

７月
夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

防犯訓練

８月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

９月 夜間想定訓練 通報訓練、避難訓練 トランシーバー操作訓練

月 消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

月
３町会合同総合防災訓練（震災対応）通報・初期消火・避難訓練、二次

避難所訓練、救急救命訓練、災害対策隊運営訓練、炊き出し訓練

月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

１月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

２月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

３月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）
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① 特養浅草

実施月 訓 練 概 要

４月

ＢＣＰ行動訓練 備蓄品確認及び再整備、発電機訓練、緊急連絡訓練

ＢＣＰ年度見直し

防犯訓練（さすまた、盾訓練、浅草警察生活安全課講義）

５月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

６月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

７月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

８月
消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

風水害想定防災訓練

９月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練、実放水訓練

月 総合防災訓練 消火・通報・避難誘導・町会応援等の総合訓練 昼間想定

月

地震想定訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危険箇所

点検、ＡＥＤ）

防犯訓練（さすまた、盾訓練、浅草警察生活安全課講義）

月 消防訓練 屋内消火栓訓練及び避難誘導訓練

１月
地震想定訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危険箇所

点検）

２月 消防訓練 屋内消火栓訓練及び避難誘導訓練

３月 総合防災訓練 消火・通報・避難誘導・町会応援等の総合訓練 夜間想定

② 特養谷中

実施月 訓 練 概 要

４月

新任職員・異動職員対象（火災・震災対応）

消防設備・備蓄品確認、発電機訓練、初期消火訓練、避難訓練、

緊急連絡網・連絡方法整備

５月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

６月
３町会合同総合防災訓練（震災対応）通報・初期消火・避難訓練、二次

避難所訓練、救急救命訓練、災害対策隊運営訓練、炊き出し訓練

７月
夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

防犯訓練

８月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

９月 夜間想定訓練 通報訓練、避難訓練 トランシーバー操作訓練

月 消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

月
３町会合同総合防災訓練（震災対応）通報・初期消火・避難訓練、二次

避難所訓練、救急救命訓練、災害対策隊運営訓練、炊き出し訓練

月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

１月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

２月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）

３月 夜間想定消防訓練（通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練）
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③ 特養三ﾉ輪

実施月 訓 練 概 要

４月 新任職員、異動職員を中心とした消防訓練

５月 三ノ輪福祉センター総合防災訓練

６月 消防訓練 ライフタワー避難誘導訓練 ・防犯訓練

７月 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練（日中想定）

８月 災害発生時訓練（台風による水害及び停電対応）

９月 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練（日中想定）

月 総合防災訓練 消火・通報・避難誘導・町会応援等の総合訓練 地震想定

月 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練（夜間想定）

月 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練（夜間想定）

１月 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練（夜間想定）

２月 行動訓練（備蓄品確認及び再整備、発電機訓練、緊急連絡訓練）

３月 に応じた初動３０分訓練（日中想定）

④ 特養千束

実施月 訓 練 概 要

４月

新任職員・異動職員対象消防訓練（通報訓練、初期消火及び避難訓練）

ＢＣＰ行動訓練 備蓄品確認及び再整備、発電機訓練、緊急連絡訓練

ＢＣＰ年度見直し

５月 夜間想定消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

６月
消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

防犯訓練

７月 夜間想定消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

８月
消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

風水害想定防災訓練

９月 夜間想定消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

月
消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

防犯訓練

月
地震想定防災訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危

険箇所点検、ＡＥＤ）

月 夜間想定消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

１月
地震想定防災訓練（発生直後の点検、応急対応訓練、備蓄品確認、危

険箇所点検）

２月 消防訓練 通報訓練、初期消火訓練及び避難訓練

３月 総合防災訓練 通報・消火・避難誘導・町会応援等の総合訓練

 

Ⅵ 高齢者在宅サービスセンター

（通所介護・通所型サービス・通所型サービスＡ・認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護）

※通所型サービス ・・・ 従来の予防通所介護に相当し、体操・レクリエーション・入浴・

食事などを提供します。

※通所型サービスＡ ・・・ ２～３時間程度の滞在で、体操・レクリエーション・食事など

を提供します。

 

１．運営方針

【通所介護・通所型サービス・通所型サービスＡ】

通所介護は、高齢者ができる限り住み慣れた家、地域で暮らし続けられるよう、

心身機能の維持・向上を目的とした個別機能訓練や集団活動及び必要な介護等を

行います。サービス提供に当たっては、居宅介護支援事業者、地域包括支援セン

ターその他保健・医療・福祉サービス提供者との密接な連携を図っていきます。

また、一人暮らしの方（日中独居を含む）等にとっては、社会的孤立感の解消

としての役割を果たすとともに、不安があるとき等に気軽に相談できる「安心」

としての見守り機能を、地域包括支援センターと連携して担っていきます。

通所型サービス・通所型サービスＡでは、自立支援の観点から、地域包括支援

センター等の関係機関と連携を図りながら、軽度の運動や遊び、趣味等の心身の

活性化の為の手助けになる活動にも工夫を凝らし、利用者の意欲を高められるよ

う働きかけていきます。

また、令和４年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の予防を最重要課題

として対策を講じてまいります。

【認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護】 
認知症対応型通所介護は地域密着型サービスとして、住み慣れた自宅や地域で

の生活を継続できるようにするため、認知症ケアの質と量の充実を図り、地域に

開かれた良質なサービスの提供を確保していきます。

サービス提供にあたっては「パーソンセンタードケア（その人を中心としたケ

ア）」を目標に掲げ、「主役は本人」であり「利用者中心」の「その人らしさ」を

保った生活を送れるような援助を心がけていきます。

また、地域包括支援センター、居宅介護支援事業者その他保健・医療・福祉サ

ービス提供者との密接な連携を図るとともに、新型コロナウイルス感染症の予防

を最重要課題として対策を講じてまいります。

なお、特養浅草大規模改修に伴い、あさくさ高齢者在宅サービスセンター認知

症対応型通所介護は、千束保健福祉センター内に場所を移して運営していました

が、令和４年１０月より特養浅草内１階に移転し運営しています。
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Ⅵ 高齢者在宅サービスセンター

（通所介護・通所型サービス・通所型サービスＡ・認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護）

※通所型サービス ・・・ 従来の予防通所介護に相当し、体操・レクリエーション・入浴・

食事などを提供します。

※通所型サービスＡ ・・・ ２～３時間程度の滞在で、体操・レクリエーション・食事など

を提供します。

 

１．運営方針

【通所介護・通所型サービス・通所型サービスＡ】

通所介護は、高齢者ができる限り住み慣れた家、地域で暮らし続けられるよう、

心身機能の維持・向上を目的とした個別機能訓練や集団活動及び必要な介護等を

行います。サービス提供に当たっては、居宅介護支援事業者、地域包括支援セン

ターその他保健・医療・福祉サービス提供者との密接な連携を図っていきます。

また、一人暮らしの方（日中独居を含む）等にとっては、社会的孤立感の解消

としての役割を果たすとともに、不安があるとき等に気軽に相談できる「安心」

としての見守り機能を、地域包括支援センターと連携して担っていきます。

通所型サービス・通所型サービスＡでは、自立支援の観点から、地域包括支援

センター等の関係機関と連携を図りながら、軽度の運動や遊び、趣味等の心身の

活性化の為の手助けになる活動にも工夫を凝らし、利用者の意欲を高められるよ

う働きかけていきます。

また、令和４年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の予防を最重要課題

として対策を講じてまいります。

【認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護】 
認知症対応型通所介護は地域密着型サービスとして、住み慣れた自宅や地域で

の生活を継続できるようにするため、認知症ケアの質と量の充実を図り、地域に

開かれた良質なサービスの提供を確保していきます。

サービス提供にあたっては「パーソンセンタードケア（その人を中心としたケ

ア）」を目標に掲げ、「主役は本人」であり「利用者中心」の「その人らしさ」を

保った生活を送れるような援助を心がけていきます。

また、地域包括支援センター、居宅介護支援事業者その他保健・医療・福祉サ

ービス提供者との密接な連携を図るとともに、新型コロナウイルス感染症の予防

を最重要課題として対策を講じてまいります。

なお、特養浅草大規模改修に伴い、あさくさ高齢者在宅サービスセンター認知

症対応型通所介護は、千束保健福祉センター内に場所を移して運営していました

が、令和４年１０月より特養浅草内１階に移転し運営しています。
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２ 運営の柱

（１）在宅における認知症高齢者や多様化する要介護者への対応

① ニーズに応じた柔軟なサービス提供

利用者のニーズにできる限り柔軟に対応できるよう、様々な時間帯のサービ

スを提供していきます。医療ニーズ・重度の要介護者や認知症等専門的ケアが

必要な方についても、柔軟かつ適切に対応できるよう取り組んでいきます。ま

た、多様化するニーズに対応するため、地域の特色等を活かした新たなプログ

ラム等を企画します。

② ケアマネジメント機関との緊密な連携

在宅での総合的な援助が行えるよう、ケアマネジメント機関との緊密な連携

を図り、効果的なサービス提供を行います。

③ 他のサービス提供機関との緊密な連携

利用者が効果的なサービスを受けられるよう、他のサービス提供機関との緊

密な連携を図ります。

（２）自立支援を視野に入れた専門的介護の再構築

① 通所型サービス・通所型サービスＡ

要支援者の多様なニーズに応じ、その方の能力を最大限活かしつつ、多様な

サービスを提供する仕組み作りを進めていきます。

② 医療ニーズのある方の受け入れ

医療ニーズのある方の利用を受け入れるために、ケアマネジャー、家族、主

治医等と連携するとともに、医療知識向上のための研修会への参加やマニュア

ルの整備などを積極的に進めていきます。

③ 認知症ケアの充実

家族及び介護者との交流、連携の機会を設けます。

研修会、学習会、精神科医師によるコンサルテーション等、より専門的な認

知症ケアの充実を図ります。

（３）地域の拠点となる施設運営

① 開かれた施設運営

・通所介護事業所は、在宅の高齢者を支える中核的なサービスを提供すること

から、地域福祉の担い手としての自覚を持ち、地域住民との連携や地域活動

への参加など、地域との関係性を密にして、地域に頼りにされる施設づくり

を目指します。

・社会福祉法人の役割として、地域貢献事業が責務化されていく中で、現在展

開している地域交流事業等を通じた地域のニーズ把握を行い、地域の関係者

と連携し独自の取組みを展開していきます。

・「介護サービス情報の公表」やホームページの活用など、区民に分かりや

すく適切な情報提供・情報開示に積極的に取り組みます。

② 自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

・「介護相談員」による利用者の代弁機能を、施設運営の改善に役立てていき

ます。

・「福祉サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。また、毎年自己

評価を実施し第三者評価と比較考量しつつ改善に役立てていきます。

・年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、改善に役立てて

いきます。

③ 地域の人材育成

ボランティアの積極的な受入れと育成を図り、実習生の受入れ等地域の福祉

人材育成に努めます。

④ 地域密着型サービス

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため、小規模な通所介

護（利用定員１８人以下の事業所）については、平成２８年４月１日から「地

域密着型通所介護」として地域密着型サービスに位置づけられています。

また、地域との連携や運営の透明性を確保するための運営推進会議を設置し

６ヶ月ごとに開催します。

（対象事業：たなかデイホーム、あさくさ・せんぞく・みのわ認知症対応デイ）

３．事業内容

（１）事業所別サービス提供地域、実施日、定員

事業所及び事業種別 主なサービス提供地域（隣接含む） 実施日 定員 

あさくさ高齢者在宅

サービスセンター
認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ  
浅草、花川戸、千束、今戸、東浅草 

月～土・祝 

(1/1・2除) 
１２名 

うえの高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

台東、秋葉原、上野、東上野、元浅草 〃 ３０名 

やなか高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

谷中、上野桜木、上野公園、池之端 〃 ３５名 

みのわ高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

三ﾉ輪、根岸 4･5 丁目、竜泉、下谷 3 丁

目、日本堤、清川、橋場、浅草、千束、

今戸、東浅草 

〃 ４５名 

認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ  

下谷、根岸、竜泉、橋場、清川、日本

堤、三ノ輪、上野桜木、谷中 3･5･7 丁目 
〃 １２名 

たなかデイホーム
通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

谷中地区を除く、台東区北の地域全域 〃 １５名 

せんぞくデイホーム
認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ 
台東区内全域 〃 １２名 
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２ 運営の柱

（１）在宅における認知症高齢者や多様化する要介護者への対応

① ニーズに応じた柔軟なサービス提供

利用者のニーズにできる限り柔軟に対応できるよう、様々な時間帯のサービ

スを提供していきます。医療ニーズ・重度の要介護者や認知症等専門的ケアが

必要な方についても、柔軟かつ適切に対応できるよう取り組んでいきます。ま

た、多様化するニーズに対応するため、地域の特色等を活かした新たなプログ

ラム等を企画します。

② ケアマネジメント機関との緊密な連携

在宅での総合的な援助が行えるよう、ケアマネジメント機関との緊密な連携

を図り、効果的なサービス提供を行います。

③ 他のサービス提供機関との緊密な連携

利用者が効果的なサービスを受けられるよう、他のサービス提供機関との緊

密な連携を図ります。

（２）自立支援を視野に入れた専門的介護の再構築

① 通所型サービス・通所型サービスＡ

要支援者の多様なニーズに応じ、その方の能力を最大限活かしつつ、多様な

サービスを提供する仕組み作りを進めていきます。

② 医療ニーズのある方の受け入れ

医療ニーズのある方の利用を受け入れるために、ケアマネジャー、家族、主

治医等と連携するとともに、医療知識向上のための研修会への参加やマニュア

ルの整備などを積極的に進めていきます。

③ 認知症ケアの充実

家族及び介護者との交流、連携の機会を設けます。

研修会、学習会、精神科医師によるコンサルテーション等、より専門的な認

知症ケアの充実を図ります。

（３）地域の拠点となる施設運営

① 開かれた施設運営

・通所介護事業所は、在宅の高齢者を支える中核的なサービスを提供すること

から、地域福祉の担い手としての自覚を持ち、地域住民との連携や地域活動

への参加など、地域との関係性を密にして、地域に頼りにされる施設づくり

を目指します。

・社会福祉法人の役割として、地域貢献事業が責務化されていく中で、現在展

開している地域交流事業等を通じた地域のニーズ把握を行い、地域の関係者

と連携し独自の取組みを展開していきます。

・「介護サービス情報の公表」やホームページの活用など、区民に分かりや

すく適切な情報提供・情報開示に積極的に取り組みます。

② 自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

・「介護相談員」による利用者の代弁機能を、施設運営の改善に役立てていき

ます。

・「福祉サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。また、毎年自己

評価を実施し第三者評価と比較考量しつつ改善に役立てていきます。

・年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、改善に役立てて

いきます。

③ 地域の人材育成

ボランティアの積極的な受入れと育成を図り、実習生の受入れ等地域の福祉

人材育成に努めます。

④ 地域密着型サービス

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため、小規模な通所介

護（利用定員１８人以下の事業所）については、平成２８年４月１日から「地

域密着型通所介護」として地域密着型サービスに位置づけられています。

また、地域との連携や運営の透明性を確保するための運営推進会議を設置し

６ヶ月ごとに開催します。

（対象事業：たなかデイホーム、あさくさ・せんぞく・みのわ認知症対応デイ）

３．事業内容

（１）事業所別サービス提供地域、実施日、定員

事業所及び事業種別 主なサービス提供地域（隣接含む） 実施日 定員 

あさくさ高齢者在宅

サービスセンター
認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ  
浅草、花川戸、千束、今戸、東浅草 

月～土・祝 

(1/1・2除) 
１２名 

うえの高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

台東、秋葉原、上野、東上野、元浅草 〃 ３０名 

やなか高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

谷中、上野桜木、上野公園、池之端 〃 ３５名 

みのわ高齢者在宅

サービスセンター

通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

三ﾉ輪、根岸 4･5 丁目、竜泉、下谷 3 丁

目、日本堤、清川、橋場、浅草、千束、

今戸、東浅草 

〃 ４５名 

認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ  

下谷、根岸、竜泉、橋場、清川、日本

堤、三ノ輪、上野桜木、谷中 3･5･7 丁目 
〃 １２名 

たなかデイホーム
通所介護 

通所型サービス 

通所型サービスＡ 

谷中地区を除く、台東区北の地域全域 〃 １５名 

せんぞくデイホーム
認知症対応デイ 

介護予防認知症対応デイ 
台東区内全域 〃 １２名 
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（２）職員体制（令和４年１２月３１日配置人員）

あさくさ うえの やなか

（認知症） 一般 一般

施設長 管理者 （兼） （兼） （兼）

生活相談員 （兼） （兼 ） （兼）

機能訓練指導員
（看護師）

ＰＴ 週

ＯＴ 週

看護師 週１

ＯＴ 週

ＳＴ 週

介護士
常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼 ）

短 （兼 ）

看護職員
常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼）

短 （兼）
短

事務職員 兼 （兼） （兼）

その他 アルバイト等

みのわ たなか

一般 認知症 一般

施設長 管理者 （兼） （兼） （兼）

生活相談員 （兼） （兼） （兼）

機能訓練指導員 ＯＴ Ｗ
（看護師） （看護師）

介護士
常 （兼）

短

常 （兼）

短１

常 （兼）

看護職員 常 （兼 ） 常 （兼 ） 常 （兼 ）

事務職員 （兼）

その他 アルバイト等

せんぞく

（認知症）

施設長 管理者 （兼）

生活相談員 （兼）

機能訓練指導員
（看護師）

介護士
常 （兼 ）

短

看護職員 常 （兼 ）

事務職員 特養三ノ輪兼務

その他 アルバイト等 （兼 ）

（３）利用者年齢（令和４年１２月３１日現在）

年齢区分 

あさくさ うえの やなか 

（認知症） （一般） （一般） 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計

 

年齢区分 

みのわ たなか 

（一般） （認知症） （一般） 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計

 

年齢区分 

せんぞく 
全体計 

（認知症） 

男 女 計 男 女 計 ％ 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計
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（２）職員体制（令和４年１２月３１日配置人員）

あさくさ うえの やなか

（認知症） 一般 一般

施設長 管理者 （兼） （兼） （兼）

生活相談員 （兼） （兼 ） （兼）

機能訓練指導員
（看護師）

ＰＴ 週

ＯＴ 週

看護師 週１

ＯＴ 週

ＳＴ 週

介護士
常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼 ）

短 （兼 ）

看護職員
常 （兼 ）

短 （兼 ）

常 （兼）

短 （兼）
短

事務職員 兼 （兼） （兼）

その他 アルバイト等

みのわ たなか

一般 認知症 一般

施設長 管理者 （兼） （兼） （兼）

生活相談員 （兼） （兼） （兼）

機能訓練指導員 ＯＴ Ｗ
（看護師） （看護師）

介護士
常 （兼）

短

常 （兼）

短１

常 （兼）

看護職員 常 （兼 ） 常 （兼 ） 常 （兼 ）

事務職員 （兼）

その他 アルバイト等

せんぞく

（認知症）

施設長 管理者 （兼）

生活相談員 （兼）

機能訓練指導員
（看護師）

介護士
常 （兼 ）

短

看護職員 常 （兼 ）

事務職員 特養三ノ輪兼務

その他 アルバイト等 （兼 ）

（３）利用者年齢（令和４年１２月３１日現在）

年齢区分 

あさくさ うえの やなか 

（認知症） （一般） （一般） 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計

 

年齢区分 

みのわ たなか 

（一般） （認知症） （一般） 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計

 

年齢区分 

せんぞく 
全体計 

（認知症） 

男 女 計 男 女 計 ％ 

４０～６４

６５～６９

７０～７４

７５～７９

８０～８４

８５～８９

９０～９４

９５以上

計
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（４）要介護度（令和４年１２月３１日現在）

 
あさくさ うえの やなか みのわ たなか せんぞく 

計 ％ 
認知症 一般 一般 一般 認知症 一般 認知症 

事業対象者

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

（５）サービスの概要

①通所介護・認知症対応型通所介護

サービス項目 概 要

送 迎
心身や家族の状況に応じてワゴン車等の車両により玄関先

まで送迎します。

入 浴
心身の状況、ニーズ、希望を調整し、一般浴、機械浴又は個

浴により実施します たなかを除く。うえのは一般浴のみ 。

食 事 利用者の健康に配慮した献立による食事を提供します。

機能訓練

利用者ごとに日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止

するための機能訓練計画を作成し、機能訓練指導員 理学・

作業・言語療法士、看護師等 により訓練を行います。

日常生活上

のケア
通所介護利用中に必要な介護を行います。

健康チェック
看護師等により、通所介護の利用中に健康状況の確認、アド

バイス等を行います。

生活相談 生活相談員等により、生活等に関する相談・助言を行います。

栄養改善

サービス

低栄養状態にある又はそのおそれのある利用者に対して、低

栄養状態の改善等を目的として、個別的に栄養食事相談等を

行います。

お口のケア

お口のケアは、咀嚼機能、嚥下機能、食欲増進、誤嚥予防、

肺炎予防、口臭予防など全身状態に深くかかわるため、口腔

衛生、口腔体操等を通じて、お口のケアを指導、実施します。

②通所型サービス・通所型サービスＡ・介護予防認知症対応型通所介護

サービス項目 概 要

送 迎
心身や家族の状況に応じてワゴン車等の車両により実施し

ます。

入 浴
心身の状況等のニーズに応じて実施します たなか・通所型

サービスＡを除く 。

食 事 利用者の健康に配慮した献立による食事を提供します。

日常生活上

のケア
通所介護利用中に必要な介護を行います。

健康チェック
看護師等により、通所介護の利用中に健康状況の確認、アド

バイス等を行います。

生活相談 生活相談員等により生活等に関する相談・助言を行います。

生活機能向上

グループ活動

集団でのレクリエーション、創作活動等の機能訓練を行いま

す。

運動器機能

向上サービス

利用者の生活機能の向上を目的として、複数の利用者からな

るグループに対して、日常生活上の支援の為の活動を行いま

す。

栄養改善

サービス

低栄養状態にある又はそのおそれのある利用者に対して、低

栄養状態の改善等を目的として個別的に栄養食事相談等を

行います。

お口のケア

お口のケアは、咀嚼機能、嚥下機能、食欲増進、誤嚥予防、

肺炎予防、口臭予防など全身状態に深くかかわるため、口腔

衛生、口腔体操等を通じて、お口のケアを指導、実施します。

※ 「施設入浴サービス」（市町村特別給付事業）をやなかで受託実施します。
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（４）要介護度（令和４年１２月３１日現在）

 
あさくさ うえの やなか みのわ たなか せんぞく 

計 ％ 
認知症 一般 一般 一般 認知症 一般 認知症 

事業対象者

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

（５）サービスの概要

①通所介護・認知症対応型通所介護

サービス項目 概 要

送 迎
心身や家族の状況に応じてワゴン車等の車両により玄関先

まで送迎します。

入 浴
心身の状況、ニーズ、希望を調整し、一般浴、機械浴又は個

浴により実施します たなかを除く。うえのは一般浴のみ 。

食 事 利用者の健康に配慮した献立による食事を提供します。

機能訓練

利用者ごとに日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止

するための機能訓練計画を作成し、機能訓練指導員 理学・

作業・言語療法士、看護師等 により訓練を行います。

日常生活上

のケア
通所介護利用中に必要な介護を行います。

健康チェック
看護師等により、通所介護の利用中に健康状況の確認、アド

バイス等を行います。

生活相談 生活相談員等により、生活等に関する相談・助言を行います。

栄養改善

サービス

低栄養状態にある又はそのおそれのある利用者に対して、低

栄養状態の改善等を目的として、個別的に栄養食事相談等を

行います。

お口のケア

お口のケアは、咀嚼機能、嚥下機能、食欲増進、誤嚥予防、

肺炎予防、口臭予防など全身状態に深くかかわるため、口腔

衛生、口腔体操等を通じて、お口のケアを指導、実施します。

②通所型サービス・通所型サービスＡ・介護予防認知症対応型通所介護

サービス項目 概 要

送 迎
心身や家族の状況に応じてワゴン車等の車両により実施し

ます。

入 浴
心身の状況等のニーズに応じて実施します たなか・通所型

サービスＡを除く 。

食 事 利用者の健康に配慮した献立による食事を提供します。

日常生活上

のケア
通所介護利用中に必要な介護を行います。

健康チェック
看護師等により、通所介護の利用中に健康状況の確認、アド

バイス等を行います。

生活相談 生活相談員等により生活等に関する相談・助言を行います。

生活機能向上

グループ活動

集団でのレクリエーション、創作活動等の機能訓練を行いま

す。

運動器機能

向上サービス

利用者の生活機能の向上を目的として、複数の利用者からな

るグループに対して、日常生活上の支援の為の活動を行いま

す。

栄養改善

サービス

低栄養状態にある又はそのおそれのある利用者に対して、低

栄養状態の改善等を目的として個別的に栄養食事相談等を

行います。

お口のケア

お口のケアは、咀嚼機能、嚥下機能、食欲増進、誤嚥予防、

肺炎予防、口臭予防など全身状態に深くかかわるため、口腔

衛生、口腔体操等を通じて、お口のケアを指導、実施します。

※ 「施設入浴サービス」（市町村特別給付事業）をやなかで受託実施します。
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（６）各事業所別日課

①あさくさ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

送迎開始、ミーティング

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

②うえの高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時～ ： ）

健康チェック

入浴

機能訓練等（～ ： ）

昼食の準備・口腔体操

昼食・休憩

午後のプログラム

お茶の時間

利用者出発（随時～ ： ）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

③やなか高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック・懇談

入浴・午前の活動

口腔体操

昼食・休憩

入浴・午後の活動

体操・機能訓練

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

④－１みのわ高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

入浴・午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

④－２みのわ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

④－３たなかデイホーム

時間 午 前 時間 午 後

：

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

④－４せんぞくデイホーム 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

送迎開始、ミーティング

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議
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（６）各事業所別日課

①あさくさ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

送迎開始、ミーティング

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

②うえの高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時～ ： ）

健康チェック

入浴

機能訓練等（～ ： ）

昼食の準備・口腔体操

昼食・休憩

午後のプログラム

お茶の時間

利用者出発（随時～ ： ）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

③やなか高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック・懇談

入浴・午前の活動

口腔体操

昼食・休憩

入浴・午後の活動

体操・機能訓練

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

④－１みのわ高齢者在宅サービスセンター

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

入浴・午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

※ 運動器機能向上サービスを実施

④－２みのわ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

④－３たなかデイホーム

時間 午 前 時間 午 後

：

ミーティング

送迎開始

利用者到着（随時）

健康チェック

午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議

④－４せんぞくデイホーム 認知症デイ

時間 午 前 時間 午 後

送迎開始、ミーティング

利用者到着（随時）

健康チェック

入浴・午前プログラム

昼食・休憩

午後プログラム

お茶の時間

利用者出発（随時）

ミーティング・ケース会議
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（７）各事業所別年間行事予定

①あさくさ高齢者在宅サービスセンター（認知症デイ）

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 運動会

５月 端午の節句 １１月 地域散策

６月 地域散策 １２月 年忘れ会

７月 七夕 １月 新年会

８月 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 桃の節句

※ 毎月：誕生会

②うえの高齢者在宅サービスセンター

月 行 事 月 行 事

４月 お花見・リモート散歩 １０月 寿作品展リモート見学

５月 しょうぶ湯・リモート散歩 １１月 リモート散歩

６月 リモート散歩 １２月 クリスマス・ゆず湯

７月 七夕・リモート散歩 １月 新年会、リモート初詣

８月 納涼会 ２月 節分・リモート散歩

９月 敬老会 ３月 ひな祭り・リモート散歩

※ 毎月：入浴剤を使用した「温泉の日」を 週間実施
※ 毎月：誕生会
※ 納涼会、敬老会、新年会はご家族、ケアマネジャーにもご案内
※ 随時： を利用したリアル体験を提供（初詣・花見・コンサートなど）

③やなか高齢者在宅サービスセンター

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月

地域交流（菊祭り）

寿作品展見学

児童館交流会（ハロウィン）

５月 節句 １１月 園児交流会

６月 児童館交流会 １２月 年忘れ会、児童館交流会

７月 納涼会、七夕 １月 初釜

８月 地域交流（町会夏祭り） ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り、児童館交流会

④－１みのわ高齢者在宅サービスセンター 一般デイ

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 寿作品展見学

５月 菖蒲湯 １１月

６月 地域の祭り見物 １２月 忘年会・ゆず湯

７月 七夕 １月 新年会

８月 納涼会 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り

※地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－２みのわ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 寿作品展見学

５月 菖蒲湯 １１月

６月 地域の祭り見物 １２月 忘年会・ゆず湯

７月 七夕 １月 新年会

８月 納涼会 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り

※地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－３たなかデイホーム

月 行 事 月 行 事

４月 お花見・外食 １０月 寿作品展見学・運動会

５月 地域散策・外食 １１月 地域散策・外食

６月 地域散策・外食 １２月 忘年会・外食

７月 地域散策・七夕・外食 １月 初詣・新年会・外食

８月 納涼会・外食 ２月 節分・外食

９月 敬老会・外食 ３月 地域散策・外食

※ 毎月：クッキング
※ 地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－４せんぞくデイホーム（認知症デイ）

月 行 事 月 行 事

４月 花見 １０月 運動会

５月 端午の節句 １１月 地域散策

６月 地域散策 １２月 年忘れ会

７月 七夕 １月 新年会

８月 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 桃の節句

※ 毎月：誕生会
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（７）各事業所別年間行事予定

①あさくさ高齢者在宅サービスセンター（認知症デイ）

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 運動会

５月 端午の節句 １１月 地域散策

６月 地域散策 １２月 年忘れ会

７月 七夕 １月 新年会

８月 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 桃の節句

※ 毎月：誕生会

②うえの高齢者在宅サービスセンター

月 行 事 月 行 事

４月 お花見・リモート散歩 １０月 寿作品展リモート見学

５月 しょうぶ湯・リモート散歩 １１月 リモート散歩

６月 リモート散歩 １２月 クリスマス・ゆず湯

７月 七夕・リモート散歩 １月 新年会、リモート初詣

８月 納涼会 ２月 節分・リモート散歩

９月 敬老会 ３月 ひな祭り・リモート散歩

※ 毎月：入浴剤を使用した「温泉の日」を 週間実施
※ 毎月：誕生会
※ 納涼会、敬老会、新年会はご家族、ケアマネジャーにもご案内
※ 随時： を利用したリアル体験を提供（初詣・花見・コンサートなど）

③やなか高齢者在宅サービスセンター

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月

地域交流（菊祭り）

寿作品展見学

児童館交流会（ハロウィン）

５月 節句 １１月 園児交流会

６月 児童館交流会 １２月 年忘れ会、児童館交流会

７月 納涼会、七夕 １月 初釜

８月 地域交流（町会夏祭り） ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り、児童館交流会

④－１みのわ高齢者在宅サービスセンター 一般デイ

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 寿作品展見学

５月 菖蒲湯 １１月

６月 地域の祭り見物 １２月 忘年会・ゆず湯

７月 七夕 １月 新年会

８月 納涼会 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り

※地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－２みのわ高齢者在宅サービスセンター 認知症デイ

月 行 事 月 行 事

４月 お花見 １０月 寿作品展見学

５月 菖蒲湯 １１月

６月 地域の祭り見物 １２月 忘年会・ゆず湯

７月 七夕 １月 新年会

８月 納涼会 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 ひな祭り

※地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－３たなかデイホーム

月 行 事 月 行 事

４月 お花見・外食 １０月 寿作品展見学・運動会

５月 地域散策・外食 １１月 地域散策・外食

６月 地域散策・外食 １２月 忘年会・外食

７月 地域散策・七夕・外食 １月 初詣・新年会・外食

８月 納涼会・外食 ２月 節分・外食

９月 敬老会・外食 ３月 地域散策・外食

※ 毎月：クッキング
※ 地域交流型行事（歌おう会）を毎月実施

④－４せんぞくデイホーム（認知症デイ）

月 行 事 月 行 事

４月 花見 １０月 運動会

５月 端午の節句 １１月 地域散策

６月 地域散策 １２月 年忘れ会

７月 七夕 １月 新年会

８月 ２月 節分

９月 敬老会 ３月 桃の節句

※ 毎月：誕生会
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Ⅶ ホームヘルプステーション

（訪問介護・訪問型サービス・訪問型サービスＡ）

※訪問型サービス ・・・ 従来の介護予防訪問介護に相当（ 回 分～ 分）清掃・買物・

調理・洗濯・薬の受け取り・入浴や外出の見守りなどのサービス

を提供します。

訪問型サービスＡ ・・・ 基準等を緩和した訪問型サービス（ 回 分以内）清掃・買物・

調理・洗濯・薬の受け取りなどのサービスを提供します。

１．運営方針

事業団が実施する訪問介護は、多様なニーズに応えられるよう３６５日のサー

ビスを提供します。また、利用者に寄り添った質の高いサービスの提供を目指し、

台東区全体のホームヘルプサービスのけん引役となるよう取り組みます。

利用者の人権、自己決定を尊重し、その人の有する能力に応じ自立した日常生

活を営むことができるよう入浴、排泄、食事、生活全般等の援助を行います。

高齢者住宅生活援助員業務や台東区産前産後支援ヘルパー事業等に、ホームヘ

ルパーのノウハウを活かす場を拡大しています。地域におけるトータルケアとし

て、保健、医療、福祉の関係機関及び多様なサービス事業所との連携を図り｢地

域の支え合い体制｣の一員として事業運営を行います。

―運営の柱―

（１）利用者本位の質の高い訪問介護計画の作成及び実施

①自立支援・重度化防止の理念の下、利用者のニーズに添った訪問介護計画を

作成します。

②サービス提供は、詳細なサービス手順書に添って安定した援助を実施します。

③サービス提供責任者は、サービス担当者会議や利用者との訪問面接（モニタ

リング）を通し、利用者からのご意見・希望を伺うことでサービス内容の妥

当性、有効性の検証を行い、より良いサービス提供につなげていきます。ま

た、ホームヘルパーは、最も身近な介護職としてご利用者の声を聴き、伝え

ることで迅速な対応を支援します。

④地域包括支援センター、居宅介護支援事業所との連携を密にすることで情報

共有を進め、適切で質の高い介護サービスを提供していきます。

（２）人材育成

①経験の浅い職員に対して、サービス提供責任者もしくは援助スキルの高い職

員がスーパービジョンの理念のもと、援助職としての倫理観、技術及び知識

の指導・教育を行います。

②定期的な事業所内研修、外部研修や勉強会へ参加することで、知識・技術の

向上を図ります。更に、外部研修に参加した職員から他の職員へ伝達研修を

※ 

行うことにより知識の共有化を図ります。

③利用者個別の援助方法については、定期的もしくは随時にケースカンファレ

ンスを開催することでサービスの平準化を進めます。

（３）リスクマネジメントの実践

職員はサービス提供の現場において、常に事故発生リスクを認識し、事故防

止に努めます。また、事故防止及び事故発生時の対応を徹底するため、以下の

課題に取り組みます。

①事故報告書、統計作成と対策分析

②「ヒヤリ・ハット」報告の実施と事故防止マニュアルの更新

③業務（作業）手順のマニュアル化の推進

④安全管理及び感染症対応力向上と衛生管理のための取組みの実施

（緊急時対応マニュアル、感染予防・防止マニュアルの周知、職員への衛生

用品支給）

（４）苦情解決体制の確立と案内

苦情に対し迅速かつ誠実に対応していくため、苦情解決の流れを徹底するとと

もに、アンケート調査等を活用し業務改善に取り組みます。

（５）自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

①自己評価及び第三者評価

事業者自己評価の定期実施を行い、「介護サービス情報の公表制度」・「福祉

サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。

②年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施します。

③ホームページの活用など区民に分かりやすく適切な情報提供・情報開示に積

極的に取り組みます。

（６）ケアマネジャー、かかりつけ医等との連携

ケアマネジャー、関係諸機関等との連携を強化し積極的に困難ケースに対応

していくなど、模範となるような事業を展開していきます。

①サービス担当者会議への参加

②事業所において個別ケースカンファレンスの実施

③困難ケースに対する地域包括支援センター及び区との連携

④担当ケアマネジャーに訪問介護計画を提出
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Ⅶ ホームヘルプステーション

（訪問介護・訪問型サービス・訪問型サービスＡ）

※訪問型サービス ・・・ 従来の介護予防訪問介護に相当（ 回 分～ 分）清掃・買物・

調理・洗濯・薬の受け取り・入浴や外出の見守りなどのサービス

を提供します。

訪問型サービスＡ ・・・ 基準等を緩和した訪問型サービス（ 回 分以内）清掃・買物・

調理・洗濯・薬の受け取りなどのサービスを提供します。

１．運営方針

事業団が実施する訪問介護は、多様なニーズに応えられるよう３６５日のサー

ビスを提供します。また、利用者に寄り添った質の高いサービスの提供を目指し、

台東区全体のホームヘルプサービスのけん引役となるよう取り組みます。

利用者の人権、自己決定を尊重し、その人の有する能力に応じ自立した日常生

活を営むことができるよう入浴、排泄、食事、生活全般等の援助を行います。

高齢者住宅生活援助員業務や台東区産前産後支援ヘルパー事業等に、ホームヘ

ルパーのノウハウを活かす場を拡大しています。地域におけるトータルケアとし

て、保健、医療、福祉の関係機関及び多様なサービス事業所との連携を図り｢地

域の支え合い体制｣の一員として事業運営を行います。

―運営の柱―

（１）利用者本位の質の高い訪問介護計画の作成及び実施

①自立支援・重度化防止の理念の下、利用者のニーズに添った訪問介護計画を

作成します。

②サービス提供は、詳細なサービス手順書に添って安定した援助を実施します。

③サービス提供責任者は、サービス担当者会議や利用者との訪問面接（モニタ

リング）を通し、利用者からのご意見・希望を伺うことでサービス内容の妥

当性、有効性の検証を行い、より良いサービス提供につなげていきます。ま

た、ホームヘルパーは、最も身近な介護職としてご利用者の声を聴き、伝え

ることで迅速な対応を支援します。

④地域包括支援センター、居宅介護支援事業所との連携を密にすることで情報

共有を進め、適切で質の高い介護サービスを提供していきます。

（２）人材育成

①経験の浅い職員に対して、サービス提供責任者もしくは援助スキルの高い職

員がスーパービジョンの理念のもと、援助職としての倫理観、技術及び知識

の指導・教育を行います。

②定期的な事業所内研修、外部研修や勉強会へ参加することで、知識・技術の

向上を図ります。更に、外部研修に参加した職員から他の職員へ伝達研修を

※ 

行うことにより知識の共有化を図ります。

③利用者個別の援助方法については、定期的もしくは随時にケースカンファレ

ンスを開催することでサービスの平準化を進めます。

（３）リスクマネジメントの実践

職員はサービス提供の現場において、常に事故発生リスクを認識し、事故防

止に努めます。また、事故防止及び事故発生時の対応を徹底するため、以下の

課題に取り組みます。

①事故報告書、統計作成と対策分析

②「ヒヤリ・ハット」報告の実施と事故防止マニュアルの更新

③業務（作業）手順のマニュアル化の推進

④安全管理及び感染症対応力向上と衛生管理のための取組みの実施

（緊急時対応マニュアル、感染予防・防止マニュアルの周知、職員への衛生

用品支給）

（４）苦情解決体制の確立と案内

苦情に対し迅速かつ誠実に対応していくため、苦情解決の流れを徹底するとと

もに、アンケート調査等を活用し業務改善に取り組みます。

（５）自己評価及び第三者による事業評価、意見収集等

①自己評価及び第三者評価

事業者自己評価の定期実施を行い、「介護サービス情報の公表制度」・「福祉

サービス第三者評価事業」に積極的に取り組みます。

②年１回以上アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施します。

③ホームページの活用など区民に分かりやすく適切な情報提供・情報開示に積

極的に取り組みます。

（６）ケアマネジャー、かかりつけ医等との連携

ケアマネジャー、関係諸機関等との連携を強化し積極的に困難ケースに対応

していくなど、模範となるような事業を展開していきます。

①サービス担当者会議への参加

②事業所において個別ケースカンファレンスの実施

③困難ケースに対する地域包括支援センター及び区との連携

④担当ケアマネジャーに訪問介護計画を提出
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２．事業内容

（１）対象地域、実施日

事業所名（通称） 対象地域 実施日

あさくさホームヘルプステーション
台東区内 毎 日

みのわホームヘルプステーション

（２）職員体制（令和４年１２月３１日配置人員）

あさくさ みのわ

施設長 管理者 １（兼務） １（兼務）

サービス提供責任者 ４（兼務） ３（兼務）

事務職員 １（兼務） １（兼務）

ケアスタッフ

チーム アルバイト チーム アルバイト

介護福祉士
常５

短１
６

常４

短２
８

実務者研修修了

ヘルパー１級

常０

短０
１

常０

短０
１

初任者研修修了

ヘルパー２級

常０

短０
１１

常０

短０
１１

計 ６ １８ ６ ２０

（３）サービス概要

概 要

訪問介護
（要介護１～５）

身体介護
①食事介助 ②入浴介助 ③排泄介助 ④通院介助

⑤その他 ニーズに沿った身体介護の提供

生活援助
①買物援助 ②調理援助 ③清掃・洗濯援助

④その他 ニーズに沿った生活支援の提供

介護予防・生活

支援サービス
（要支援１～２）

訪問型

サービス

訪問型

サービスＡ

利用者の自立を目的とし、ホームヘルパーが訪問し、

調理や掃除等を利用者とともに行い自立した生活を

援助する。

①掃除②買物③食事の準備・調理④洗濯⑤薬の受取

⑥入浴介助⑦外出の見守り

※⑥、⑦は訪問型サービスのみ

（４）介護保険外サービス

訪問介護事業を実施する中で、介護保険サービスだけでは十分に対応できな

い部分や、制度上、介護保険サービスが利用できない利用者に対して、総合的

かつ一体的なサービスができるよう介護保険外サービスを実施していきます。

（５）高齢者住宅生活援助員（ＬＳＡ）

高齢者住宅生活援助員（ＬＳＡ）は、高齢者住宅（シルバーピア）に固定の

時間滞在し、高齢者の生活指導や相談、安否確認等を行うことで、自立した生

活を支援します。台東区から委託を受け、令和５年度は計８棟のシルバーピア

を担当します。

平成２５年９月 シルバーピア東泉

平成２７年４月 シルバーピア金竜

平成２８年４月 シルバーピアかっぱ橋、シルバーピア西浅草

平成３０年４月 シルバーピアしたや、シルバーピア浅草

令和 ２年６月 シルバーピア蔵前

令和 ５年４月 シルバーピア千束

（６）台東区産前産後支援ヘルパー事業・養育支援ヘルパー事業

妊娠中及び産後の家庭または児童の養育に支援を必要とする家庭に対して

支援ヘルパーを派遣します。台東区からの受託事業として平成２８年１１月か

ら実施しています。

（７）台東区ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業

ひとり親家庭の親またはお子さんが病気や怪我などでお困りのときに、育児

や家事を手助けするためのホームヘルパーを派遣します。台東区からの受託事

業として平成２８年１１月から実施しています。

（８）台東区社会福祉協議会子育て家庭家事援助利用券事業

あさくさホームヘルプステーションにおいて、区内の乳幼児を育てるご家庭

等において家事をすることが困難なご家庭にホームヘルパーを派遣します。令

和２年度から、台東区社会福祉協議会の指定を受け、子育て家庭家事援助利用

券が利用できます。
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２．事業内容

（１）対象地域、実施日

事業所名（通称） 対象地域 実施日

あさくさホームヘルプステーション
台東区内 毎 日

みのわホームヘルプステーション

（２）職員体制（令和４年１２月３１日配置人員）

あさくさ みのわ

施設長 管理者 １（兼務） １（兼務）

サービス提供責任者 ４（兼務） ３（兼務）

事務職員 １（兼務） １（兼務）

ケアスタッフ

チーム アルバイト チーム アルバイト

介護福祉士
常５

短１
６

常４

短２
８

実務者研修修了

ヘルパー１級

常０

短０
１

常０

短０
１

初任者研修修了

ヘルパー２級

常０

短０
１１

常０

短０
１１

計 ６ １８ ６ ２０

（３）サービス概要

概 要

訪問介護
（要介護１～５）

身体介護
①食事介助 ②入浴介助 ③排泄介助 ④通院介助

⑤その他 ニーズに沿った身体介護の提供

生活援助
①買物援助 ②調理援助 ③清掃・洗濯援助

④その他 ニーズに沿った生活支援の提供

介護予防・生活

支援サービス
（要支援１～２）

訪問型

サービス

訪問型

サービスＡ

利用者の自立を目的とし、ホームヘルパーが訪問し、

調理や掃除等を利用者とともに行い自立した生活を

援助する。

①掃除②買物③食事の準備・調理④洗濯⑤薬の受取

⑥入浴介助⑦外出の見守り

※⑥、⑦は訪問型サービスのみ

（４）介護保険外サービス

訪問介護事業を実施する中で、介護保険サービスだけでは十分に対応できな

い部分や、制度上、介護保険サービスが利用できない利用者に対して、総合的

かつ一体的なサービスができるよう介護保険外サービスを実施していきます。

（５）高齢者住宅生活援助員（ＬＳＡ）

高齢者住宅生活援助員（ＬＳＡ）は、高齢者住宅（シルバーピア）に固定の

時間滞在し、高齢者の生活指導や相談、安否確認等を行うことで、自立した生

活を支援します。台東区から委託を受け、令和５年度は計８棟のシルバーピア

を担当します。

平成２５年９月 シルバーピア東泉

平成２７年４月 シルバーピア金竜

平成２８年４月 シルバーピアかっぱ橋、シルバーピア西浅草

平成３０年４月 シルバーピアしたや、シルバーピア浅草

令和 ２年６月 シルバーピア蔵前

令和 ５年４月 シルバーピア千束

（６）台東区産前産後支援ヘルパー事業・養育支援ヘルパー事業

妊娠中及び産後の家庭または児童の養育に支援を必要とする家庭に対して

支援ヘルパーを派遣します。台東区からの受託事業として平成２８年１１月か

ら実施しています。

（７）台東区ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業

ひとり親家庭の親またはお子さんが病気や怪我などでお困りのときに、育児

や家事を手助けするためのホームヘルパーを派遣します。台東区からの受託事

業として平成２８年１１月から実施しています。

（８）台東区社会福祉協議会子育て家庭家事援助利用券事業

あさくさホームヘルプステーションにおいて、区内の乳幼児を育てるご家庭

等において家事をすることが困難なご家庭にホームヘルパーを派遣します。令

和２年度から、台東区社会福祉協議会の指定を受け、子育て家庭家事援助利用

券が利用できます。
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Ⅷ 地域包括支援センター 

１．運営方針

地域包括支援センターに寄せられる相談は、虐待や貧困、ゴミ屋敷といった課題

が複合的に絡み合ったケースなど複雑化し、緊急性の高い相談も増えてきていま

す。また、新型コロナウイルス感染症により、交流・活動の場に参加できなくなっ

たことで認知症の進行や身体機能が低下された方もいます。 
このような状況下にある高齢者や家族介護者を支援するため、医療・介護・介護

予防・住まい・生活支援サービスなどが切れ目なく提供されるよう多職種が連携

し、チームアプローチによる対応を行う「地域包括ケアシステム」を充実させてい

きます。 
また、積極的に地域に出向き担当地域の実態を把握し、支援が必要な方に迅速・

円滑な対応をし、「ともに支え合うまちづくり」を目指していきます。 
 
２ 事業内容

（１）介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業含む）

要支援者および事業対象者に対して、ケアマネジメントを実施するに当たっ

ては、今後、本人がどのような生活をしたいかという具体的な日常生活上の目

標を明確にし、その目標を本人、家族、事業実施担当者が共有するとともに、

高齢者自身の意欲を引き出し、自主的に取り組めるよう支援します。

居宅介護支援事業所に委託しているケースは、サービス担当者会議への出席

や同行訪問等を行い、情報の共有と適切な支援を行います。

認定結果が確定する前にサービスを利用する暫定ケアプラン作成について

は、対象者が年々増加する傾向にあります。居宅介護支援事業所との連携を図

り、迅速に適切なサービス提供が行われるように努めます。

（２）総合相談支援事業

①総合相談・実態把握

高齢者やその家族、地域から寄せられる相談内容は、多種多様です。その相

談に対して、実態把握や情報収集に努め、相談内容を的確に把握し、関係機関

等と連携を図り、必要と思われる各種サービスの提供や支援につなげます。す

ぐに支援につながらない場合であっても、継続的に見守り、関与を続けます。

地域包括支援センターで対応できない相談が寄せられた場合は、区の関係部

署や関係機関等を案内します。

②関係機関、地域住民等とのネットワーク構築

広報誌、地域行事、ホームページなどで多くの方に、地域包括支援センター

の周知を行います。また、介護サービス事業者、医療機関、民生委員、ボラン

ティアなど、地域における様々な関係者とのネットワークの構築を図り、地域

の高齢者を支援します。 

③見守りネットワーク

訪問や電話による見守り活動を積極的に行います。啓発用グッズの配付や救

急医療情報キットの案内を通して、高齢者の安全で安心した生活の確保に努め

てまいります。 
参集型に限らず、柔軟な開催方法で見守りネットワーク地区連絡会等を実施

し、高齢者が安心・安全に生活を続けられるよう見守り体制を整えます。 

（３）権利擁護事業

①成年後見制度の利用支援

成年後見制度の利用が必要と思われる高齢者やその親族に対して、台東区や

権利擁護センター「あんしん台東」、医療機関等と連携し、必要に応じて申し立

て等の支援を行います。

②高齢者虐待に対する対応

虐待の予防を目指して、認知症の方や家族への支援を行い、地域の介護支援

専門員や関係者との連携強化を図ります。早期に相談や通報が寄せられるよう

に、地域の方への理解促進のための活動を積極的に行います。虐待通報を受け

た場合には区に報告した上で速やかに事実確認し、「台東区高齢者虐待対応マニ

ュアル」等に基づき、支援会議等を実施し、再発防止に努めます。

③消費者被害の予防

新たな手法の詐欺行為が発生し、特殊詐欺などの被害を受けることが増えて

います。消費者被害については、警察や区消費生活センター等と連携し、被害

防止の注意喚起を行います。

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

①医療・福祉との連携

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門

員、主治医、地域の関係機関等と連携します。また在宅と施設の連携等、地域

において、多職種相互の協働により、個々の高齢者の状況や変化に応じて、包

括的かつ継続的に支援を行います。

②地域の主任介護支援専門員との連携

対面だけでなく、 等によるオンライン会議の開催などにより、主任介護

支援専門員との連携強化を図ります。また主任介護支援専門員連絡会と協働し

て、介護支援専門員の質の向上に寄与します。

③介護支援専門員に対する支援

地域で業務に当たる介護支援専門員からの相談に、適切に対応できる体制を整

えます。具体的には、困難ケースへの同行訪問やサービス担当者会議への出席を

専門的な見地から行います。また、「ケアマネジャーの集い」で情報交換や事例検

討会等を行います。
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Ⅷ 地域包括支援センター 

１．運営方針

地域包括支援センターに寄せられる相談は、虐待や貧困、ゴミ屋敷といった課題

が複合的に絡み合ったケースなど複雑化し、緊急性の高い相談も増えてきていま

す。また、新型コロナウイルス感染症により、交流・活動の場に参加できなくなっ

たことで認知症の進行や身体機能が低下された方もいます。 
このような状況下にある高齢者や家族介護者を支援するため、医療・介護・介護

予防・住まい・生活支援サービスなどが切れ目なく提供されるよう多職種が連携

し、チームアプローチによる対応を行う「地域包括ケアシステム」を充実させてい

きます。 
また、積極的に地域に出向き担当地域の実態を把握し、支援が必要な方に迅速・

円滑な対応をし、「ともに支え合うまちづくり」を目指していきます。 
 
２ 事業内容

（１）介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業含む）

要支援者および事業対象者に対して、ケアマネジメントを実施するに当たっ

ては、今後、本人がどのような生活をしたいかという具体的な日常生活上の目

標を明確にし、その目標を本人、家族、事業実施担当者が共有するとともに、

高齢者自身の意欲を引き出し、自主的に取り組めるよう支援します。

居宅介護支援事業所に委託しているケースは、サービス担当者会議への出席

や同行訪問等を行い、情報の共有と適切な支援を行います。

認定結果が確定する前にサービスを利用する暫定ケアプラン作成について

は、対象者が年々増加する傾向にあります。居宅介護支援事業所との連携を図

り、迅速に適切なサービス提供が行われるように努めます。

（２）総合相談支援事業

①総合相談・実態把握

高齢者やその家族、地域から寄せられる相談内容は、多種多様です。その相

談に対して、実態把握や情報収集に努め、相談内容を的確に把握し、関係機関

等と連携を図り、必要と思われる各種サービスの提供や支援につなげます。す

ぐに支援につながらない場合であっても、継続的に見守り、関与を続けます。

地域包括支援センターで対応できない相談が寄せられた場合は、区の関係部

署や関係機関等を案内します。

②関係機関、地域住民等とのネットワーク構築

広報誌、地域行事、ホームページなどで多くの方に、地域包括支援センター

の周知を行います。また、介護サービス事業者、医療機関、民生委員、ボラン

ティアなど、地域における様々な関係者とのネットワークの構築を図り、地域

の高齢者を支援します。 

③見守りネットワーク

訪問や電話による見守り活動を積極的に行います。啓発用グッズの配付や救

急医療情報キットの案内を通して、高齢者の安全で安心した生活の確保に努め

てまいります。 
参集型に限らず、柔軟な開催方法で見守りネットワーク地区連絡会等を実施

し、高齢者が安心・安全に生活を続けられるよう見守り体制を整えます。 

（３）権利擁護事業

①成年後見制度の利用支援

成年後見制度の利用が必要と思われる高齢者やその親族に対して、台東区や

権利擁護センター「あんしん台東」、医療機関等と連携し、必要に応じて申し立

て等の支援を行います。

②高齢者虐待に対する対応

虐待の予防を目指して、認知症の方や家族への支援を行い、地域の介護支援

専門員や関係者との連携強化を図ります。早期に相談や通報が寄せられるよう

に、地域の方への理解促進のための活動を積極的に行います。虐待通報を受け

た場合には区に報告した上で速やかに事実確認し、「台東区高齢者虐待対応マニ

ュアル」等に基づき、支援会議等を実施し、再発防止に努めます。

③消費者被害の予防

新たな手法の詐欺行為が発生し、特殊詐欺などの被害を受けることが増えて

います。消費者被害については、警察や区消費生活センター等と連携し、被害

防止の注意喚起を行います。

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

①医療・福祉との連携

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門

員、主治医、地域の関係機関等と連携します。また在宅と施設の連携等、地域

において、多職種相互の協働により、個々の高齢者の状況や変化に応じて、包

括的かつ継続的に支援を行います。

②地域の主任介護支援専門員との連携

対面だけでなく、 等によるオンライン会議の開催などにより、主任介護

支援専門員との連携強化を図ります。また主任介護支援専門員連絡会と協働し

て、介護支援専門員の質の向上に寄与します。

③介護支援専門員に対する支援

地域で業務に当たる介護支援専門員からの相談に、適切に対応できる体制を整

えます。具体的には、困難ケースへの同行訪問やサービス担当者会議への出席を

専門的な見地から行います。また、「ケアマネジャーの集い」で情報交換や事例検

討会等を行います。
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（５）認知症総合支援事業

①認知症地域支援・ケア向上事業

認知症地域支援推進員を中心に、認知症に関する相談への対応、認知症の方や

その家族への支援を行います。

また、地域の医療機関と協働で年６回、認知症カフェを開催します。さら

に、「認知症ケアパス」の普及や、認知症サポーター養成講座の開催により、認

知症の理解が促進できるようにします。

②認知症初期集中支援推進事業

認知症地域支援推進員は「認知症初期集中支援チーム」の一員として、認知

症が疑われる人あるいは認知症の人に対して、認知症初期集中支援の実施に取

り組み、早期発見・早期対応に向けて支援を行います。そのため、日頃より認

知症コーディネーター、認知症疾患医療センターなど、保健・医療・福祉・介

護の関係機関との連携を行っていきます。

③若年性認知症への取り組み

若年性認知症の方へのサービスや社会資源が不足している実態を踏まえて、

認知症地域支援推進員が中心となり、介護支援専門員や地域の医療機関相談員

と連携しながら、若年性認知症の方への支援を行っていきます。

（６）地域ケア会議推進業務

「地域ケア個別会議」や「地域ケアネットワーク会議」を開催することによ

り様々な地域課題を発見し、整理・分析を行います。更に構成員と機能が異な

る「台東区チームミーティング」、「台東区地域ケア全体会議」に出席し、抽出

された地域課題を解決する方法について検討します。地域ケア会議の「個別課

題の解決」、「ネットワークの構築」、「地域課題の発見」、「地域づくり・資源開

発」、「政策形成」の５つの機能が果たせるように取り組みます。

（７）医療・介護連携の推進

①入退院時における連携

新型コロナウイルス感染症により、医療機関での面会等が出来ず、十分な情

報が得られないなど、医療連携の課題があります。退院時に在宅ケアへの移行

がスムーズに行なわれ、高齢者が安心して生活が送れるように、入退院時情報

連携シート等を活用し、連携を図っていきます。同様に入院時の連携も密に行

います。

②サービス利用時における連携

主治医に対しケアプランについての情報提供や意見聴取を行い、医療との連

携に努めます。また、必要と判断した場合には、利用者の同意を得たうえで、

利用者の状況について医療関係者に情報提供します。

（８）生活支援の充実・強化

住み慣れた地域で安心して暮らすことが出来るよう、生活支援コーディネー

ターや地域住民と連携を図りながら、高齢者の社会参加の促進や孤立化防止に

継続的に取り組みます。併せて災害時の安全確保等についての情報提供をして

いきます。

（９）一般介護予防事業に関する業務

区の実施する介護予防事業や自主グループの普及啓発を行い、区民が介護予防

に取り組むよう支援します。また、「介護予防担当者会議」に出席し、区と共に

介護予防事業に取り組んで行きます。

（１０）区の高齢者サービスに関すること

①区の高齢者給付事業の申請受付

②区が実施する高齢者給付事業の案内

③特別養護老人ホームの入所申請受付

各地域包括支援センター担当区域

あさくさ地域包括支援センター 浅草、花川戸、千束

やなか地域包括支援センター 谷中、上野桜木、上野公園、池之端

みのわ地域包括支援センター
三ノ輪、根岸４・５丁目、竜泉、下谷３丁目

日本堤

※担当区域外の利用者からの相談にも対応し、速やかに担当の地域包括支援センターへ

引継ぎます。
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（５）認知症総合支援事業

①認知症地域支援・ケア向上事業

認知症地域支援推進員を中心に、認知症に関する相談への対応、認知症の方や

その家族への支援を行います。

また、地域の医療機関と協働で年６回、認知症カフェを開催します。さら

に、「認知症ケアパス」の普及や、認知症サポーター養成講座の開催により、認

知症の理解が促進できるようにします。

②認知症初期集中支援推進事業

認知症地域支援推進員は「認知症初期集中支援チーム」の一員として、認知

症が疑われる人あるいは認知症の人に対して、認知症初期集中支援の実施に取

り組み、早期発見・早期対応に向けて支援を行います。そのため、日頃より認

知症コーディネーター、認知症疾患医療センターなど、保健・医療・福祉・介

護の関係機関との連携を行っていきます。

③若年性認知症への取り組み

若年性認知症の方へのサービスや社会資源が不足している実態を踏まえて、

認知症地域支援推進員が中心となり、介護支援専門員や地域の医療機関相談員

と連携しながら、若年性認知症の方への支援を行っていきます。

（６）地域ケア会議推進業務

「地域ケア個別会議」や「地域ケアネットワーク会議」を開催することによ

り様々な地域課題を発見し、整理・分析を行います。更に構成員と機能が異な

る「台東区チームミーティング」、「台東区地域ケア全体会議」に出席し、抽出

された地域課題を解決する方法について検討します。地域ケア会議の「個別課

題の解決」、「ネットワークの構築」、「地域課題の発見」、「地域づくり・資源開

発」、「政策形成」の５つの機能が果たせるように取り組みます。

（７）医療・介護連携の推進

①入退院時における連携

新型コロナウイルス感染症により、医療機関での面会等が出来ず、十分な情

報が得られないなど、医療連携の課題があります。退院時に在宅ケアへの移行

がスムーズに行なわれ、高齢者が安心して生活が送れるように、入退院時情報

連携シート等を活用し、連携を図っていきます。同様に入院時の連携も密に行

います。

②サービス利用時における連携

主治医に対しケアプランについての情報提供や意見聴取を行い、医療との連

携に努めます。また、必要と判断した場合には、利用者の同意を得たうえで、

利用者の状況について医療関係者に情報提供します。

（８）生活支援の充実・強化

住み慣れた地域で安心して暮らすことが出来るよう、生活支援コーディネー

ターや地域住民と連携を図りながら、高齢者の社会参加の促進や孤立化防止に

継続的に取り組みます。併せて災害時の安全確保等についての情報提供をして

いきます。

（９）一般介護予防事業に関する業務

区の実施する介護予防事業や自主グループの普及啓発を行い、区民が介護予防

に取り組むよう支援します。また、「介護予防担当者会議」に出席し、区と共に

介護予防事業に取り組んで行きます。

（１０）区の高齢者サービスに関すること

①区の高齢者給付事業の申請受付

②区が実施する高齢者給付事業の案内

③特別養護老人ホームの入所申請受付

各地域包括支援センター担当区域

あさくさ地域包括支援センター 浅草、花川戸、千束

やなか地域包括支援センター 谷中、上野桜木、上野公園、池之端

みのわ地域包括支援センター
三ノ輪、根岸４・５丁目、竜泉、下谷３丁目

日本堤

※担当区域外の利用者からの相談にも対応し、速やかに担当の地域包括支援センターへ

引継ぎます。
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Ⅸ ケアマネジメントセンター（居宅介護支援事業所） 

 

１．運営方針

地域に展開されるケアマネジメントの質の向上につながるような適正なケアマ

ネジメント及び介護予防ケアマネジメントを実践します。多様なサービスをコー

ディネートすることで、地域包括ケアシステムの担い手として、日常生活圏域で

の適切なサービス提供を実践していきます。地域の居宅介護支援事業者において

対応が困難な事例に対し必要な支援をします。

利用者の立場に立った、公正で中立なケアマネジメントを心掛け、利用者や地

域に選ばれる事業所を目指します。

２．運営の柱

（１）利用者本位のケアプランの作成

利用者及び家族と面接することで、身体状況・生活状況等のアセスメントを行

いニーズを的確に把握し、利用者及び家族に必要な情報を提供するとともに、可

能な限り住み慣れた地域で社会参加を継続しながら、自分らしく自立した生活が

送れるように支援していきます。

また、地域包括ケアシステム推進を担う立場として、保健・医療・福祉の専門

職と連携を図りながら、地域ケア会議への積極的な参加、情報の提供に努めます。

（２）質の高いケアマネジメントの実施・透明性の確保

居宅サービス計画に位置づけた目標の達成度や介護サービス実施状況を把握

するため、モニタリングを行い、ご利用者家族、かかりつけ医、サービス事業者

参加によるサービス担当者会議により幅広く意見を求めること等、適切なケアマ

ネジメントを実行します。また、各サービス事業者との意識の共有を図る観点か

ら、個別サービス計画の提出を求めていきます。地域包括支援センター等関係機

関との連携、情報開示等、サービスの質を保つよう様々な取組みを行います。

（３）主任介護支援専門員の配置

事業所において主任介護支援専門員の育成、配置を進めていきます。主任介護

支援専門員は、ケアプランの作成やその技術指導、相談及び助言を実施すること

で事業所全体のケアマネジメント技術の向上を目指します。

（４）ケアマネジャーの資質向上の取り組み

ケアマネジャーの資質向上を目的として、定期的な勉強会や事例検討会を実施

します（事業所内・法人内・他事業所間）。

また、研修や資格取得については、事業所として積極的に支援していきます。

（５）要介護認定調査の受託

積極的に区より要介護認定調査を受託するとともに、指定市町村事務受託法人

として新規要介護（要支援）認定調査を実施します。

（６）自己評価及び第三者評価

事業者自己評価の定期実施を行い「介護サービス情報の公表制度」・「福祉サー

ビス第三者評価事業」に積極的に取組み、改善に役立てていきます。

また、年１回アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、サービスの質の

向上を図ります。

（７）相談、苦情の対応

相談、苦情に対し迅速かつ誠実に対応していくための窓口を設置します。

相談された内容については検討を行い、対応方法を決定した上で、利用者及び

家族に、その結果を説明していきます。

（８）介護支援専門員実習の受け入れ

介護支援専門員実務者研修の実習生を積極的に受け入れ、人材育成という社

会的役割を果たしていきます。

（９）地域ネットワークの構築

地域包括支援センターが行う「地域見守りネットワーク連絡会」、他事業所間

で行う事例検討会や勉強会、介護サービス事業者連絡会が行う交流会や研修会

に積極的に参加し地域のフォーマルサービス、インフォーマルサポートとの横

のつながりを構築していきます。 
 

（１０）災害対策の推進 
台東区から委託された、「台東区避難行動要支援者避難支援計画」を作成す

るため、避難行動要支援者の必要な情報を聴き取り「個別避難計画」を作成し

ます。 

（１１）新型コロナウィルス感染症対策の推進 
新型コロナウィルス感染症の影響が予想される中で、利用者をとりまく環境

も大きく変わっています。このような状況に対応していくために、介護支援専

門員の力を発揮し利用者の生活の場の安心と安全のため関係機関と連携し感

染症対策に取り組んでいきます。 
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Ⅸ ケアマネジメントセンター（居宅介護支援事業所） 

 

１．運営方針

地域に展開されるケアマネジメントの質の向上につながるような適正なケアマ

ネジメント及び介護予防ケアマネジメントを実践します。多様なサービスをコー

ディネートすることで、地域包括ケアシステムの担い手として、日常生活圏域で

の適切なサービス提供を実践していきます。地域の居宅介護支援事業者において

対応が困難な事例に対し必要な支援をします。

利用者の立場に立った、公正で中立なケアマネジメントを心掛け、利用者や地

域に選ばれる事業所を目指します。

２．運営の柱

（１）利用者本位のケアプランの作成

利用者及び家族と面接することで、身体状況・生活状況等のアセスメントを行

いニーズを的確に把握し、利用者及び家族に必要な情報を提供するとともに、可

能な限り住み慣れた地域で社会参加を継続しながら、自分らしく自立した生活が

送れるように支援していきます。

また、地域包括ケアシステム推進を担う立場として、保健・医療・福祉の専門

職と連携を図りながら、地域ケア会議への積極的な参加、情報の提供に努めます。

（２）質の高いケアマネジメントの実施・透明性の確保

居宅サービス計画に位置づけた目標の達成度や介護サービス実施状況を把握

するため、モニタリングを行い、ご利用者家族、かかりつけ医、サービス事業者

参加によるサービス担当者会議により幅広く意見を求めること等、適切なケアマ

ネジメントを実行します。また、各サービス事業者との意識の共有を図る観点か

ら、個別サービス計画の提出を求めていきます。地域包括支援センター等関係機

関との連携、情報開示等、サービスの質を保つよう様々な取組みを行います。

（３）主任介護支援専門員の配置

事業所において主任介護支援専門員の育成、配置を進めていきます。主任介護

支援専門員は、ケアプランの作成やその技術指導、相談及び助言を実施すること

で事業所全体のケアマネジメント技術の向上を目指します。

（４）ケアマネジャーの資質向上の取り組み

ケアマネジャーの資質向上を目的として、定期的な勉強会や事例検討会を実施

します（事業所内・法人内・他事業所間）。

また、研修や資格取得については、事業所として積極的に支援していきます。

（５）要介護認定調査の受託

積極的に区より要介護認定調査を受託するとともに、指定市町村事務受託法人

として新規要介護（要支援）認定調査を実施します。

（６）自己評価及び第三者評価

事業者自己評価の定期実施を行い「介護サービス情報の公表制度」・「福祉サー

ビス第三者評価事業」に積極的に取組み、改善に役立てていきます。

また、年１回アンケート調査（「顧客満足度調査」）を実施し、サービスの質の

向上を図ります。

（７）相談、苦情の対応

相談、苦情に対し迅速かつ誠実に対応していくための窓口を設置します。

相談された内容については検討を行い、対応方法を決定した上で、利用者及び

家族に、その結果を説明していきます。

（８）介護支援専門員実習の受け入れ

介護支援専門員実務者研修の実習生を積極的に受け入れ、人材育成という社

会的役割を果たしていきます。

（９）地域ネットワークの構築

地域包括支援センターが行う「地域見守りネットワーク連絡会」、他事業所間

で行う事例検討会や勉強会、介護サービス事業者連絡会が行う交流会や研修会

に積極的に参加し地域のフォーマルサービス、インフォーマルサポートとの横

のつながりを構築していきます。 
 

（１０）災害対策の推進 
台東区から委託された、「台東区避難行動要支援者避難支援計画」を作成す

るため、避難行動要支援者の必要な情報を聴き取り「個別避難計画」を作成し

ます。 

（１１）新型コロナウィルス感染症対策の推進 
新型コロナウィルス感染症の影響が予想される中で、利用者をとりまく環境

も大きく変わっています。このような状況に対応していくために、介護支援専

門員の力を発揮し利用者の生活の場の安心と安全のため関係機関と連携し感

染症対策に取り組んでいきます。 
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Ⅹ 老人福祉センター・老人福祉館 

１．運営方針

人生１００年時代を迎え、高齢者は、社会とのつながりを意識し、生きがいを

見出すなど、自らの意欲や能力に応じて活躍できる場や機会を求めています。こ

のため、老人福祉センター・各老人福祉館は、高齢者が積極的に社会に参加でき

るよう支援することが重要となります。また、高齢化が進む中で、介護予防事業

を積極的に進める一方、高齢者が充実した時間を過ごし、触れ合う場を提供しま

す。そして、新型コロナウイルス感染対策も４年目を迎え、「新しい生活様式」

も定着しているところです。そうした状況の中、サービス提供を継続することが

求められています。このため、老人福祉センター等は、次の事項を重点的に取り

組むべき柱として位置づけ、各事業を推進していきます。 
 

―運営の柱― 
（１） 介護予防事業の充実 

高齢者にとって、健康や身体の機能を総合的・持続的に維持向上していくこ

とは大変重要です。このため、日常生活における運動機能や口腔機能の向上、

フレイル予防等の介護予防事業を進めていきます。介護予防を通じて、高齢者

がいつまでも健康でいきいきとした暮らしが送れることを目指します。 
 

（２） 高齢者の社会参加の促進 
高齢者が様々なことに興味を持ち、学び、活動していくことが重要です。こ

れまで継続・展開してきた教室やサロンを個人の楽しみや高齢者の触れ合いの

場として活用するとともに、習得した知識を活かしたボランティアに活動する

場を提供するなどの取り組みを進めます。 
また、世代の異なる子供たちとの交流の時間を設け、高齢者のコミュニケー

ションの活性化に繋げていきます。 
 

（３） 「かがやき長寿ひろば入谷」事業の運営 
入谷区民館を活用した出張型の事業（「かがやき長寿ひろば入谷」事業）を

継続して行います。気軽に立ち寄れる区民館を活用し、新たな利用者も参加し

やすいサービスの提供を目指していきます。 
 

（４） 高齢者の日常生活支援 
高齢者が、地域で安心して生活できるよう関係機関との連携や情報提供など

様々な支援を行います。 
 

（５） 相談機能の充実 
高齢者に身近な施設として、生活に密着した分野の相談機能を充実し、課題

の早期解決や不安の解消を図っていきます。 
 

（６） 持続可能なサービスの提供 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う生活様式の変化に対応するため、事業

のオンライン配信などに取り組みます。 
 

（７） 新型コロナウイルス感染症防止 
老人福祉センター等の事業を円滑に進めるため、台東区新型コロナウイルス

感染症拡大防止ガイドラインに基づき感染防止を図ります。 
 

２．事業内容

令和５年度は、４活動拠点（①老人福祉センター、②入谷区民館「かがやき長

寿ひろば入谷」、③橋場老人福祉館、④三筋老人福祉館）で、以下の事業を行いま

す。

なお、各事業の定員は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため１０名とし

ますが、今後の感染状況により、定員は変更になることがあります。

（１） 介護予防事業の充実 
① 笑顔のつどい 

地域包括支援センターと連携し、介護予防のための「脳トレゲームや手先

を使うものつくり」と、「介護予防に関する講話」を実施します。 
・４ヶ所で年間１２回実施 定員１０名

 
② 介護予防サロン 

介護予防を目的とし、健康づくりや脳トレの各種サロンを開催します。 
（ア）健康づくり・体操系サロン 

プログラム 

体 操 ストレッチ ダンス 踊 り

輪投げ ※ ボッチャ ※ ペタンク 室内ゲーム

けん玉

※１「ボッチャ」は、目標球に向かって自由な投げ方でボールを投げて、得点を競うゲー

ムです。 
※２「ペタンク」は、目標玉に向かって足をそろえてボールを投げて、得点を競うゲーム

です。 
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Ⅹ 老人福祉センター・老人福祉館 

１．運営方針

人生１００年時代を迎え、高齢者は、社会とのつながりを意識し、生きがいを

見出すなど、自らの意欲や能力に応じて活躍できる場や機会を求めています。こ

のため、老人福祉センター・各老人福祉館は、高齢者が積極的に社会に参加でき

るよう支援することが重要となります。また、高齢化が進む中で、介護予防事業

を積極的に進める一方、高齢者が充実した時間を過ごし、触れ合う場を提供しま

す。そして、新型コロナウイルス感染対策も４年目を迎え、「新しい生活様式」

も定着しているところです。そうした状況の中、サービス提供を継続することが

求められています。このため、老人福祉センター等は、次の事項を重点的に取り

組むべき柱として位置づけ、各事業を推進していきます。 
 

―運営の柱― 
（１） 介護予防事業の充実 

高齢者にとって、健康や身体の機能を総合的・持続的に維持向上していくこ

とは大変重要です。このため、日常生活における運動機能や口腔機能の向上、

フレイル予防等の介護予防事業を進めていきます。介護予防を通じて、高齢者

がいつまでも健康でいきいきとした暮らしが送れることを目指します。 
 

（２） 高齢者の社会参加の促進 
高齢者が様々なことに興味を持ち、学び、活動していくことが重要です。こ

れまで継続・展開してきた教室やサロンを個人の楽しみや高齢者の触れ合いの

場として活用するとともに、習得した知識を活かしたボランティアに活動する

場を提供するなどの取り組みを進めます。 
また、世代の異なる子供たちとの交流の時間を設け、高齢者のコミュニケー

ションの活性化に繋げていきます。 
 

（３） 「かがやき長寿ひろば入谷」事業の運営 
入谷区民館を活用した出張型の事業（「かがやき長寿ひろば入谷」事業）を

継続して行います。気軽に立ち寄れる区民館を活用し、新たな利用者も参加し

やすいサービスの提供を目指していきます。 
 

（４） 高齢者の日常生活支援 
高齢者が、地域で安心して生活できるよう関係機関との連携や情報提供など

様々な支援を行います。 
 

（５） 相談機能の充実 
高齢者に身近な施設として、生活に密着した分野の相談機能を充実し、課題

の早期解決や不安の解消を図っていきます。 
 

（６） 持続可能なサービスの提供 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う生活様式の変化に対応するため、事業

のオンライン配信などに取り組みます。 
 

（７） 新型コロナウイルス感染症防止 
老人福祉センター等の事業を円滑に進めるため、台東区新型コロナウイルス

感染症拡大防止ガイドラインに基づき感染防止を図ります。 
 

２．事業内容

令和５年度は、４活動拠点（①老人福祉センター、②入谷区民館「かがやき長

寿ひろば入谷」、③橋場老人福祉館、④三筋老人福祉館）で、以下の事業を行いま

す。

なお、各事業の定員は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため１０名とし

ますが、今後の感染状況により、定員は変更になることがあります。

（１） 介護予防事業の充実 
① 笑顔のつどい 

地域包括支援センターと連携し、介護予防のための「脳トレゲームや手先

を使うものつくり」と、「介護予防に関する講話」を実施します。 
・４ヶ所で年間１２回実施 定員１０名

 
② 介護予防サロン 

介護予防を目的とし、健康づくりや脳トレの各種サロンを開催します。 
（ア）健康づくり・体操系サロン 

プログラム 

体 操 ストレッチ ダンス 踊 り

輪投げ ※ ボッチャ ※ ペタンク 室内ゲーム

けん玉

※１「ボッチャ」は、目標球に向かって自由な投げ方でボールを投げて、得点を競うゲー

ムです。 
※２「ペタンク」は、目標玉に向かって足をそろえてボールを投げて、得点を競うゲーム

です。 
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（イ）脳トレ系サロン 

プログラム 
書 写 数 独 輪 読

※１脳トレ 英会話

※１「脳トレ」は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として、クロスワードパ

ズル、数独、ぬり絵等の様々な手法を合わせたサロンです。 
・４ヶ所で開催 定員１０名 

 

③ 介護予防運動教室「セラバンドで筋力アップトレーニング教室」

セラバンド（トレーニング用のゴム）を使用して、日常の生活が楽に過ご

せるような、無理のないトレーニングを行います。 
・４ヶ所で、年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名

④ 口腔機能向上教室「お口元気度アップ教室」 
利用者が自ら口腔機能の維持向上を図れるよう、歯科医師及び歯科衛生士

が指導します。 
・４ヶ所で、年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名

⑤ 脳活性化教室 
高齢者を対象とする読み書き計算や、様々な方法で脳の活性化を図る「脳

活性化教室」を開催します。 
（ア）「脳の健康教室」 

ボランティアのサポートを受けながら、読み書き計算を行い、自宅で毎

日１０分程度学習します。

・２ヶ所で年間各１教室開催 １教室当たり２０回実施

クラス１０名で、定員３０名

（イ）「面白脳トレ教室」 
計算パズルやボードゲーム等の様々な方法で、脳の活性化を図る教室を

開催します。

・４ヶ所で年間各２教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名 

（ウ）「脳トレ健康体操教室」 
介護予防に役立つプログラムを搭載した通信カラオケ機器を使用して、

楽しく介護予防と生活機能改善に特化した体操等を実施します。

・２ヶ所で年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名 

（２） 高齢者の社会参加の促進 
① ことぶき教室 

プログラム 

昭和歌謡 カラオケ シャンソン ウクレレ 

ヨ ガ ポール 
ウォーキング サルサ ストレッチ 

背骨コンディ

ショニング チェアヨガ セルフケア 
体操 新舞踊

茶 道 書 道 囲 碁 花とはな 

スマートフォン タブレット 折り紙 手 品 

・４活動拠点で年間４８プログラム開催 １プログラム当たり１０回実施  
定員１０名  

② いきいきサロン 

プログラム 
手 芸 ぬり絵 折り紙 俳 画

ペーパ

クラフト
カラオケ

イベント

映像鑑賞
※１音楽鑑賞

※ 「音楽鑑賞」は、通信カラオケ機器により音楽を鑑賞し、豊かで実りある時間を過ご

します。

・４ヶ所で開催 定員１０名 
 

③ 各種行事 
落語家や講談師を招いた「ほのぼの寄席」や、楽器や歌のスペシャリスト

によるコンサート等のイベントを開催します。 
 

④ 「敬老の日」及び「老人の日」に係るイベントの実施 
国民の祝日に関する法律に定められた「敬老の日」（毎年９月の第３月曜日）

及び老人福祉法に定められた「老人の日」（９月１５日）の記念行事を行いま

す。 
（ア）「敬老の日」に、高齢者の長寿と健康をお祝いする「敬老のつどい」を

開催します。 
 

（イ）「老人の日」を記念して、日頃のサロンや各種教室での活動成果を披露

する、発表会や作品展を行います。 
 

（ウ）「老人の日」を中心に、老人福祉センター、各老人福祉館を会場として

「無料マッサージサービス」を行います。 
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（イ）脳トレ系サロン 

プログラム 
書 写 数 独 輪 読

※１脳トレ 英会話

※１「脳トレ」は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として、クロスワードパ

ズル、数独、ぬり絵等の様々な手法を合わせたサロンです。 
・４ヶ所で開催 定員１０名 

 

③ 介護予防運動教室「セラバンドで筋力アップトレーニング教室」

セラバンド（トレーニング用のゴム）を使用して、日常の生活が楽に過ご

せるような、無理のないトレーニングを行います。 
・４ヶ所で、年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名

④ 口腔機能向上教室「お口元気度アップ教室」 
利用者が自ら口腔機能の維持向上を図れるよう、歯科医師及び歯科衛生士

が指導します。 
・４ヶ所で、年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名

⑤ 脳活性化教室 
高齢者を対象とする読み書き計算や、様々な方法で脳の活性化を図る「脳

活性化教室」を開催します。 
（ア）「脳の健康教室」 

ボランティアのサポートを受けながら、読み書き計算を行い、自宅で毎

日１０分程度学習します。

・２ヶ所で年間各１教室開催 １教室当たり２０回実施

クラス１０名で、定員３０名

（イ）「面白脳トレ教室」 
計算パズルやボードゲーム等の様々な方法で、脳の活性化を図る教室を

開催します。

・４ヶ所で年間各２教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名 

（ウ）「脳トレ健康体操教室」 
介護予防に役立つプログラムを搭載した通信カラオケ機器を使用して、

楽しく介護予防と生活機能改善に特化した体操等を実施します。

・２ヶ所で年間各１教室開催 １教室当たり１０回実施 定員１０名 

（２） 高齢者の社会参加の促進 
① ことぶき教室 

プログラム 

昭和歌謡 カラオケ シャンソン ウクレレ 

ヨ ガ ポール 
ウォーキング サルサ ストレッチ 

背骨コンディ

ショニング チェアヨガ セルフケア 
体操 新舞踊

茶 道 書 道 囲 碁 花とはな 

スマートフォン タブレット 折り紙 手 品 

・４活動拠点で年間４８プログラム開催 １プログラム当たり１０回実施  
定員１０名  

② いきいきサロン 

プログラム 
手 芸 ぬり絵 折り紙 俳 画

ペーパ

クラフト
カラオケ

イベント

映像鑑賞
※１音楽鑑賞

※ 「音楽鑑賞」は、通信カラオケ機器により音楽を鑑賞し、豊かで実りある時間を過ご

します。

・４ヶ所で開催 定員１０名 
 

③ 各種行事 
落語家や講談師を招いた「ほのぼの寄席」や、楽器や歌のスペシャリスト

によるコンサート等のイベントを開催します。 
 

④ 「敬老の日」及び「老人の日」に係るイベントの実施 
国民の祝日に関する法律に定められた「敬老の日」（毎年９月の第３月曜日）

及び老人福祉法に定められた「老人の日」（９月１５日）の記念行事を行いま

す。 
（ア）「敬老の日」に、高齢者の長寿と健康をお祝いする「敬老のつどい」を

開催します。 
 

（イ）「老人の日」を記念して、日頃のサロンや各種教室での活動成果を披露

する、発表会や作品展を行います。 
 

（ウ）「老人の日」を中心に、老人福祉センター、各老人福祉館を会場として

「無料マッサージサービス」を行います。 
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（エ） 台東区社会福祉協議会との共催事業として、老人福祉センター、各老

人福祉館、入谷区民館（「かがやき長寿ひろば入谷」事業）を会場に各種

コンサート等を開催します。 
 

⑤ ゆとり教養講座 
歴史・文化・芸術等の様々な観点から、日々の生活を豊かにする講座など

を開催します。 
 

⑥ 高齢者団体の活動を支援するための場を提供します。 
（ア）団体利用

高齢者団体、社会教育登録団体及び地域の町会等の活動の場として、集

会室、大広間、教養室等を団体利用に供します。

 
（イ）一般団体利用

集会室等の利用は、高齢者団体等を優先しますが、空きがある場合は、

有料で一般団体利用も受付けます。

 
⑦ 世代間交流事業 

地域力向上を目指し、各種行事やサロン等の活動で、園児や児童、地域の

方々との交流を実施します。 

（３） 「かがやき長寿ひろば入谷」事業の運営 
各種サロンや介護予防教室、ことぶき教室を開催するほか、入谷独自の教室

も開催していきます。 
① 男性高齢者向け事業 

男性高齢者の社会参加や仲間づくりを促すための教室を開催します。 
年間１２回 定員２０名 

 
② フレイルチェック事業 

フレイル予防の推進を図るため、運動機能、口腔機能、生活機能などの評

価を行うフレイルチェック事業を実施します。

年間２教室開催 １教室当たり２回実施 定員２０名

 
（４） 高齢者の日常生活支援 

高齢者が日常生活の中でニーズに応じた適切な支援を受けることができる

よう地域・関係機関との連携を図ります。 
① 利用者の介護や生活上のニーズの発見に努め、必要に応じて関係機関への

紹介や連絡調整を行います。 

② 見守りネットワークの一員として関係機関との連携に努めます。 
 

③ 高齢者の交通安全講習会・服薬指導教室等の日常生活支援講座を関係機関

と連携して開催します。

④ 高齢者の福祉に関わる様々な情報を提供します。 
 

（５） 相談機能の充実 
情報化・国際化・価値観の多様化・複雑化など、高齢者を取り巻く環境は

大きく変化しています。そのため、高齢者が安心して日常生活を送ることが

できるよう福祉、介護、健康、防犯、消費生活など各分野の関係機関と連携

し、各テーマの講演会と組み合わせた相談会を実施する等、相談機能を充実

します。 
 

（６） 新型コロナウイルス感染症防止 
台東区新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラインに基づき利用者の

安全を第一と考え、引き続き感染防止に努めます。利用時の検温、手指消毒、

マスク着用、健康チェックシートの提出等を実施します。施設内では、利用

者人数の制限、ソーシャルディスタンスの確保、利用時間の短縮、室内の換

気、大声での会話を避けること、施設内の消毒等を実施し、感染拡大防止に

向け万全の対策を講じます。 
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（エ） 台東区社会福祉協議会との共催事業として、老人福祉センター、各老

人福祉館、入谷区民館（「かがやき長寿ひろば入谷」事業）を会場に各種

コンサート等を開催します。 
 

⑤ ゆとり教養講座 
歴史・文化・芸術等の様々な観点から、日々の生活を豊かにする講座など

を開催します。 
 

⑥ 高齢者団体の活動を支援するための場を提供します。 
（ア）団体利用

高齢者団体、社会教育登録団体及び地域の町会等の活動の場として、集

会室、大広間、教養室等を団体利用に供します。

 
（イ）一般団体利用

集会室等の利用は、高齢者団体等を優先しますが、空きがある場合は、

有料で一般団体利用も受付けます。

 
⑦ 世代間交流事業 

地域力向上を目指し、各種行事やサロン等の活動で、園児や児童、地域の

方々との交流を実施します。 

（３） 「かがやき長寿ひろば入谷」事業の運営 
各種サロンや介護予防教室、ことぶき教室を開催するほか、入谷独自の教室

も開催していきます。 
① 男性高齢者向け事業 

男性高齢者の社会参加や仲間づくりを促すための教室を開催します。 
年間１２回 定員２０名 

 
② フレイルチェック事業 

フレイル予防の推進を図るため、運動機能、口腔機能、生活機能などの評

価を行うフレイルチェック事業を実施します。

年間２教室開催 １教室当たり２回実施 定員２０名

 
（４） 高齢者の日常生活支援 

高齢者が日常生活の中でニーズに応じた適切な支援を受けることができる

よう地域・関係機関との連携を図ります。 
① 利用者の介護や生活上のニーズの発見に努め、必要に応じて関係機関への

紹介や連絡調整を行います。 

② 見守りネットワークの一員として関係機関との連携に努めます。 
 

③ 高齢者の交通安全講習会・服薬指導教室等の日常生活支援講座を関係機関

と連携して開催します。

④ 高齢者の福祉に関わる様々な情報を提供します。 
 

（５） 相談機能の充実 
情報化・国際化・価値観の多様化・複雑化など、高齢者を取り巻く環境は

大きく変化しています。そのため、高齢者が安心して日常生活を送ることが

できるよう福祉、介護、健康、防犯、消費生活など各分野の関係機関と連携

し、各テーマの講演会と組み合わせた相談会を実施する等、相談機能を充実

します。 
 

（６） 新型コロナウイルス感染症防止 
台東区新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラインに基づき利用者の

安全を第一と考え、引き続き感染防止に努めます。利用時の検温、手指消毒、

マスク着用、健康チェックシートの提出等を実施します。施設内では、利用

者人数の制限、ソーシャルディスタンスの確保、利用時間の短縮、室内の換

気、大声での会話を避けること、施設内の消毒等を実施し、感染拡大防止に

向け万全の対策を講じます。 
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ⅩⅠ キャリアパス構築事業

 

職員の育成及びキャリア形成を最重要項目として、職員研修、資格取得支援、職員

表彰等を充実します。

（１）職員研修事業

感染症対策として導入した映像配信型研修は、研修受講期間と受講時間帯に幅がで

きること、研修会場への移動がないことなどから、交代制勤務の職員が多い特性上、

受講人数が確実に増え、成果を上げました。令和５年度も研修内容を鑑みながら、映

像配信型と参集型、あるいはハイブリッド型（映像・参集混合）を選択して、職員研

修を充実させます。

特に今後「地域共生社会の実現」や「障害に関する基礎知識・技術」・「ユニット型

施設研修」を組み込み、職員の知識・技術の向上を目指します。

新人研修、フォローアップ研修をはじめとして、各専門職の育成を目指して、専門

力の向上、最新の情報・技術の習得、社会情勢に応じた対応力の向上を目指し研修し

ます。

日常のケアや保育は、実践と研究を積み重ねることで、さらなる向上が期待できま

す。「実践報告会」や「児童館地域懇談会」等の機会で、事業団内部のみならず、広く

地域に向けて日頃の実践や研究の成果を発信していきます。

高齢部門は、（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟の開設に向けて、幅広い層の新規職

員を迎えることから、ケア技術の研修は介護プロフェッショナルキャリア段位制度、

介護スキルチェック項目を中心に行います。

当事業団は平成３０年度に取得した「働きやすい福祉の職場宣言」対象事業所です。

入職希望者からの研修体制への期待も高いことから、令和４年度から充実させている

新人研修の内容を吟味・改良して、安心して勤められる職場環境を整えます。

（２）資格取得支援

職員のキャリアパスの一環として、勤務しながら介護福祉士等を目指す職員に実務

者研修受講費等を助成します。

令和５年度は介護福祉士・介護支援専門員の取得・保持、さらに事務職の職務内容

に合わせた支援の幅を広げます。

（３）職員表彰

職務に対して有益な研究を遂げた場合や、抜群の努力とその成果等に対してその

労と努力をねぎらうことを目的に、年１回個人および組織を対象とする職員表彰を

行います。
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ⅩⅠ キャリアパス構築事業

 

職員の育成及びキャリア形成を最重要項目として、職員研修、資格取得支援、職員

表彰等を充実します。

（１）職員研修事業

感染症対策として導入した映像配信型研修は、研修受講期間と受講時間帯に幅がで

きること、研修会場への移動がないことなどから、交代制勤務の職員が多い特性上、

受講人数が確実に増え、成果を上げました。令和５年度も研修内容を鑑みながら、映

像配信型と参集型、あるいはハイブリッド型（映像・参集混合）を選択して、職員研

修を充実させます。

特に今後「地域共生社会の実現」や「障害に関する基礎知識・技術」・「ユニット型

施設研修」を組み込み、職員の知識・技術の向上を目指します。

新人研修、フォローアップ研修をはじめとして、各専門職の育成を目指して、専門

力の向上、最新の情報・技術の習得、社会情勢に応じた対応力の向上を目指し研修し

ます。

日常のケアや保育は、実践と研究を積み重ねることで、さらなる向上が期待できま

す。「実践報告会」や「児童館地域懇談会」等の機会で、事業団内部のみならず、広く

地域に向けて日頃の実践や研究の成果を発信していきます。

高齢部門は、（仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟の開設に向けて、幅広い層の新規職

員を迎えることから、ケア技術の研修は介護プロフェッショナルキャリア段位制度、

介護スキルチェック項目を中心に行います。

当事業団は平成３０年度に取得した「働きやすい福祉の職場宣言」対象事業所です。

入職希望者からの研修体制への期待も高いことから、令和４年度から充実させている

新人研修の内容を吟味・改良して、安心して勤められる職場環境を整えます。

（２）資格取得支援

職員のキャリアパスの一環として、勤務しながら介護福祉士等を目指す職員に実務

者研修受講費等を助成します。

令和５年度は介護福祉士・介護支援専門員の取得・保持、さらに事務職の職務内容

に合わせた支援の幅を広げます。

（３）職員表彰

職務に対して有益な研究を遂げた場合や、抜群の努力とその成果等に対してその

労と努力をねぎらうことを目的に、年１回個人および組織を対象とする職員表彰を

行います。

対象 必・選 内容（予定） 主催/開催場所（予定） 開催方法 開催月（予定）

新人/
更新者

必修 救急救命講習AED使用含む（普通救命）
上野消防署

三ノ輪福祉センター
普通救命
　4月　6月　8月　10月　12月　2月

法人理念

接遇マナー研修

個人情報保護研修

感染症予防研修

職業倫理研修

チームコミュニケーション研修

認知症サポーター研修（新人向け） 4月

必修（児童部門） 法令遵守研修（コンプライアンス） 後期

必修（児童部門） リスクマネジメント研修（児童課） 前期

必修（児童部門） 感染症対応研修 年間を通して配信

必修 個人情報保護研修 年間を通して配信

個人管理 腰痛予防研修（事業団体操） 年間を通して配信

順次申込 人権研修 東社協 9月・10月・11月・12月

実践報告会　　 事業団 ハイブリッド
（台東区役所）12月11日（月）
予行練習　１１月・１２月

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

評価者研修（管理職コース） 参集型 10月

職務階層別研修（管理職課程）

経営基礎・実務研修

リスクマネジメント研修（児童課） 事業団 参集型 前期

マネジメント研修（館長） 後期

実務研修 毎月１回

労務管理研修 後期

事務・ファイリング研修 前期

リスクマネジメント研修（児童課） 前期

評価者研修（係長コース） 参集型 11月

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

マネジメント研修（主任） 後期

実務研修 毎月１回

リスクマネジメント研修（児童課） 前期

事務・ファイリング研修 参集型 前期

メンタルヘルス研修 前期

ハラスメント防止研修 後期

実務研修（リーダー） 毎月１回

リスクマネジメント研修（児童課） 前期

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

児童館論 5月～8月

こどもクラブ論 5月～8月

マネジメント研修 年２回

実技研修（幼児） 5月～7月

実技研修（造形活動） 5月～7月

実技研修（たより・広報物作成） 9月～12月

専門研修（遊び） 9月～12月

専門研修（保育の実践） 9月～12月

専門研修（中高生対応） 9月～12月

必修 コミュニケーション研修 4月～8月

発達障害 9月～12月

感染症対策 5月～8月

虐待防止 9月～12月

アレルギー 5月～8月

保護司・警察 1月～3月

災害対策 8月～9月

応急救護・事故防止 6月～9月

クリエイティブ研修（画像処理・動画編集） 6月～9月

放課後児童支援員認定資格研修

放課後児童支援員資質向上研修

東京都児童館職員等職員研修

専門別 OFF-JT 全職員 選択 業務研修 台東区 年数回

年数回参集型

参集型

参集型

参集型
動画配信

参集型
動画配信

OFF-JT 未受講者 選択 東京都

事業団

児童課

児童課

必修主任

OJT　： On the Job Training 職務を通じての研修（業務内研修）
OFF-JT　：　Off the Job Training 職務を離れての研修（職場内外の集合研修等）
SDS　：　Self Development System 自己啓発援助制度(自己啓発への支援)

専門別

OJT

一般職

OFF-JT

専門別/経験
別

必修

選択

選択
児童課

各施設から申込

参集型

階層別
OFF
-JT

管理職

必修 事業団

選択
東社協

児童課

　　研修計画（児童部門）　　※感染症の状況により録画型・参集型・ハイブリッド型（複合型） のいずれかで実施

4/1採用者対象

各月採用者対象

全職員

必修新人

OFF
-JT

事業団
(三ノ輪福祉センター)

全職員

参集型

必修館長

一般職 必修

児童課

事業団

　研究発表

参集型

事業団

事業団

参集型

参集型

録画配信

録画配信
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対象 必・選 内容（予定）
主催/開催場所

（予定）
開催方法 開催月（予定）

新人/
更新者

必修
救急救命講習AED使用含む（普通救
命）

上野消防署
三ノ輪福祉センター

参集型 普通救命 　4月　6月　8月　10月　12月　2月

法人理念

接遇マナー研修

個人情報保護研修

感染症予防研修

職業倫理研修

チームコミュニケーション研修

虐待防止・身体拘束禁止研修（高齢）

認知症サポーター研修（新人向け） ４月

※介護知識・介護技術研修

必修（高齢部門） 虐待防止・身体拘束禁止研修 事業団又は各拠点 後期

必修（高齢部門） 業務継続計画(ＢＣＰ)研修 事業団又は各拠点 未定

必修（高齢部門） 感染症予防・対応研修 各拠点 前期・後期

必修（高齢部門） 個人情報保護研修 事業団又は各拠点 録画配信 前期・後期

選択（特養等） 外国人介護士と働くための準備講座 事業団又は各拠点 ハイブリッド 前期

個人管理 腰痛予防研修(事業団体操) 事業団 年間を通して配信

順次申込 人権研修 東京都 予定　9月　10月　11月　12月

実践報告会　　 台東区役所 ハイブリッド
１２月１１日（月）
予行練習　11月2回　12月1回

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

リスクマネジメント研修（法令遵守含む） ハイブリッド 後期

評価者研修 参集型 10月

職務階層別研修（管理職課程）

経営基礎・実務研修

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

リスクマネジメント研修（法令遵守含む） ハイブリッド 後期

評価者研修 参集型 10月

スーパービジョン研修 ハイブリッド 講義

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

リスクマネジメント研修（法令遵守含む） ハイブリッド 後期

スーパービジョン研修 ハイブリッド 講義・演習

メンタルヘルス研修 録画配信 前期

ハラスメント防止研修 ハイブリッド 後期

リスクマネジメント研修（法令遵守含む） ハイブリッド 後期

介護職 介護基礎研修（医療、精神、リハビリ、栄養、口腔） 人材確保事業共催 年間を通して配信

看護職 医療研修 事業団 後期

相談員職 介護保険法/相談援助技術 台東区 外部

栄養士 栄養・栄養学研修 栄養士会等 外部

ケアマネジャー ケアマネジメント研修 都/区/事業団 東京都/台東区/事業団

専門別
事務

OFF-JT 事務職 必修 事務研修 外部 参集型 社会福祉法人事務、労務など最新情報

資格取得支援

受験対策講座

指定研修特別休暇付与

申出 自主勉強会の会場提供

4/1採用者対象
各月採用者対象

※介護職員には、新人研修に引き続き、
介護に必要な知識・介護技術演習・介護
技術現場実習を行います。

必修
新人 参集型

事業団
（三ノ輪福祉セン

ター）

　研究発表

OJT　： On the Job Training 職務を通じての研修（業務内研修）
OFF-JT　：　Off the Job Training 職務を離れての研修（職場内外の集合研修等）
SDS　：　Self Development System 自己啓発援助制度(自己啓発への支援)

必修

全職員 SDS

OFF
-JT

各施設から申込

管理職

ハイブリッド

介護支援専門員等

事業団

事業団

高齢

事業団

必修

事業団

東社協

介護職員実務者研修・介護福祉士・
介護支援専門員・事務員等

人材確保事業共催

専門別
高齢

一般職

必修

該当者

主任

　　研修計画（高齢部門）　　※感染症の状況により録画型・参集型・ハイブリッド型（複合型） のいずれかで実施

係長

OFF-JT

全職員

必修
階層別

必修

OFF
-JT

全職員

ⅩⅡ 福祉人材育成事業

１．運営方針

事業団は、台東区の福祉人材の確保・育成にかかる事業として、講座の配信や研修

の実施、講師派遣などによる人材の派遣、実習生の受入れ等、長年に渡り尽力してき

ました。

令和４年度は感染対策を講じた上で参集型研修の実施や、 の活用や映像配信に

より、事業者向け研修や法人内研修を行いました。

令和５年度も引き続き、事業団の経験豊富な人材を活用して、地域における福祉人

材の育成を目的とした事業（研修・講習）を実施するほか、要請により講師として派

遣するなど、広く人材育成に貢献します。

また、感染の拡大が繰り返される中であっても、貴重な福祉人材の育成の機会を安

定して提供できるよう、事業団ではこれからの福祉の担い手となる国家資格取得を目

指した実習生などを受入れ、育成していきます。

さらに、令和元年度より台東区から受託している「台東区介護サービス人材確保事

業」を令和５年度も実施します。台東区内の福祉人材の発掘や育成、事業所同士の情

報交換や交流の機会を設けるとともに、介護職に興味のある方への就職情報の提供な

どを行います。特に就職フェアなどの、新たな人材発掘の場の提供は、区内事業所か

らの期待も高いため、令和５年度は年６回開催を予定して、できるだけ多くの機会を

創出できるよう計画します。

２． 事業内容

２ １ 研修・講習の実施、講師派遣

（１）介護職員初任者研修事業（旧ホームヘルパー２級養成課程）

① 実施予定回数 １回

令和５年４月７日～６月２７日（予定）

② 内容

ア．講義及び演習 ４４日間（計１２３時間）

イ．施設実習 １日間（計 ８時間）※実習中止の場合あり

③ 募集定員 １２名

④ 講師は事業団職員（相談員、介護福祉士、看護師、栄養士等）及び外部講師（歯

科衛生士等）が担い、実践に即した講義・演習を行う。

（２）講師派遣

事業団職員に対する研修・講義等講師の依頼は積極的に引き受け、広く福祉人

材育成に貢献していく。

・介護支援専門員法定研修講師およびファシリテーター
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ⅩⅡ 福祉人材育成事業

１．運営方針

事業団は、台東区の福祉人材の確保・育成にかかる事業として、講座の配信や研修

の実施、講師派遣などによる人材の派遣、実習生の受入れ等、長年に渡り尽力してき

ました。

令和４年度は感染対策を講じた上で参集型研修の実施や、 の活用や映像配信に

より、事業者向け研修や法人内研修を行いました。

令和５年度も引き続き、事業団の経験豊富な人材を活用して、地域における福祉人

材の育成を目的とした事業（研修・講習）を実施するほか、要請により講師として派

遣するなど、広く人材育成に貢献します。

また、感染の拡大が繰り返される中であっても、貴重な福祉人材の育成の機会を安

定して提供できるよう、事業団ではこれからの福祉の担い手となる国家資格取得を目

指した実習生などを受入れ、育成していきます。

さらに、令和元年度より台東区から受託している「台東区介護サービス人材確保事

業」を令和５年度も実施します。台東区内の福祉人材の発掘や育成、事業所同士の情

報交換や交流の機会を設けるとともに、介護職に興味のある方への就職情報の提供な

どを行います。特に就職フェアなどの、新たな人材発掘の場の提供は、区内事業所か

らの期待も高いため、令和５年度は年６回開催を予定して、できるだけ多くの機会を

創出できるよう計画します。

２． 事業内容

２ １ 研修・講習の実施、講師派遣

（１）介護職員初任者研修事業（旧ホームヘルパー２級養成課程）

① 実施予定回数 １回

令和５年４月７日～６月２７日（予定）

② 内容

ア．講義及び演習 ４４日間（計１２３時間）

イ．施設実習 １日間（計 ８時間）※実習中止の場合あり

③ 募集定員 １２名

④ 講師は事業団職員（相談員、介護福祉士、看護師、栄養士等）及び外部講師（歯

科衛生士等）が担い、実践に即した講義・演習を行う。

（２）講師派遣

事業団職員に対する研修・講義等講師の依頼は積極的に引き受け、広く福祉人

材育成に貢献していく。

・介護支援専門員法定研修講師およびファシリテーター
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・介護職員初任者研修講師

・栄養指導他

・ケアプラン点検事業協力

２ ２ 人材創出・人材養成

（１）施設介護ボランティア育成事業 事業団独自事業

① 実施内容

講義：ボランティア活動の概要・高齢者の心身機能の特徴

演習：車いす操作・感染症対策・施設の食事体験 他

② 実施予定回数 ４回 ※感染症予防の観点から変更あり

【第１回】 令和５年 ６月 ９日（金）三ノ輪福祉センター

【第２回】 令和５年 ９月２ 日（木）三ノ輪福祉センター

【第３回】 令和５年１２月 ８日（金）三ノ輪福祉センター

【第４回】 令和６年 ３月 ８日（金）三ノ輪福祉センター

③ 募集定員 各１０名

④ ボランティアコーディネーターによる支援

講習修了者を対象に、ボランティア活動に対する希望を伺い、その方の経験

等に応じた活動場所や内容を紹介。各施設のボランティアコーディネーターと

連携し、ボランティア活動が継続できるよう必要な支援を行う。また、合わせ

て「台東区介護支援ボランティアポイント事業」を紹介する。

（２）介護職員就業促進事業（東京都の介護人材確保対策事業）

介護業務への就労を希望する離職者等が、介護施設等で就労しながら ６ヵ月

以内 、当法人の介護職員初任者研修等を受講して資格を取得した上で、雇用継続

につなげていく。

（３）職場体験事業（東京都の介護人材確保対策事業）

地域の方や学生の方が介護現場を体験する機会を設け、介護業務の魅力に触れ、

やりがいを感じることにより、介護人材を確保する。

（４）福祉職場における有償インターンシップ事業（東京都の介護人材確保対策事業）

一般大学の学生等が福祉職場におけるインターンシップを通じて、福祉職場を

知る機会が得られ、福祉職場に対する関心や就業意欲を高める。

（５）介護職員奨学金返済・育成支援事業（東京都事業）

常勤介護職員として採用した者で、介護福祉士となる資格を有しておらず、在

学中に貸与を受けた奨学金の返済を行う者に対し、奨学金返還相当額を支給する。

（６）実習生・福祉体験事業等の受入れ

これからの福祉等の担い手となる人材の育成のため、資格取得に必要な実習の

提供（実習生の受入れ）、職場体験授業等における生徒の受入れを行う。

① 高齢部門

介護福祉士、社会福祉士、看護師（正看・準看）、保健師、栄養士（管理栄養

士）、介護支援専門員、介護職員研修（初任者・実務者）実習生他

② 児童部門

児童厚生員

③ 高齢・児童共通

教職員課程

中高生職場体験授業など

２ ３ 台東区介護サービス人材確保事業受託

（１）人材確保に向けた取組

① 介護職等就職フェア（相談会、面接会）

介護職に興味のある方、従事したいと希望する方を対象に区内介護事業者によ

る就職相談、面接を実施する。

大規模型 １回

中規模型 ２回

小規模型 ３回

※実施時期、方法については、感染症の状況を鑑み、集合またはオンラインに

よる開催とする。

（２）介護従事者等への育成・定着支援

＜介護従事者への支援＞

① 介護関係専門講座

ア 台東区ケアマスター講座

すでに介護職員として従事している方、または介護職員として復帰や就職を

希望している方が、介護・医療・介護保険制度等の基本を再確認・習得し、現

場に生かすための講座（講義・演習）。

イ 台東区介護職員基礎講座（旧・介護職員実践研修）

台東区内に所在する介護サービス事業所に勤務する介護職員を対象として、

医学的知識、生活援助、接遇、介護技術等、利用者に対する直接的な処遇にか

かる内容を習得し、介護サービスの質の向上を目指す。

② 家庭介護講座（一般区民対象）（旧・介護技術等講習会）

介護をしているご家族の方（高齢の介護者、男性の介護者など）が、その方に

あった適切な方法で介護ができるよう、介護保険に関する基本的事項を学び、自

宅でできる介護の基礎的な講習を実施することにより、介護者の抱えるさまざま
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・介護職員初任者研修講師

・栄養指導他

・ケアプラン点検事業協力

２ ２ 人材創出・人材養成

（１）施設介護ボランティア育成事業 事業団独自事業

① 実施内容

講義：ボランティア活動の概要・高齢者の心身機能の特徴

演習：車いす操作・感染症対策・施設の食事体験 他

② 実施予定回数 ４回 ※感染症予防の観点から変更あり

【第１回】 令和５年 ６月 ９日（金）三ノ輪福祉センター

【第２回】 令和５年 ９月２ 日（木）三ノ輪福祉センター

【第３回】 令和５年１２月 ８日（金）三ノ輪福祉センター

【第４回】 令和６年 ３月 ８日（金）三ノ輪福祉センター

③ 募集定員 各１０名

④ ボランティアコーディネーターによる支援

講習修了者を対象に、ボランティア活動に対する希望を伺い、その方の経験

等に応じた活動場所や内容を紹介。各施設のボランティアコーディネーターと

連携し、ボランティア活動が継続できるよう必要な支援を行う。また、合わせ

て「台東区介護支援ボランティアポイント事業」を紹介する。

（２）介護職員就業促進事業（東京都の介護人材確保対策事業）

介護業務への就労を希望する離職者等が、介護施設等で就労しながら ６ヵ月

以内 、当法人の介護職員初任者研修等を受講して資格を取得した上で、雇用継続

につなげていく。

（３）職場体験事業（東京都の介護人材確保対策事業）

地域の方や学生の方が介護現場を体験する機会を設け、介護業務の魅力に触れ、

やりがいを感じることにより、介護人材を確保する。

（４）福祉職場における有償インターンシップ事業（東京都の介護人材確保対策事業）

一般大学の学生等が福祉職場におけるインターンシップを通じて、福祉職場を

知る機会が得られ、福祉職場に対する関心や就業意欲を高める。

（５）介護職員奨学金返済・育成支援事業（東京都事業）

常勤介護職員として採用した者で、介護福祉士となる資格を有しておらず、在

学中に貸与を受けた奨学金の返済を行う者に対し、奨学金返還相当額を支給する。

（６）実習生・福祉体験事業等の受入れ

これからの福祉等の担い手となる人材の育成のため、資格取得に必要な実習の

提供（実習生の受入れ）、職場体験授業等における生徒の受入れを行う。

① 高齢部門

介護福祉士、社会福祉士、看護師（正看・準看）、保健師、栄養士（管理栄養

士）、介護支援専門員、介護職員研修（初任者・実務者）実習生他

② 児童部門

児童厚生員

③ 高齢・児童共通

教職員課程

中高生職場体験授業など

２ ３ 台東区介護サービス人材確保事業受託

（１）人材確保に向けた取組

① 介護職等就職フェア（相談会、面接会）

介護職に興味のある方、従事したいと希望する方を対象に区内介護事業者によ

る就職相談、面接を実施する。

大規模型 １回

中規模型 ２回

小規模型 ３回

※実施時期、方法については、感染症の状況を鑑み、集合またはオンラインに

よる開催とする。

（２）介護従事者等への育成・定着支援

＜介護従事者への支援＞

① 介護関係専門講座

ア 台東区ケアマスター講座

すでに介護職員として従事している方、または介護職員として復帰や就職を

希望している方が、介護・医療・介護保険制度等の基本を再確認・習得し、現

場に生かすための講座（講義・演習）。

イ 台東区介護職員基礎講座（旧・介護職員実践研修）

台東区内に所在する介護サービス事業所に勤務する介護職員を対象として、

医学的知識、生活援助、接遇、介護技術等、利用者に対する直接的な処遇にか

かる内容を習得し、介護サービスの質の向上を目指す。

② 家庭介護講座（一般区民対象）（旧・介護技術等講習会）

介護をしているご家族の方（高齢の介護者、男性の介護者など）が、その方に

あった適切な方法で介護ができるよう、介護保険に関する基本的事項を学び、自

宅でできる介護の基礎的な講習を実施することにより、介護者の抱えるさまざま
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な悩みや疑問の解決を図る。

③ 介護福祉士資格受験対策講座

介護福祉士の取得を目指す、施設等従事者や台東区民のための講座。受験対策

に造詣の深い講師による講義と、模擬テスト、直前対策を行い、台東区内の福祉

職の質の向上を目指す。

④ 介護職相互の交流会

施設やデイサービス、ホームヘルパーとして勤務する人が他の事業所や種別の

違う職場の方との交流の機会や情報交換の機会をもつことにより、互いに学び合

い、研鑽し合って、よりよいサービス提供を目指すための交流会。

⑤ 外国人を対象とする日本語講座（外国人向け）

外国人の方が介護の現場で働く中で課題となっている日本語の問題を少しで

も解決するために、介護現場で使う日本語講座を開催。

＜介護サービス事業者への支援＞

⑥ 外国人指導者向け講座（日本人指導者向け）

外国人の介護職員が増える中で外国人の方に通じる日本語や、わかりやすいコ

ミュニケーションを介護職員が学ぶ講座。

（３）介護職の魅力発信

① 区内介護サービス事業所紹介（旧・見学会）

区内介護サービス事業所を広く知らせる機会をもち、求職、求人のマッチング

に寄与する企画。見学会、紹介映像の配信等、感染等社会状況に応じた紹介方法

を検討する。

ⅩⅢ 介護保険認定調査事務（指定市町村事務受託法人事業）

１．運営方針

事務受託法人として、新規認定調査に加えて、更新・区分変更の調査を行います。 
令和５年度は、感染症対策を行いつつ、通常通り調査を実施する予定です。 
世帯状況や家族状況の変化に伴って希望が増加している土曜日調査については、

一定数の希望があることから、各ケアマネジメントセンター及び事務局で行うこと

により、区民の要望と区の福祉への貢献度を高めていきます。 

２．事業内容

（１）調査日 
月曜日から土曜日 

 
（２）人員体制（調査員数 令和５年２月１日現在） 

（単位 人） 
 
 
 
 
（３）実施予定件数 

（単位 件） 
 
 
 
 
（４）実施範囲 

台東区内及び隣接する病院等（他自治体からの依頼含む） 

あさくさ やなか みのわ 事務局 計 

７ ３ ３ ５ １８ 

あさくさ やなか みのわ 事務局 計 

５４０ ２４０ ２８８ １,３３２ ２,４００ 
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な悩みや疑問の解決を図る。

③ 介護福祉士資格受験対策講座

介護福祉士の取得を目指す、施設等従事者や台東区民のための講座。受験対策

に造詣の深い講師による講義と、模擬テスト、直前対策を行い、台東区内の福祉

職の質の向上を目指す。

④ 介護職相互の交流会

施設やデイサービス、ホームヘルパーとして勤務する人が他の事業所や種別の

違う職場の方との交流の機会や情報交換の機会をもつことにより、互いに学び合

い、研鑽し合って、よりよいサービス提供を目指すための交流会。

⑤ 外国人を対象とする日本語講座（外国人向け）

外国人の方が介護の現場で働く中で課題となっている日本語の問題を少しで

も解決するために、介護現場で使う日本語講座を開催。

＜介護サービス事業者への支援＞

⑥ 外国人指導者向け講座（日本人指導者向け）

外国人の介護職員が増える中で外国人の方に通じる日本語や、わかりやすいコ

ミュニケーションを介護職員が学ぶ講座。

（３）介護職の魅力発信

① 区内介護サービス事業所紹介（旧・見学会）

区内介護サービス事業所を広く知らせる機会をもち、求職、求人のマッチング

に寄与する企画。見学会、紹介映像の配信等、感染等社会状況に応じた紹介方法

を検討する。

ⅩⅢ 介護保険認定調査事務（指定市町村事務受託法人事業）

１．運営方針

事務受託法人として、新規認定調査に加えて、更新・区分変更の調査を行います。 
令和５年度は、感染症対策を行いつつ、通常通り調査を実施する予定です。 
世帯状況や家族状況の変化に伴って希望が増加している土曜日調査については、

一定数の希望があることから、各ケアマネジメントセンター及び事務局で行うこと

により、区民の要望と区の福祉への貢献度を高めていきます。 

２．事業内容

（１）調査日 
月曜日から土曜日 

 
（２）人員体制（調査員数 令和５年２月１日現在） 

（単位 人） 
 
 
 
 
（３）実施予定件数 

（単位 件） 
 
 
 
 
（４）実施範囲 

台東区内及び隣接する病院等（他自治体からの依頼含む） 

あさくさ やなか みのわ 事務局 計 

７ ３ ３ ５ １８ 

あさくさ やなか みのわ 事務局 計 

５４０ ２４０ ２８８ １,３３２ ２,４００ 
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ⅩⅣ 社会貢献事業

１ 運営方針

事業団はこれまで培った実績や人材を活かして、さまざまな形で社会に貢献してきまし

たが、地域包括ケアの推進、地域の多岐にわたる課題に対応するため、これからはさらに

人材、設備、環境を活用して社会のニーズに応えていく使命があります。

高齢部門・児童部門それぞれ、以下の社会貢献事業の計画を立てています。

なお、「下町こどもまつり」、「下町こども工房」、「地域安全マップ」などの事業を継続し

て地域に貢献するとともに、災害対策、福祉人材の確保など台東区における事業団の役割

を果たしていきます。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和４年度は人との交流を伴う事業は中止し

ましたが、感染症の動向により、令和５年度は下記事業の継続・再開をします。

なお、令和４年度から開始した一般区民向けの講座は、令和５年度も実施する予定です。

「台東区社会福祉法人連絡会」「たいとう地域活動メッセ」など、関係する機関とのネッ

トワークや連携関係をさらに密にして地域共生社会づくりの一翼を担っていきます。

２ 事業内容

（１）集いの場づくり

・やなかまサロン （やなか高齢者在宅サービスセンター）

・みんなで歌おう会 （みのわ高齢者在宅サービスセンター）

（２）体づくりのお手伝い

・いきいきご近所体操（みのわ高齢者在宅サービスセンター）

・来食サービス （みのわ高齢者在宅サービスセンター）

※検温、手洗い・うがい、アクリル板の設置など、感染対策を講じた上で実施

（３）まちづくり・地域活動

・朝のクリーンアップ運動 日本堤二丁目東町会とともに

（たなかデイホーム、みのわ地域包括支援センター）

・大江戸清掃隊 （児童館・こどもクラブ）

・打ち水大作戦 （児童館・こどもクラブ）

・小中学校おまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

・青少年おまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

・地域のおまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

（４）一般区民向け講座の開催

・カンタン整理収納講座（高齢期の脳トレは身の回りの片付けから）

・痛みなく疲れにくい体をつくるための姿勢チェック講座

・センサーで体力テスト！体力ＵＰチャレンジ講座

３ 台東区内活動への参加

（１）台東区社会福祉法人連絡会

（２）たいとう地域活動メッセ
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ⅩⅣ 社会貢献事業

１ 運営方針

事業団はこれまで培った実績や人材を活かして、さまざまな形で社会に貢献してきまし

たが、地域包括ケアの推進、地域の多岐にわたる課題に対応するため、これからはさらに

人材、設備、環境を活用して社会のニーズに応えていく使命があります。

高齢部門・児童部門それぞれ、以下の社会貢献事業の計画を立てています。

なお、「下町こどもまつり」、「下町こども工房」、「地域安全マップ」などの事業を継続し

て地域に貢献するとともに、災害対策、福祉人材の確保など台東区における事業団の役割

を果たしていきます。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和４年度は人との交流を伴う事業は中止し

ましたが、感染症の動向により、令和５年度は下記事業の継続・再開をします。

なお、令和４年度から開始した一般区民向けの講座は、令和５年度も実施する予定です。

「台東区社会福祉法人連絡会」「たいとう地域活動メッセ」など、関係する機関とのネッ

トワークや連携関係をさらに密にして地域共生社会づくりの一翼を担っていきます。

２ 事業内容

（１）集いの場づくり

・やなかまサロン （やなか高齢者在宅サービスセンター）

・みんなで歌おう会 （みのわ高齢者在宅サービスセンター）

（２）体づくりのお手伝い

・いきいきご近所体操（みのわ高齢者在宅サービスセンター）

・来食サービス （みのわ高齢者在宅サービスセンター）

※検温、手洗い・うがい、アクリル板の設置など、感染対策を講じた上で実施

（３）まちづくり・地域活動

・朝のクリーンアップ運動 日本堤二丁目東町会とともに

（たなかデイホーム、みのわ地域包括支援センター）

・大江戸清掃隊 （児童館・こどもクラブ）

・打ち水大作戦 （児童館・こどもクラブ）

・小中学校おまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

・青少年おまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

・地域のおまつり参加等 （児童館・こどもクラブ）

（４）一般区民向け講座の開催

・カンタン整理収納講座（高齢期の脳トレは身の回りの片付けから）

・痛みなく疲れにくい体をつくるための姿勢チェック講座

・センサーで体力テスト！体力ＵＰチャレンジ講座

３ 台東区内活動への参加

（１）台東区社会福祉法人連絡会

（２）たいとう地域活動メッセ
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ⅩⅤ （仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟開設準備

１ 運営方針

令和６年１２月の新規開設に向けて、令和５年度に（仮称）竜泉二丁目福祉施設特

養棟についての具体的な準備を進めていきます。

２ 検討内容

（１）特別養護老人ホームに関すること

①特別養護老人ホームについて

・特養の人員配置及び加算算定

・設計及び設備に関する調整

②配置医・看護体制について

・看取り、医療ニーズ、感染症、障害者等多様なニーズへの対応

・大規模施設での運営

③ユニットケアについて

・ユニットケアの実践

・ユニットリーダーの育成

④共生型のサービスについて

障害がある高齢者の受け入れや障害者短期入所の提供に向けた体制の整備

（ア）障害者短期入所

・特別養護老人ホームの空床の短期入所利用

・令和５年度特別養護老人ホーム三ノ輪での空床を利用した障害者短期入所の

実施

（イ）障害者ケアの実践

・職員教育

・設計及び設備に関する調整

（２）認知症デイに関すること

①認知症ケアの実践

②認知症対応型通所介護２単位の運営

・認知症デイの人員配置及び加算算定

（３）開設に係る準備に関すること

①予算事務について

・各事業の収入の精査

・各事業の人件費、設備及び備品等の積算

（業務委託、消耗品・日用品、備品など）

②開設に係る各種届出について

・東京都、区など各種届出・調整

・消防計画など
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ⅩⅤ （仮称）竜泉二丁目福祉施設特養棟開設準備

１ 運営方針

令和６年１２月の新規開設に向けて、令和５年度に（仮称）竜泉二丁目福祉施設特

養棟についての具体的な準備を進めていきます。

２ 検討内容

（１）特別養護老人ホームに関すること

①特別養護老人ホームについて

・特養の人員配置及び加算算定

・設計及び設備に関する調整

②配置医・看護体制について

・看取り、医療ニーズ、感染症、障害者等多様なニーズへの対応

・大規模施設での運営

③ユニットケアについて

・ユニットケアの実践

・ユニットリーダーの育成

④共生型のサービスについて

障害がある高齢者の受け入れや障害者短期入所の提供に向けた体制の整備

（ア）障害者短期入所

・特別養護老人ホームの空床の短期入所利用

・令和５年度特別養護老人ホーム三ノ輪での空床を利用した障害者短期入所の

実施

（イ）障害者ケアの実践

・職員教育

・設計及び設備に関する調整

（２）認知症デイに関すること

①認知症ケアの実践

②認知症対応型通所介護２単位の運営

・認知症デイの人員配置及び加算算定

（３）開設に係る準備に関すること

①予算事務について

・各事業の収入の精査

・各事業の人件費、設備及び備品等の積算

（業務委託、消耗品・日用品、備品など）

②開設に係る各種届出について

・東京都、区など各種届出・調整

・消防計画など
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